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     プロローグ


    



    　ヤバイ。


    　ヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイ。


    



    　頭の中でなんとかの一つ覚えのようにその一言を繰り返す。


    　脳みそが激しく揺さぶられたように視点が定まらない。


    　心臓の動どう悸きは激しく、全身からイヤな汗が噴ふき出す。


    　なぜかって？


    　コレのせいだ。


    



    　目の前に、くねくねと長い紐ひものような物体が部屋の床を這はい回っている。


    　それは、たぶん生き物なのだと思う。


    　──いや、生き物なのか？　それすら自信がない。


    



    　壁にもたれて座りながら僕は、その物体を戸惑いも隠せぬまま見下ろしていた。


    「……なんなんすか、コレ？」


    　開き直って、民放のサッカー解説者ばりにフランクなコメントをしてみる。


    　が、もちろん答えは返ってこない。


    　正直、この場から逃げ出したい気持ちでいっぱいだった。


    



    　そもそも夕食後、朝から続いていた腹痛に耐えきれなくなった僕は、電気を消して自分の部屋で休むことにしたのだ。


    　割れるかと思うほどの激しい痛みだった。


    　そしたらほんとに割れた。


    　ぷしゃああああああ！　と栓の抜けたシャンパンでも噴ふき出すような音。同時に、まるで手を離れた凧たこの糸が逃げていくような凄すさまじい勢いで、僕の腹から白く長い紐がしゅるしゅると飛び出していった。


    「うわああああああああああああああああっ！」


    　驚きのあまり、腰を抜かしながら絶叫。


    　──この時点でも既にすこしふしぎを超えて世界にふしぎ発見されそうなほど不思議な出来事だったのに。


    　今、その紐ひもが出てきたはずの腹部に目をやる。


    　派手に破れたＴシャツの下に広がるのは、いつも通りの白い皮膚。


    　いつも通り──だからこそ、なおさら理解不能だった。


    



    　……さっき、この腹をぶち破って紐みたいのが出てきたんだよね？


    　なんで、血の一滴も出ていないわけ？


    　ていうか、そもそも僕の腹から飛び出してきたこの物体は一体なんなの？


    　戸惑う僕をよそに、その物体はぐねぐねと凝ぎよう集しゆうし、まるで一つの意志を持っているかのように何かの形に編み上がっていく。


    



    「ははっ」


    　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくと、酷ひどい目眩めまいがした。


    　……まったくふざけた事態だ。


    　極めて常識的な思考で考える。こんな事態は現実にあり得ない。


    　──そう。


    　これはきっと悪い夢か冗談に違いないんだ。


    　だったら、僕は確認しなければならない。


    　何を？　決まっている。


    　この目の前で倒れている可か憐れんな女の子が、単なる僕の空想の産物か、ドッキリの企画か何かだということを──


    　……え？


    　……女の子？


    「って、完成してる───────────っ!?」


    　さっきまで紐状の塊かたまりだった物体は、僕の見立てでは、すっかり僕と同じくらいの年とし頃ごろの女の子に変へん貌ぼうしていた。華きや奢しやな手足と小さな背を見せて、俯うつぶせに倒れているため表情は確認できないものの、エナメルを塗ったように淡く光る銀髪の中から、ひときわ長い二本のテールが伸びている。


    　そして何より。


    　その女の子は俗に言うすっぽんぽん、全裸、フルキャストオフ状態だった。


    「は、はは……」


    　……ここから事態の詳細を確認するって、どうするんだ。


    　ええと……その、この一いつ糸し纏まとわぬ姿で寝てる子を……


    　触るの？　……僕が？


    　しかし、どうにもそうしないと状況が進みそうにない。


    「……ええい、ままよ！」


    　そして、覚悟を決めて立ち上がり、そろりそろりと近寄った。その瞬間。


    「ふ……」


    　どこからか小さな声が聞こえた気がした。


    「……ふ？」


    「ふっかあ────────────っつっ！」


    「のわあっ！」


    　その物体が、突如起き上がって僕を跳ね飛ばした。


    「ななな、なっ！」


    　僕はそのまま壁際まで下がってまた尻しり餅もちをついてしまう。


    　心臓がドクドクと早鐘を打つ。


    　僕を跳ね飛ばして起き上がった少女がくるりとこちらを向いた。


    　逃げも隠れもしない、というか隠しもしていない少女の肢体が露あらわになる。


    「……え？」


    　僕の眼前に、二つの柔らかそうな膨ふくらみが下がっていた。


    　数瞬の時をその膨らみとお見合いしながら考える。


    　ああ、これはおそらく、おっぱ──


    「おっぱああああっ！」


    　僕は慌あわてて視線を逸そらした。


    　おっぱい。


    　その平易な言葉で表わされる双丘は、うだつの上がらない男子高校生にとって、どんなに追い求めても摑つかめないシャングリラであると言っても過言ではない。


    　が、その秘宝は甘酸っぱいときめきシチュエーションと共に披露されるからありがたいのであって、こんなホラー映画もかくやという状況で見せられても、正直困る。


    「ご、ごめんなさいごめんなさい……ごめんなさい……」


    　僕は念仏のように謝罪の言葉を唱となえながら、突如現れた闖ちん入にゆう者の少女から這はって逃げようとする。


    「ぬ？　おい、どこへ行く気だー？」


    　背中越しに、僕の必死さと裏腹にやけに能天気な声が聞こえてきた。が、応こたえる余裕はない。


    　とにかく、この部屋から出よう。


    　そしたら、階段を下りて誰だれかに助けを呼んで──って、誰に？　とりあえず警察──!?


    　と、なんとか部屋の出口まで辿たどり着いた時。


    「あ……」


    　何かを発見したような声。


    　それに合わせるように、ぱたぱたと駆け寄るような足音が後ろから聞こえてくる。


    「おい、お前ええええっ！　そっちは階段だぞおおおおおっ！　危なああああい！」


    「うわあああああああああああああああっ！」


    　むんず、と足を握られる感触と共に、目の前にあった階段がどんどん遠ざかっていく。


    「ああああああああああああ！　あづっ！　あづっ！」


    　そして、そのまま床を引きずられて再び部屋の中心に戻された。摩擦で全身が擦すり剝むけたようにひりひりする。


    「い、いづづ……ひ、ひいっ！」


    　そこで僕は、改めて振り返って自分の足を引いた存在を見上げる。


    　──月明かりが差し込む。


    　その時、僕は初めてその子の顔をまじまじと見たのだった。


    「──あ」


    　思わず、息を呑のんだ。


    　とんでもない美少女が、そこにいた。


    　僕よりも一回り以上小さい均整の取れた身体からだに乗っかる顔立ちは、凜りんとした氷細工のようにきめ細かく整って、畏い敬けいの念すら抱いだかせるほどに美しく。
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    　──その少女は、そのまま青せい玉ぎよくの瞳ひとみで僕を見つめると、こう言って来たのだった。


    「お前が新しい宿しゆく主しゆ様だな！」


    　え？　い、今なんつったの？　しゅくしゅ……さま？


    　っていうか、やっぱ全裸は直視できねえ！


    　焦って目を手で覆おおいながら、指の隙すき間まから相手の身体からだを捉とらえて問い掛ける。


    「お、お、お前！　一体なんなんだよ！」


    「私か？　私はだな」


    　少女は、すうと息を吸い込んでから胸に手を当てて元気に名乗りを上げた。


    「世代を超えて、腸越えて！　腹から飛び出て宿主を守る！」


    「……は？」


    　そんな謎なぞの前口上に続いて飛び出したのは──


    「日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆうのパラシスタンス、サナだ！」


    　……なんだ、その戦隊ヒーローじみた名乗りは。


    　そして、そんなツッコミを入れながらも、聞き慣れない言葉の連続に僕の頭の中が疑問符で一杯になる。え、ていうか、なにこれ？　ドッキリじゃないの？


    　そのままぼんやりと立ち尽くしていると、少女は不満げに頰ほおを膨ふくらませて言った。


    「ん？　どうしたわが宿主よ？　腸ちよう閉へい塞そくにでもなったような顔をして。中から見る限り、今日は特に悪いものは食べていないようだぞ？」


    「ちょ、ちょっ……待って……君、なんなのさ……一体、どうして、ここに……」


    「どうしてもこうしても、自分の身体に聞けばわかるだろう？」


    　そして、少女はなおも続けて、その日一番に衝撃的なセリフをぶん投げてきたのだった。


    



    「今日からお前の腹に寄生することになった！　よろしくな！」


    



    　そう言って、笑顔で胸を張った。


    「は、はは……」


    　ただ混乱する僕の凍り付いた笑顔をよそに、目の前にいる全裸の少女はなおも楽しげで。


    「ふふーん。久しぶりの粘ねん膜まく接触ー♪　やわらかい粘膜♪　ビバねーんまーく♪」


    　あげくには、わけのわからない歌まで歌い始めた。


    　僕は思う。これは悪い夢でなければ罰に違いない。罰を受けるには罪が必要だ。


    　一体僕がなんの罪を犯したというのか。


    



    　──そして僕は、今日一日の朝からの行動を回想し始めた。

  



  
     第一章　シェルタリング・オーディナリー・デイズ


    



    　カーテンから差し込む光が顔に当たり、全身に温ぬくもりを広げながら朝を告げる。


    　まどろみは、いつも気け怠だるい。


    　平凡な男子高校生である僕、増ます川かわ唐から人との日常は、こうして始まる。


    「……ん」


    　ぴりりりりりりりり！　という音と共に、意識の対岸で笛を吹くような電子音が鳴り響いているのを知覚する。


    「むーん……ぐう……」


    　僕はそれから逃げるように一層深くベッドの中に潜り込み、身体からだをくねらせながら考える。


    　……別に。目覚ましが鳴ったからって無理矢理起きなくてもいいんじゃないか？


    　人間はそもそも、心行くまで楽をするために、働かなくても済むように、機械そして文明を発達させたはずなのだ。


    　そんな機械ごときに快適な睡眠を邪魔されるというのは、文明発展の原義に反しているのではないか。


    　だから。


    　僕は先祖代々受け継いだ農耕民族スピリットに基づき、目覚ましを無視し、強い粘り腰を持って二度寝することを決めた。──ところ、電子音が遠ざかるどころか追いかけてくる感覚に襲おそわれた。


    　これは、おかしい。音の発生源が、まるでどんどん耳元に近づけられているような──


    「お兄ちゃんっ！」


    「ん……」


    「お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんっ！」


    　そう連呼される。


    　この声の正体について、脳内グーグルが一件だけ検索結果（もしかして）を返してきた。が、朝からそんな検索名人になりたくはない。


    「お兄ちゃん、お兄ちゃん！　起きてる？　ねえお兄ちゃん！」


    　なおも目覚ましが耳元に近づけられる感触。だが、冷害や不作にも負けない農耕民族の心で二度寝を決意した僕に死角はない！　完全なるガン無視で抵抗をする。


    「お兄ちゃん！　おき……ああ、もう！　おき……おき……おきろいが────っ!!」


    　……オキロイガーって何……、と思った瞬間。


    　パチュン！　と脳裏に青紫の閃せん光こうが走り、こめかみの奥に激痛と耳鳴りが響いた。


    「ぎゃああああああっ!!」


    　残るのは、きぃぃぃん、と鉄の棒を脳に直接差し込まれたような痛み。


    「そ、そ、そ……」


    　滲にじんできそうになる涙を堪こらえて絶叫する。


    「それはなんだ、桜さくらあああああああ!!」


    　一瞬で覚かく醒せいした僕が目を開くと、そこには、巨大な鉄のマジックハンドのような物体を持って仁王立ちしている桜の姿があった。


    「パンタグラフだよ！」


    「ああ、電車の上に付いてる電気を伝導させるやつの正式名称ね……わが従妹いとこは物知りナリぃ……と言うとでも思ったかこの野郎！　痛いんだよ！　朝から電気ショックで起こす従妹がどこにいるんだーっ！」


    　どこから持ち込んだのか、パンタグラフの端には持ち運び用のバッテリーが接続され、電力を供給していた。


    「お兄ちゃんが電気で動き出すかと思って！」


    「動かないよ！　どこの産業用ロボットだよ！」


    「一・二一ジゴワットの電気を流したら寝る前の過去に戻ると思って！」


    「戻らないよ！　そう簡単にバック・トゥ・ザ・フューチャらないよ！」


    　すると、桜は片目を瞑つぶり、舌を出して微笑ほほえんでみせた。


    「えへ。もうすっかり目が覚めたみたいだね。おはようお兄ちゃん」


    　朝から軽くキてるこの栗色の髪をした少女は、増ます川かわ桜という。お兄ちゃん、とは言われているが僕の妹というわけではなく、関係で言えばすぐ近所に住み、同じ高校に通う一つ下の従妹にあたる。ま、従妹とは言っても結局うちの合い鍵かぎも持ってるし、何かある度に気が付けばうちにいるわけで、感覚的には妹と変わらないのだが。


    「ああ、おはよう……ていうか、なんでこんな時間から桜が僕の部屋にいるんだよ」


    「だって昨日から伯お父じさんは海外に研究に行っちゃったし……わたしがお兄ちゃんを起こさないとねっ！　ほら、お兄ちゃん、着替えて着替えて」


    　そうやって桜は折り畳まれた僕の制服を差し出す。この家の何が何ど処こにあるか言わなくてもちゃんと解わかっているのだ。


    「はあ、解ったよ……」


    　そして僕は観念してもぞもぞとベッドを這はい出る。


    　そこで、桜の目が僕のある一点を凝視していることに気が付いた。


    「……ふあ」


    「……？」


    　その視線をゆっくりと追うと──そこには思春期の青少年特有の現象によって通常の三倍程度の大きさにまで膨ふくらんだ僕の下半身があった。


    「……あ」


    　それを見た桜さくらは、ぼんやりと二秒ほど宙に向かって壮大に口をぱくぱくした後、急激に血液が逆流したように首から頭まで赤味を帯び──


    「ぶはあ！」


    　大きく息を吐き出した。


    「いやっほおおおおお！　お兄ちゃんの荒ぶる海かい綿めん体たい発見んんん！」


    「うわあああ！　落ち着けええええ！　こっち来るなああああ！」


    　──これが、桜の悪癖。僕が「突発性淫いん乱らん症候群」と名付けたものであった。


    　幼少時から厳しい父親に厳格に育てられてきた桜は、近年まで過剰に性的なものから遠ざけられて生きてきた。


    　押さえ付けが厳しいほど、反発も強い。そんなわけで、現在高校一年生の桜はあたかも性に目覚めたての男子中学生が如ごとく、性的な匂においを察知すると興奮のあまり言動が暴走してしまうという厄やつ介かいな体質になってしまっていた。


    「お、お目通り叶かなわぬならせめてお兄ちゃんの『海綿隊』に『贈る言葉』を──!!」


    「往年の教師ドラマ主題歌っぽくまとめるんじゃない！　すっ、少しは落ち着けこのエロ発想直結脳──っ！」
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    「ちがうもん！　処女だから本能直結だもん！　いわば汚れなき悪いた戯ずらだよ───！」


    　などと頰ほおを肉欲色に染めながら迫ってくるビーストモード桜さくらの頭を、僕は奪い取ったパンタグラフを使って必死に引き離す。


    「はぁはぁ」


    「ふぅふぅ」


    「解わかりました。こうしましょう。交渉しましょう。お兄ちゃんの身体からだには指一本触れません」


    「うん」


    「その脱いだパンツをくれればいいです」


    「交渉条件がおかしい！」


    　色々と普通ではない親しん戚せき関係だった。


    



    　その後、桜の突発性淫いん乱らん症候群が落ち着くまでには数分の時間を要した。まあ、スイッチが入ってから多少の時間を置けば、また理性を取り戻すことはできるのだ。


    「ごめんなさい、取り乱しました……」


    「解ればよろしい」


    「じゃあ、お兄ちゃん、わたし朝ご飯用意して待ってるから、着替えたら下に降りてきてね」


    「うん、善処する……でもなあ、桜」


    「なに？」


    「いくら発作が出たからってさ。僕のパンツなんて価値のないもの貰もらってもしょうがないだろうに。そんなん部屋に置いといたら彼氏ができたときに誤解されるぞ」


    「へ？」


    　桜が呆あつ気けに取られたような顔をした。そして、慌てたように取り繕つくろうと、こう言った。


    「ね、ねえお兄ちゃん、あのね」


    「なんだよ」


    「聞いた情報によると、日本の法律では従妹いとこどうしって結婚できるんだって」


    「ふーん」


    「そ、それってもう、他人だよね……わ、わたしが朝起こしに来てるの……お嫁さんに起こされてるみたいでドキドキしない？」


    「お嫁さんっていうか妹だろ。だいたい桜も僕のことお兄ちゃんって呼んでるし」


    「ふえ？」


    「そして、もう一つ重要なことを言っておく。現実の兄は普通、妹に欲情しない！」


    　確かに、中にはそんな倫理に刃向う勇気を持ったブレイブメンもいるのだろう。だが、あいにく僕にはそんな背徳感に満ちた趣味はない。


    　すると桜さくらの肩がわなわなと震ふるえ──


    「お……」


    「お？」


    「お兄ちゃんの、ばか──────────っ！　チ、チキチキ、チキン童貞─────っ！　お兄ちゃんなんか野菜でもファックしてればいいんだ───っ！」


    　桜は泣くように叫びながらどてどてと部屋を出て行った。


    「……なぜだ……」


    　朝から理不尽な罵ば倒とうをされたことが、少しだけ解げせなかった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　服を着替え終わって階下に降りると、桜が悠然と椅い子すに座って足をぶらつかせていた。


    「あれ……起こしに来たわりにのんびりしてるじゃん」


    「んー、意外と、時間よゆーだったみたい」


    　そして、食卓に着く。広いテーブルに桜と二人向かい合って座る。僕の手元には、桜が朝からわざわざ作ってくれた目玉焼きと、温かいご飯、味み噌そ汁しる、牛乳。ちなみにもう一人の家族である僕の親父おやじは、仕事の関係で昨日から海外、しかも南米の奥地まで出張に行っているために不在だった。


    　理系の研究者である親父は、生物学ではそれなりに高名な教授で、今までに学会でも革新的な論文や研究報告を度々著あらわしているらしい。ま、そのありがちな副作用というか、弊害というか。有あり体ていに言えば、うちの父という人間は、明らかに家族より仕事を大切にする人種だった。だから母にも逃げられ、こうして幼い頃ころから時々、桜や父の同僚の女性研究者が僕の妹や姉や母代わりになってくれていたのだった。


    　そして、今ここにある日常。こうしてのんびり桜と朝の食事をしたり、たわいもない会話をしたりして登校の準備をする日常は、状況だけ見ればなかなかに典雅な朝と言えた。


    「いただきます」


    「めしあがれー」


    　その度に、もう少し食卓の上が片付いてさえいればなあ、と思う。仕事とプライベートの境目など顧かえりみない親父のこと、平素からこの食卓にはビーカー、フラスコなど食器以外の研究器具が無造作に置かれるという有様なのだ。


    （公私混同なんてもんじゃないな……）


    　そう頭の中で愚ぐ痴ちる。研究者系親父を持った者の憂ゆう鬱うつ。


    　まあ、慣れは何より恐ろしいというか、いつの間にか僕も桜もそんな諸もろ々もろの研究用器具と目玉焼きなどの朝食が混在するカオスな食卓に慣れてしまって、最低限のスペースさえあればいい、という気持ちになってしまっているのだが。


    「ねえお兄ちゃん、目玉焼き、美お味いしくできてるかな？」


    「ん」


    「……」


    「ん？」


    「もっと感想が欲しいな……」


    　桜さくらがもじもじ、と自分の目玉焼きの黄身を突っつきながら聞いてくる。


    「まあ、僕が普通に食べてるってことは美味しいんだと思ってくれれば」


    「でも……うん……少しだけ張り合いがないと思っちゃうのもわたしなのさ……。例えば！　このお味み噌そ汁しる！　このだしの取られ方をどう想像するかねお兄ちゃん！」


    　学校では料理部に所属している桜は、やたらと料理に気合いを入れる傾向がある。


    「ええと、んー……か、かつお……だし？」


    「そうだけど！　インスタントとは違うんだよインスタントとは！　朝から親の仇かたきのように煮出して！　カツオを！　中なか島じまに誘われてももう野球に行けない身体からだにしてやったんだぜ！」


    「それカツオ違い……。ん、でもそう言われれば、確かに味の深みが違うね。頑張ったね、桜」


    「えへん！」


    　そうやって誇らしげに、控えめな胸を張る桜。


    「いや、でも凄すごいよ。これだけ上じよう手ずに料理が作れるのはさ」


    　すると、桜が恐る恐るといった風にこちらに視線を向けて問い掛けてくる。


    「お……お兄ちゃんが望むなら、毎日ここで作ってあげてもいいよ？」


    「うん、毎日この味噌汁が飲める人は幸せ者だろうね」


    「むほ──────っ！　嫁候補きた───っ！」


    　その瞬間、桜が椅い子すを蹴けって立ち上がった。


    　桜は、フライパンに向かって何か祈っている。


    「テフロンの神様どうもありがとう！」


    「誰だれ、テフロンの神様って……」


    「テフロンの神様、正式名称で言うとポリテトラフルオロエチレンの神様だよ！」


    「なにその無駄に該博な知識！」


    　料理部効果か。料理部恐るべし。


    「いや……でもやっぱり毎日はいいや。めんどくさそうだし、桜に悪いし」


    「ぬかよろこび────っ!?」


    「ははは」


    　桜の表情がくるくる変わるのを見ているのは飽きないものであった。愉快な妹がいるというのは楽しいものだ。これで、兄に欲情する変な癖くせさえなければな。


    「ふー……それにしても今日はゆっくりにも程があるねー。まるで時間がさっきから進んでないみたいだよー」


    　上がったテンションを落ち着かせるように桜さくらが話を切り替えた。だが、その視線の先にある時計は──


    「え、桜、あの時計見てたの？　あの昨日から止まってるポンコツ時計を？」


    「ふえ？」


    「桜、ちょっとテレビ点つけてみて」


    「うん」


    　桜がリモコンに手を伸ばしおもむろにスイッチを入れると、朝のニュース番組が画面に映し出される。


    「え？」


    　お決まりの朝のニュース番組。ヘッドラインと同時に左上に出ている時刻の数字は、【７：４８】を指し示していた。いつも僕らが一緒に登校している友人との待ち合わせ時刻は八時。その場所までは、どんなに急いでも十分かかる。


    　　　遅　　刻　　確　　定


    　そんな文字列が、格闘ゲームの勝利宣告のように脳裏の中央にスクロールしてくる。


    「ギャ───────ッ！」


    　桜が、恐怖漫画のようにウメズナイズドされた顔面の陰影を深くしながら悲鳴を上げた。


    「ち、ち、ち、ち、遅刻っ！」


    「ああー、しょうがないね、今日は遅刻かな。ま、初めてのことじゃないし、丈じよう児じも先に行っててくれるでしょう」


    「わたしというものがありながら──!!　駄目──っ！　お兄ちゃんご飯早く食べてーっ！」


    「まだ、これだけ残ってるし、無理……」


    「あと二秒で食べて────ッ！」


    「もふぁ！」


    　突然口の中に、食卓に載っていた大量の物体が押し込まれ、雑多な味覚が[image: ]あふれかえる。


    「もぐぁっ！　もががぁっ！」


    「嚙かんで！　食べて！　飲み込んでぇっ！　はい！　はい！　はいはい！」


    　必死に咀そ嚼しやくしようとする度に自然に涙が出てくるので、目で訴えて桜に抗議する。


    「はい、水っ！」


    「もが……」


    　喉のどまで出かかった抗議は、水道水の嚥えん下げによって、そのまま押し戻された。


    「……ぷはあっ！　てか、何今の！　なんか魚臭かったよ！　魚なんて今日のメニューにあったっけ!?」


    「なんかお刺身ぽいの、そこにあった！」


    　見ると、そこには空になったシャーレが鎮座していた。


    「それどう考えてもお刺身じゃない───────！　研究サンプル！　研究サンプル！　しかも生食だったって！　いや、ちょっと待って、精密検査させてください！」


    「過去を振り返ってる暇ひまはないのだっ！　さあお兄ちゃん行くよっ！」


    「うわっ！」


    　そして、そのまま頭から一気にショルダーバッグを掛けられ、お縄にかけられた囚しゆう人じんを護送するが如ごとき体裁で、僕は引きずられながら家から摘つまみ出された。てか摘み出されるって！　ここ一応僕ん家ち！


    「いってきまーす！」


    「い、い、いってきます……」


    　人物不在の家に向かって、誰だれに言うでもなく、僕らはそう口にする。


    　それにしても、さっき食べた魚っぽいもの。本当に、大丈夫だったんだろうか……？　実際何が転がってるか解わからない家なわけだし……。


    「うう……」


    　そんなことを考えると、心なしか僕の腹部が、不安を反映するかのように熱く蠕ぜん動どうし始めた。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　僕らは、桜さくらに無理矢理引っ張られるように駆け足で通学路を進み、友人との待ち合わせ場所のカーブミラーの所に辿たどり着いた。道路の向かい側には、擦こすれたガードレールが赤茶色の錆さびを剝むき出しにしている。


    　若干遅刻気味で家を出たこともあって、既に手持ち無ぶ沙さ汰たな様子で待っていた先客に声をかける。


    「はあ……ギリギリ……間に合ったか……おはよう、丈じよう児じ」


    「丈児くん、おはよー！」


    　それに気付いた相手から、朗ほがらかな返事が返ってくる。


    「お、うっす！　今日も元気だな、仲良し兄きよう妹だい！」


    「いいえ、むしろインモラル兄妹です」


    「桜、やめなさい。丈児、モラルに反するようなことは天地神明に誓って起きてないからね」


    　こいつの名は、宮みや入いり丈児。


    　僕らと同じ学校、僕と同じクラスの男子生徒だ。


    　僕よりも一回り背が高く、細く切れ長の目は嫌味なくクール。時折濃のう藍らん色しよくに見える短い黒髪が爽さわやかさを付け足し、バスケ部のホープというポジションとも相まって、僕と違って女の子にモテる。ある要素さえなければ、僕ら仲間内でもモテキャラとしてポジションを確立できただろうに。


    「ところで唐から人と、インモラルってどういう意味だっけ？」


    　丈じよう児じは邪気なく笑った。


    「……相変わらずだな……」


    「丈児くん今日もアホの子……」


    　要するに、丈児は僕らの仲間内では、若干語ご彙いや知識が乏しい『アホの子』扱いされるのが定番になっていた。他ほかの要素は完かん璧ぺきに近いのに、その一点のみで気が付けば後輩の桜さくらにもくん付けで呼ばれるほどである。ま、その隙すきがこの男の愛あい嬌きようでもあるんだけど。


    「さ、じゃあみんなとっとと学校に行くとしますか。遅刻しちゃうし」


    「おす！」


    「れっつごー」


    　丈児が気合いを入れる。桜が呑のん気きに号令をかける。


    　そして、僕らは今日もたわいない会話などを交わしながら、徒歩で登校する。


    　平凡な、しかし平穏な、特に代わり映えのしない日常ってやつだった。


    



    「そういえば、桜は今日部活の日だっけ？」


    　桜の料理部は、週に二回程度放課後に活動を行っている。そんなわけで親父おやじも家におらず、桜が部活の日には、桜に頼らず自分で夕食をなんとかしなければならない事情があるのだ。といってもまあ、僕はカップラーメンぐらいしか作らないんだけど。


    「ううん、今日じゃないよー、部活は明日。だから今日はお兄ちゃんの晩ご飯作ってあげに行くからね！」


    　桜は気合いを入れて鼻息を荒くする。


    「別に無理しなくてもいいよ。カップラーメンがあるからいいってば」


    「どっちにしろわたしは作るんだから、二人分作るのも一緒だもん」


    「そか」


    「何か食べたいものある？」


    「じゃあ焼きカップラーメンでいいよ」


    「よーし！　じゃあ、わたし腕によりをかけて焼いちゃうかんねー、パリパリの固かた麺めんを歯は茎ぐきに刺さるほどカリッカリに……っておーい！　それ意味ないでしょー！　焼いてどうするの焼いてー！　もーどーさーなーきゃー！」


    　桜の表情がくるくるとコマのように変わって、ノリツッコミに場が華やぐ。


    「いや……本格的な料理だと作ってもらってる時間が手持ち無ぶ沙さ汰ただからさ……」


    　僕がそう言うと、桜が溜ため息を吐つきながら神妙な面おも持もちで尋たずねてきた。


    「はぁ……ねえお兄ちゃん、あのさ」


    「うん」


    「……今からでも、なにか部活に入ったりする気ないの？　どうせ早く家に帰っても、だらだらするだけなんでしょ？　二年生向けの勧誘とか……まだやってるよ？」


    　桜さくらが、三十代になっても定職に就つこうとしないニートに問い掛けるような諦あきらめと心配の入り交じった表情でこちらを眺めてくる。


    　確かに、いつも僕が放課後に時間を持て余しているのは部活の類たぐいに入っていないせいであり、かといって余暇時間で家に帰って何かをしているということもないのだが。


    「おお、バスケ部の新入部員も募集してるぜ！　俺おれと一緒に汗を流すか？」


    　丈じよう児じが、ここぞとばかりに便乗で勧誘してくる。


    「バスケはいいよ」


    「なんで」


    「だって冷静に考えると、なんで必死にボールを追いかけて、穴の開いているネットにわざわざ入れるんだ？　って気分になっちゃうからさ。その行為に意味はあるのかなって」


    「うわ、こいつ球技を全否定しやがった……！」


    　桜が、何かを期待するように代替案を追加する。


    「じゃ、じゃあさ、料理部はどうかな？　今男の子の部員はいないんだけど、一人ぐらい男手がいてくれた方が色々助かるし、料理も覚えられるよ！　一石二鳥じゃん！」


    　と言った後に、もじもじと俯うつむくようにしてから、


    「あ……あとそれに……わたしももっとお兄ちゃんと一緒にいられるし……」


    　ぼそぼそと小声で追加した。たぶんそっちがメインなんだろう。


    「いや、それもパスで」


    「えー、どうして！　なんで、そんなに無気力なのさ！」


    「無気力っていうか──単純に苦手だからだよ、団体行動が」


    「じゃあ……だったら、わたしたちと一緒に行けばいいじゃん。わたしだったら、いろいろお兄ちゃんとみんなの懸け橋になれるし！」


    「うーん、それも悪いし……それにさ。丈児や桜にくっついてって、おまけみたいな感じで集団に交じるとか──そんな、寄生虫みたいな真ま似ねできないよ」


    「……きっ……!?」


    　僕は、ぴしゃりと意見をシャットダウンする。


    「だからさ、何もしないのが一番気楽──だろ？」


    　桜はそれを聞いた瞬間、頰ほおを膨ふくらませて文句を飛ばす。


    「むう！　お兄ちゃんの引きこもり！　もう知らない！」


    「まあまあ、桜ちゃん、唐から人とはこういうやつなんだからって」


    　桜さくらは怒る。丈じよう児じがなだめる。


    「ははは」


    　僕は笑って、それを受け流す。


    



    　青い空を見上げる。


    　僕の頭上を、速いスピードで雲が流れていった。


    　地球の自転に追いていかれる感じがして、目を閉じる。


    



    　──ああ。


    　これが、完かん璧ぺきに調和が取れた世界だ。


    　僕一人くらいいなくても、余裕で回っていくのだろう。


    



    　なら、無理してそこに乗っかる必要はない。


    　そして、平穏な世界は今日も過ぎゆくのだ。


    



    「お兄ちゃーん！　どうしたの？　行くよー？」


    　気が付くと、歩みを止めていたようだった。桜が、遠くから声をかけてくる。


    「ん」


    　そして僕はまた、桜と丈児に向かって歩き出す。


    　心なしか、腹の底に鈍い痛みが差し始めているような気がした。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　そんなこんなで、朝の出遅れにも拘かかわらずなんとか間に合い、校門前に着く頃ころには、すっかり僕らは登校してくる生徒たちの一員となっていた。


    「おはよー」


    「おはよーございまーす」


    「おはー」


    　気の抜けたような挨あい拶さつが、呑のん気きにそこら中を飛び回っている。


    　僕はそれを見ながら、一息ついて言う。


    「んー、登校時間普通に間に合ったね」


    「だな。ほら、あれみろよ、会長今日も元気そうだぜ」


    　丈児が指差した先には、もうすっかり慣れてしまった校門前での風景。その中心になっているのは、うちの高校の風紀を司つかさどる名物生徒会長、櫛くし名な田だ観み琴ことだ。


    「はっはっは！　今日も絶好の愚民統治日び和よりであるな！」


    　そんな朝からふざけた暴言を、会長は文字通り高みから撒まき散らしている。会長の身体からだは、屈強そうな男子四人の肩に支えられ、体育祭でもないのに騎馬戦のような状態になってよいさ、よいさと揺れている。朝からプチだんじり祭開催中である。


    　そして、会長のもう一つの特徴。着用しているのは巫み女こ装しよう束ぞくだった。どっからどう見ても巫女。規定の制服ガン無視。


    　なぜそこまで櫛くし名な田だ会長に専横が許されているのかというと、もともと会長はこの辺りの地元に深く根ざしている有力な神社の一人娘なのだ。それを誇示するように、会長は巫女装束の着用を平時から止やめようとしない。そしてこともあろうにその衣装のまま風紀の乱れを指摘して回る。教師ですら注意できないその横暴は留とどまるところを知らず……ということなのだ。


    　もっとも、その権力となまじ悪くない見た目に惹ひかれて、今ちょうど騎馬になっているような会長信者もこの学校には少なからずいるわけなのだが。


    　と、会長が周囲を見渡してから、声高に語る。


    「うむ、今日も人が多く集まっているのう。よし、では偶たまには神事を執り行うことにするか。おい！　大根を持て！」


    「はいっ！」


    　屈かがんだ騎馬の上から会長がすたっと地上に降りると、同じく取り巻きの一人が、会長の目の前に一本の太い大根を掲げた。なぜ大根なのかは解わからない──が。


    「お兄ちゃん……あれは……神奈川県特産の三み浦うら大根だよ……！　煮崩れしなくて美お味いしいのに……！　会長さん……まさかあの大根を神事に使う気じゃ……！　もったいない！　に、煮付けたいー！」


    　隣で桜さくらが静かに憤いきどおっていたが、反応するところが違うと思う。


    「すう……」


    　そして会長は、大根を前に大きく息を吸い込むと両手を合わせ、


    「かけーまくーもー……かしーこき……いざーなぎーのー……おおーかみー……」


    　朗々とした声でいわゆる祝詞のりとというやつを上げ始めた。


    「なあ、唐から人と、なんだかんだ言ってあの辺はちゃんと巫女っぽいんだな」


    　丈じよう児じが僕にだけ聞こえるような声でそっと耳打ちしてくる。


    「まあ確かに、あの祝詞を覚えてるだけで凄すごくはある──」


    　とその時、会長の暗唱がぴたりと止まった。


    「──以下略」


    　略しちゃったよ！　やっぱ適当だなおい！


    　そんなツッコミを周囲に入れさせることすら許さず、会長は小こ脇わきに差していた刀のような棒を手に取ると、コン、と地面を叩たたいた。すると、ばらり、と鎖で繫つながれた三本の棒に広がる。それこそが、校内でも会長が愛用していることで有名な武器──銀幕の中でブルース・リーが使用したことで大衆に知られるようになった、三さん節せつ棍こんという武器だった。なぜわざわざそんな巫み女こっぽくない武器を持っているのかは誰だれも知らなかったが、たぶんドント・シンク・フィールなんだろう。


    　もしくはただのカンフー映画かぶれ。


    「はあああっ！」


    　そして一いつ喝かつすると、会長は大根に向かって三節棍を目にも止まらぬ速さで振り回し始めた。


    　周囲の会長信者のどよめきが感嘆の声に変わっていく。


    「見ろ！」「大根が削れて！」「みるみるうちに、狛こま犬いぬの彫像が出来上がっていくわ！」


    　数十秒の後。そこには不格好なシーサーのパチモンじみた狛犬の大根彫刻が完成していた。


    「な、なんて神かみ業わざなんだ！　全米が震しん撼かん！」「私、感動しちゃった！　見て、鳥肌が止まらないの！」「弟の不治の病が治った気がするわ……！」


    　そう沸き立つ周囲を鎮しずめるように会長が大根を指差す。


    「それだけではないぞ……見よ！」


    　その指の先、狛犬の尻しつ尾ぽあたりに、なぜか大根が全く削られていない部分があった。


    「え……？　な、なぜ、あの部分は削れていないのかしら？」


    　そんな声が上がった後、双眼鏡を構えた会長信者が何かに気付いたように絶叫する。
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    「ああ！　まさか！　おい、みんな！　大根の削らなかった部分に！　小さなアブラムシが歩いているぞぉーっ！」


    「なんてことだ！　巧妙にアブラムシを避けて彫刻するなんて、神かみ業わざを超えた神業！」


    「たとえ芸術としての完成度を犠牲にしても、小さな命を決して踏み潰つぶさない──そんな会長の慈悲の心に泣けてきたわ……。おじいちゃんの老眼が治った気がする……あと痛風」


    　その光景の一部始終をぽかんと眺めていた僕ら一行はまともな感覚を持った傍観者の責任として内輪でツッコむ。


    「──今の茶番になんの意味があったんだろう、丈じよう児じ」


    「さあ……たぶん宗教を作るには奇跡がいるんじゃないか？」


    「……ま、関かかわらない方が無難だな……」


    「だな」


    　そんな人類の普遍的社会性に切り込む有識者じみたトークと溜ため息を吐ついて、僕たちは関わらないようにこっそり校門を通り抜けようとした──


    　その時。


    「……おい！　しばし待たれよそこの男子生徒！」


    　……はい？


    　会長の矢を射るような声が、真まっ直すぐこっちに飛んできた気がした。


    「え……ぼ、僕……ですか？」


    　首根っこを摑つかまれた猫の心持ちで恐る恐る顔を向けると、鬼のような形ぎよう相そうの会長が仁王立ちしていた。


    「貴君、学年と名前はなんだ？」


    「に、２─Ａ、増ます川かわ……唐から人とです……」


    　会長は、ぎろりと僕を睨にらみながらこう続けた。


    「そうか……増川とやら……今日は随分、気が抜けているようだが」


    「はあ？」


    　突如そう言われたことにより、輪を掛けて気の抜けた返答をしてしまい、なおさら会長の顔が険しくなった気がした。


    「貴君は我が校の校則は知っているか？　そこには『学生として恥ずかしくないような格好をすること』という項目があるはずだが」


    　あ。まずい。


    　僕は自分の身体からだにこっそり目を落としてみる。いかにも身なりに気を使っていなさそうな、埃ほこりとしわまみれの学生服がそこには垂れていた。


    「い、いや、その、ええと、今日は朝慌てて出てきたもので……」


    「制服の裾すそがはみ出ている！」


    「はいいいいっ！」


    　慌てて、Ｙシャツの裾すそを一瞬でズボンの中にぶち込む。


    「制服の袖そで口ぐちに米粒が付いている！」


    「たあ───っ！」


    　即座に米粒をむしり取ってその辺にたむろしていたハトの群れに向かって投げた。ばさばさばさ！　と殺気立ったハトたちが米粒を奪い合いながら上空に舞い上がって行く。


    「髪が、あちこちに跳ねているぞ！」


    「てしてしてしてしてし！」


    　自分の頭をバンバン叩たたいて、てしてしと髪の毛を直す──が、すぐにぴろん、とあたかも元からの獣耳属性だったかのように左右が浮き上がってしまう。


    「あ、あれ？」


    「ふっ……ふふふ……増ます川かわよ……」


    　ゆらり、と会長の身体からだが動き、三さん節せつ棍こんの片端を野球バットでホームラン予告でもするかのように突き付けてくる。


    「我が校の生徒として、公道を闊かつ歩ぽするのに恥ずかしくない身み嗜だしなみを調えるのは最低限のマナーだぞ……忙しかったで済むのなら校則は要らぬ、だろう？」


    「あ、はは……」


    　最悪だ。完全に摑つかまってしまった。丈じよう児じか桜さくら、助け──隣を見てみる。誰だれもいない。


    「え？」


    　ちょっと遠くを見ると、一緒に来たはずの二人は、一歩どころか十歩ほど離れた場所から不安そうな顔で見守る立場に移行していた。桜の口が「お兄ちゃん」とだけ動いたあと、一つの作戦名を描き出す。


    「（いのちだいじに）」


    　既に部外者感覚かよ！


    　ていうか逃げ足速すぎだよ君ら！


    「増川唐から人と、貴君は少し身体で怖い目に遭あわないと身に染みないようだな」


    「い、いえ、全然。ほんと。今日はもう怖い目は間に合ってますんで……。パンタグラフの電撃攻撃とか……パンツ脱がされかけたりとか……」


    「パパパパパンツを脱がっ!?」


    「へっ!?」


    　何か過剰に反応された。


    「ききき貴君、この期ごに及んで不純異性交遊まで白状する気かあっ！　ふふふ不潔だぞっ！」


    「ふあっ!?」


    　何かを激しく誤解されたようだった。言い訳が完全に裏目に出たパターンである。


    「あ、あの、そうではなく……」


    「ふ……ふふ……そうか……貴君のような軟派者に与える罰が決まったぞ……」


    　あ、駄目だこれ。聞いてくれない。


    「増ます川かわ、貴君は髪が伸びすぎだ。その寝ね癖ぐせといい、軟弱に異性を誑たぶらかすさまといい……」


    　会長は腰を低く落とし、構えながら言った。


    「今日は久しぶりに我が奥義『神域散髪』でも披露してやることにしよう……不ふ逞ていの輩やからの髪など一ミリもあれば充分よ……」


    　禍まが々まがしいオーラが発せられたような気がして、ぞくりとした。


    「え、えっと、か、会長様、これから一体何をする気で……」


    「この三さん節せつ棍こんを使ってだな……。我われが短くしてやろうというのだ、貴様の髪をな」


    「ひいいっ！」


    　僕は床に落ちた大根の切り屑くずを眺める。肝きもっ玉が縮んで震ふるえるような悪お寒かんに襲われた。


    「ああああのかかか会長様、髪だけですめばよろしいのですが、もしかしてピンク色の肉片が撒まき散らされる事態にはならぬでしょうか」


    「心配するな、そうはならない──脳細胞の本来の色は灰色だと本で読んだことがある」


    「かかか会長それ違う！　血液流れてない脳細胞の話ですから！　ていうか脳散布前提ですか！　脳散布、ＮＯライフですって！」


    「いいか、動くなよっ!!　ここらへん一帯がたちまち18禁指定になるぞっ!!」


    「わわわ、か、会長っ!!」


    　そして、会長の手が、ふ、と視界から消えた。


    



    　その時、自分がなぜそんな行動に出たのか。


    



    　判然としないまま、認識のフィルムが掛け替えられる。リボルバーが回るように、元あった意識が、外部に押し遣やられて、挿すげ替わる。


    　そして。


    　対象の敵対行動を確認。同時に大脳皮質は、この程度の攻撃ならば制圧に問題は無いと判断。


    　帰結。残像すら残さず無限軌道を描いている会長の三節棍に向かって、一歩大きく踏み込む。


    「ば、馬ば鹿かっ、動くなとっ……」


    　会長の目が見開かれる。


    　だが、俺おれの目にはその動きさえも酷ひどくスローモーションに映る。


    　世界の全すべてが、怒りさえ湧わくほどに愚鈍だ。


    　その攻撃を容易に征服せしめるという確信を持って、両の手を差し出す。


    　──チ、と何かが擦こすれる音がした。


    　推測よりも動作に若干の遅延が見られた。掌てのひらに軽く擦さつ過か傷しようを認識したが、想定行動の遂行に支障は無い。


    　そして、そのまま手を握り込むと、高速で振り回されている三さん節せつ棍こんの両端が、がっちりと手の中に収まった。


    「なっ!?」


    　会長の驚きよう愕がくの表情が、俺おれの動体視力に静止画のように切り取られた。


    　だが。


    　まだ、俺の時間だ。


    　現状、対象の攻撃行動を制止。このまま一秒以内に踵かかとによる追撃で敵対象の頭部を破砕可能と判断。実行するか否いなか？


    　──破砕？　俺は何を考えているんだ。相手は会長だぞ？　女の子だぞ？


    　想定行動及び目標を変更。指針は、敵攻撃能力の無力化に徹する。


    　俺はそのまま右脚を振り上げると、三節棍の真ん中の部分に対して、踵落としを決めた。ぐ、と両手に手て応ごたえがあり、バツン！　と三節棍は千ち切ぎれ、真ん中のパーツがカラカラ、と音を立てて転がっていった。


    　ここまでの動作は、時間にして一秒にも満たなかっただろう。あまりの出来事に、何が起きたのか解わからない、といった表情で周囲のギャラリーは息もせずに立ち尽くしていた。


    「あ……あ……」


    　だが、一番信じられないといった表情をしているのは生徒会長であった。そして、数秒の時間をたっぷりかけて自我を取り戻すと、はっ、と気付いたかのように、


    「ふ、不純異性交遊者に……ま、負けた……？」


    　会長はこちらの視線に気付くと、涙目のまま走り去っていった。


    「ま、ま、増ます川かわ唐から人と、お、お、お、おぼえてろ────────っ!!」


    「ま、ま、待ってください櫛くし名な田だ会長！」


    　取り巻きの屈強な男たちが慌ててどたどたと追いかける。


    「なんだったんだ……」


    　そして、気が付けば、辺りに残るものは僕に注がれる視線だけになっていた。


    「あ、あはは……ええと……」


    「お、お、おおおお兄ちゃんっ！」


    　状況を静観していた桜さくらが、ようやく弾はじかれたように走り寄ってくる。


    「ててててて、手ぇ、大丈夫っ!?」


    「うん、なんか思わず摑つかんじゃった……なんでだろ……でも怪け我がしないで良かった……」


    「お、おい、てか唐人、手から血ぃ出てるぞ、血ぃ」


    　丈じよう児じが指摘してくれる。確かに、掌てのひらには、切れた皮から、血が薄く滲にじんでいた。


    「あ、ほんとだ。んー、ちょっと綺き羅ら先生のところに寄ってから教室に行くよ……みんな、先行ってて」


    「お、おう……」


    　どう扱っていいのか判じかねられている感覚と、心配そうにこちらを見られる視線を感じながら、僕は、ぎゅ、と握った掌てのひらをまた開いてみる。ひりひりした痛みと共に、血の滲にじんだ箇所が剝むけているのが風の当たる冷たさで解った。


    　本当に、なんであの会長の三さん節せつ棍こんの軌道に飛び込んで行こうなんて思ったんだろう？


    　そんな僕の疑問に呼応するかのように、先ほどから感じていた腹の痛みが、不穏な曇り空のようにどんよりと広がって行くのを感じた。
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    「あの会長の三節棍を手で受け止めたのぉ？　正気の沙さ汰たじゃないわね」


    　保健室。


    　けらけらと笑う養護教諭の綺羅先生に包帯を巻いてもらいながら、僕は答える。


    「でも……なんか違ったんです。あの時は。世界がゆっくりになったっていうか……ひどく子供騙だましに思えたっていうか」


    　それは真実だ。


    「僕が僕じゃなくなったみたいな」


    「ふうん」


    「ふうんって……真ま面じ目めに聞いてくださいよ……。だいたい、なんでこの保健室、生活臭がするんですか！　おかしいでしょ！　保健を主業務とする場所なのに！」


    　保健室のそこらを見渡すと、床には空の一いつ升しよう瓶びんが散乱し、ベッドの下には煙草たばこのカートンが無造作に積んである。窓の側そばには新聞や、食い散らかした鍋が洗いもせずに放置してあった。


    「あー……こっちには郵便物まであるよ……うわっ、通販サイトの領収書が大量に！　てか綺羅先生通販で買い物しすぎ！」


    「唐から人とは昔っから細かいこと気にするわねえ」


    「綺羅先生がずぼらすぎるんです！」


    　実は、この養護の綺羅先生と僕は、日の浅い付き合いではなかった。


    　そもそも綺羅先生は、まだ理系の大学生の頃ころから（今から数年前のことではあるが）、親父おやじの所属する研究所で働く研究者の一人として僕に認識されていた。


    　そんな繫つながりもあり、家庭に無む頓とん着ちやくな親父に代わり、綺羅先生はしばしば幼少時の僕の面倒を見てくれていたのだ。僕にとって姉代わりの存在であり、時には母でもあった人。


    　だが、ある日突然、綺羅先生に研究者として決定的に親父と袂たもとを分かつ出来事がなにかあったらしい。僕もよく知らないのだが、とにかくその日、綺き羅らさんは研究所を辞めた。


    　それ以来、行方もはっきりとは解わからずに、風の[image: ]うわさに高校の養護教諭として働いているとだけ聞いていたのだが、実際にこの高校で再会した時には驚いたものだった。


    「はい、包帯巻き終わり」


    「……ありがとうございます、綺羅さ……綺羅先生」


    　うっかり口先から出かけた言葉を飲み込む。そんな僕の気持ちを汲くんだかのように、綺羅先生は言った。


    「もう、呼び方は別に『綺羅さん』でもいいってのに。そう硬くならないでよ。いつでもあたしはあなたの綺羅さんであることに変わりはないんだからね。へへ。ところで唐から人と、どうなの。色恋沙ざ汰たの方は。桜さくらちゃんとはそろそろ一線を越えた？」


    「……死守してます」


    「楽になっちゃえばいいのに」


    「そういう問題じゃないですよ──僕にとって桜は、あくまでも妹みたいなもんですから」


    「ふうむ。難しいわねえ。恋愛って、あんまり押し引きどっちかに偏かたよりすぎちゃうと、上う手まくいかないものねぇ……」


    「……はぁ、綺羅先生」


    　僕は、はっきりと綺羅先生に告げる。


    「何を期待してるか知りませんけど、僕、別に彼女なんて作る気ないですから」


    「んー、枯れてんなぁ若者が……」


    　ふう、と溜ため息を吐つくと、綺羅先生は、こちらに向かって両腕を拡ひろげた。


    「よし解わかった。唐人、とりあえず景気づけにあたしの乳でも揉もんでくか」


    「ぶっ」


    　吹いた。


    「なっ、なんですか、そのあからさまなハニートラップ!?」


    「ほれ、ほれ」


    　綺羅先生はちらちら白衣を翻ひるがえすと、その下の開いた胸元を無防備に覗のぞかせて見せつけてくる。


    「っ……」


    　絶句する。体温が、上がっていくのが解る。


    「……なんてね。どう？　ドキドキした？　野性を取り戻した？」


    「か、勘弁してくださいよ……教師としての一線を越えてましたよ、今」


    「あれー？　昔は抱きつくふりしておっぱいに顔を埋うずめてくるような子供だったのになー」


    「わ───！　わ───！」


    　エロガキだった事実、抹消してえ！


    「ま、でもさあ。いきなり色欲に溺おぼれろとは言わないけどさ、そんな枯れた青春過ごさないで、もっと積極的に人と絡からんでいってもいいんじゃないの？　唐から人とが部活にも入らずに毎日無欲な学生生活を送ってるって桜さくらちゃんからも聞いてるわよ。お坊さんにでもなる気？」


    　桜……今度は外堀から埋めてきやがったか。


    「でも……僕は……」


    「おお、なに？　何か悩みでもあるならこの綺き羅ら先生がカウンセリングしてあげるけど」


    　カウンセリング、と来たか。ま、この人にはどう取り繕つくろっても見み透すかされてしまうんだろう。ということで、素直に所感を述べる。


    「……基本的に一人で生きていきたい人間なんです、僕は」


    「どうして？」


    「え？」


    「問題があれば、必ず原因を遡そ求きゆうしなきゃ。そこまでして、カウンセリングだもの」


    「そんなこと、急に言われても──」


    　理由など深くは考えたことがなかった。


    「じゃあ、あたしが当ててあげましょうか。どうしてそんなに唐人が一人になりたがるのか」


    「……どうぞ」


    「唐人は──たぶんこう思ってるのね。自分が誰だれかと一緒にいても、迷惑をかけることにしかならないんじゃないか。誰かに迷惑をかけるぐらいなら、最初っから一人でいればいいって」
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    「──そうなんです、かね」


    　言われてみれば確かに、そんな気もしてくるが。


    「ま、あたしから見りゃそれ、結局自分が傷付くのが怖くて逃げてるだけなんだけどね」


    「逃げてるだけ、ですか……はは、手厳しいな」


    「で、そう分析した上で、今後のアドバイスとしてあたしが言えることはね」


    　綺き羅ら先生は、少し深く息を吐くと、改めてこちらにきちんと向き直り、正面から伝えてくる。


    「ま、とりあえず、今は逃げててもいいんじゃない？」


    「へ？」


    　想定外の言葉だった。もう少し、嫌味でも言われるかと思ったのに。


    「人に無理矢理直せって言われても、実感がなかったら解わからないだろうし。ただし、いつか唐から人とも世界と向き合わなくちゃならない時が来ると思うのね。その時には、絶対に逃げちゃだめ。それはあなたじゃなくて、周りの人を傷付けることになると思うから。本当に人に迷惑をかけずに生きていきたいんだったら、そのことだけ覚えておいてね」


    「なんか……不ふ明めい瞭りようですよ。それっていつの話ですか」


    「ばかもん。そんな相談に答えるのはカウンセラーじゃなくて占い師の仕事だ」


    「いて」


    　脳天に軽いチョップを食らう。


    「ま、唐人なら向き合えるから、大丈夫よ。桜さくらちゃんたちもそう思ってるからあなたをほっとかないの、たぶん」


    「そうです……か」


    　綺羅先生は頭の後ろで腕を組みながら、身体からだを椅い子すにひときわ深く預けた。ギシィ、という音と共に投げ出された黒ストッキングの脚が妙に艶なまめかしい。


    「ま、あたしとしては童貞のままの唐人をからかうのが楽しいからそのままでもいいんだけどね」


    「……悪魔だ……。いや、色魔か……？」


    「もしあなたの周りに童貞であることを苦に自殺しそうな生徒とかいたら声かけてね」


    「綺羅先生……それはさすがに冗談にしてくださいよ……よりにもよって身内が生徒を誘惑した淫いん行こう教師とかってニュースに出ちゃうの、嫌ですよ」


    「うん、冗談だけどさ」


    　そう言うと、綺羅先生はへへー、と無邪気に笑った。


    「ま、あたしのことはいいのさ。蠱こ惑わく的ないけない大人の色香に嵌はまっちまう前に、若者は自分の青春を駆け抜けなよ、少年。青春はいっこだけなんだからさ」


    「……はい。それじゃ、もう行きます。どうもありがとうございました、綺羅さ……綺羅先生」


    「ん、まったね」


    　そして、ひらひらと手を振られながら、僕は綺き羅ら先生のいる保健室を後にした。


    　どこまでも、食えない代理姉だった。
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    　保健室に寄って、しばらく教室を不在にしていた間の時間差で、教室内でも朝の校門前での事が少しは話題になっているようだった。


    　そのせいか、僕が教室に足を踏み入れた瞬間に、ざわめきが消え視線が集中した。


    「……は、はは……みんな、おはよう……」


    　誰だれともなしに呼びかけてみても、返事はない。……気まずい。まあ、昨日まで平凡だった一生徒が突とつ如じよ会長に刃向かい、あまつさえ撃退してしまったのだ。おそらく、クラスの連中からしてみたら、突然変異した異分子を迎える戸惑いの方が大きいのだろう。


    　と、そこに。


    「おい、唐から人と、大丈夫だったか？」


    「あ、丈じよう児じ」


    　重い空気を断ち切るように丈児が近づいてきて、話しかけてくれた。


    　……というか、今女子たちと話していたようだったが、いいのか？


    「桜さくらはもう自分の教室行ったの？」


    「おう。お前によろしくっつって名残なごり惜しそうにしてたわ」


    「ていうか、丈児、わざわざ話を中断しなくても良かったのに。あそこの女子たちに睨にらまれてるよ、僕……」


    　丈児が今までいた辺りを見ると、ギャルギャルしい連中からとても呪じゆ詛そ呪詛しい感じでプレッシャーをかけられていた。丈児くんをカエセ、カエセ……とでも言いたげな。


    「は？　なにが？」


    「なにがって。あの女子たちがお前と話したがってるってことだろ……僕なんかに構ってないで、せっかくモテるんだからキャッキャウフフして自分の青春を謳おう歌かしろよ」


    「いや、可愛かわいい女の子ならともかく、あいつらはダメだな。今朝の事件の話を聞いて、唐人のこと気味悪がってたから、そんなこと言うなって怒ってやったんだ。ま、それにさ。結局俺おれは唐人と話してる時間が一番楽しいんだからな！」


    「は……はは……」


    　そうやって丈児は、ギャル連中に聞こえるほどの大声でさらりと笑って言った。てか、よくそんなくさいセリフをさらっと言えるよな……。自分に向かう呪詛オーラが一層増したような気がして、居心地が悪い。


    　そして一方、関係ない方面に座っていたはずの女子からもぼそり、と「宮みや入いり×増ます川かわ……か……いける」と呟つぶやく声が聞こえたような気がして、なぜか肛こう門もんの辺りにむず痒がゆさを覚えた。不思議なオーラの使い手多すぎだろこのクラス。


    「……じゃ、また後で」


    「おう！」


    　そして、丈じよう児じと離れ、またいつもの日常にゆるゆると戻っていく。


    　一年生の教室にいる桜さくらも、たぶん今いま頃ごろ無事に着席して元気にいかがわしい空想にでも耽ふけってくれていることだろう。


    



    　ということで僕は指定席、窓際の一番後ろにある自分の席に向かった。


    　──そこに。


    　教室の話題など我関せずというように、いつも通りの姿で黙々と着席している一人の少女の姿を見つけ、なぜか少し安あん堵どの感が湧わく。


    　僕の隣席の住人。


    　彼女は青みがかった黒髪を陽光に浸らせ、無表情で文庫本に目を落としていた。


    　一応、相手にそれとなく聞こえるような小声で挨あい拶さつをする。


    「……おはよう」


    「……」


    　返事はない。


    　予期できていた反応ではある。


    　櫂かい実じつ亜あ須す香か。


    　一月ほど前にうちのクラスに来たこの転校生は、最初のうちこそ転校生特権で周りに気遣われていたものの、やたらと暗く、話しかけても返事をろくにしない、何を考えているか解わからない、と評判は悪く、すぐに暗黙のうちにクラス内グループの外部に属することになった。


    　即すなわち、無視。黙殺。存在する不在。いないものとして、扱う。


    　外見では、背中の後ろまで伸ばした黒髪は淑しとやかではあるのだが、その先端は手入れされていないかのように不ふ揃ぞろいで、ところどころ跳ねたり丸まっている。それに加え、陶器のように白い肌は見る者に不健康な印象を抱かせ、その徹底的な『割れ物注意』感は誰だれの接触をも拒むオーラを醸成していた。


    　じっと眺めていたら呪のろわれる、と言われても信じかねないだろう。身に纏まとった空気が、そこだけ重苦しく変質している。


    　美しいものではあるのだが、同時にその底に脆もろさを沈殿させたような危うい魅力を放つ、そんな少女だった。


    　横目でちらりと見ると、櫂実がカバーもかけずに読んでいた本の表紙が目に入った。


    　そこには、文豪っぽい大きな顔写真と、『地下室の手記』というタイトル。そして著者の名前。


    「ドストエフスキー、か……名前だけは聞いたことあるけど……どんな小説なのかな」


    　僕はあえて語尾を上げずに呟つぶやく。質問ではないという意図を込めるように。


    　だが。


    「…………酷ひどいひきこもりの話……」


    　意外にも、櫂かい実じつは答えるようにぼそりと呟いてくれた。


    　この少女に、言葉が届いた。


    　何な故ぜだかそれが嬉うれしくなってしまって、僕は思わず付け加えた。


    「そうか、櫂実はドストエフ好きーなんだな、ははは」


    「…………」


    　櫂実は、僕の方を見てまるで汚いものでも見てしまったかのように嫌いやな顔をした後、再び文庫本に視線を戻した。


    「…………はは……は」


    　……調子に乗って思いついたことを言わなければ良かった。


    　薄ら寒い後悔が、心を通り抜けた。


    （──ま、この距離感、別に嫌いじゃないんだけどさ）


    　僕は心の中で呟つぶやく。それは、偽りのない本心。


    　必要以上に踏み込まれたりするよりは、こうやって突き放してくれる相手と話すことは、僕にとっても意外と気が楽だった。
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    　櫂かい実じつは、少しだけ文庫本から目を離して窓の外を眺めていた。


    　改めて、その黒く滑らかな髪の向こうに存在する孤独を見通そうとしてみる。


    



    　──哲人じみているな、と思う。


    　凜りんとした態度で、全すべてを拒絶して。


    　もし人の挙きよ措そ、立ち居振る舞いに哲学が表われるのならば、なんだかんだ言って僕はこの少女の持つ哲学が嫌いではなかった。


    



    　さっきの綺き羅ら先生との会話を思い出す。


    　たぶん、こいつこそが、僕がなりたくてもなかなかなれない理想の姿なのだ。


    　煩はん雑ざつな人間関係、その全すべてをくだらないものとして唾だ棄きし、一人で完結して。


    　隔絶していなければ息苦しい。


    　だから一人で生きる。


    　そのさまに、崇すう高こうな印象と、[image: ]あふれんばかりの共感、賞賛の念を抱いだいた。


    「櫂実は、すごいな。僕よりよっぽど上じよう手ずに、一人で生きてて」


    　そんな風に、呟つぶやく。すると。


    「……増ます川かわ君とは違う……」


    「え？」


    　反はん駁ばくするようなセリフが、一言だけ投げられてきた。だが、その真意を問おうにも、どんなに待ってみても、それ以上返事が返ってくることはなかった。
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    　その日の三時限目は体育の時間だった。


    　体育館に寄せ集められた生徒たちが、浜辺に打ち寄せられた海藻のように烏う合ごうしていた。……我ながら気持ち悪い例えだ。


    　朝からの腹部への違和感も続いていたが、運動には問題なさそうだった。


    　今日は器械体操の授業を行うらしい。体育館には、体育委員によって予あらかじめセッティングされた跳び箱が、いくつも鎮座していた。


    　それにしても、と僕は思う。体育がそもそも嫌いというアルティメット・インドア派である自分ならではの欲目が入っているだろうが、この跳び箱を跳ぶという行為には、日常生活でなんの意味があるのか全く理解できない。


    　授業でランニングや、一歩進んで武道を行うのならまだ理解できなくもない。日常生活の上で必要になることもあるだろう。


    　だが、勇気と決断力を持って、手を突いて箱を飛び越えるなどという動作は、普通に生活をしていればそうそう行うものではない。目の前に箱があったら普通横に避よける。跳んで避けるとかいう人間道理に反した運動は、来世でウサギになりたい人間か、テレビ番組で筋肉に順位を付けるような人間だけがすればいいのだ。


    



    　……というのが、今までの主張だったのだが。


    　不思議なことに、今、跳び箱を目の前にしての僕の感情の動きは、想像だにしていないものだった。


    　全身の筋肉が、武む者しや震ぶるいしている。


    　また、朝のようなあの全能感だ。


    　この身体からだを使え。解き放て、跳躍しろ、と細胞一つ一つが疼うずいている。


    　でも、僕はこれ以上目立ちたくも、活躍したくもなかった。それに、今日は何しろ怪け我がまでしているし。


    　この包帯の下には、まだ擦すり剝むいた傷が……と、包帯をしゅるり、と緩めてみる。


    「あれ？」


    「どうしたんだ、唐から人と」


    　隣にいた丈じよう児じが問い掛けてきた。


    「……朝、会長の三さん節せつ棍こんを受け止めた時に擦り剝いた手の傷がない」


    　そこには、噓うそのように綺き麗れいな掌てのひらが存在していた。……おかしい。さっきの傷はどこに消えたんだ？


    「よし、それじゃあ増ます川かわ！　飛んでみろ」


    「げ」


    　顔を上げると、そんな僕の様子を見ながら、にやりと笑っている体育教師の顔が、そこにあった。なんだ、怪我なんかしてないじゃないか、仮病を使いやがって。とでも言いたげな、憎々しい顔で。


    「……はい」


    　仕方ない。適度に助走して適度に頑張った振りをして適度に失敗することにでもしよう。


    　ということで、僕は大人しく位置について助走を始めた。


    　風を切りながら、視界の先に跳び箱が迫ってくる。


    　よし、このまま、ぶつかる前にスピードを落として中途半端なジャンプをする──


    



    　──寸前、俺おれの自意識は、対象を障害物と認識した。前方一メートル先に高さ一メートル前後の箱型オブジェクトを目視。


    　加速度、不十分。角度、不十分。


    　破砕するか。否いな。エネルギーの費用対効果を考え、破砕より、回避を優先。


    　対策、脚力の解放。


    　そして俺は、右足を思い切り踏み込み、バネの力が使える踏み台にタイミングを合わせることもなく、脚力だけで強引に跳躍した。


    　右足の根元を軸にして、側転するようにジャンプして、障害物を飛び越える。


    　……え？　飛び越えてしまった。しかも側転で。


    　はっと我に返り気が付くと、再び視線が、僕に集まっていた。


    「あ、あれ、はは、は……」


    　丈じよう児じも、クラスメイトたちも、啞あ然ぜんとしながら僕を見ている。


    　そして、一番意外だったことは、僕に興味もないであろうと想像していた人間が、目を見開いてこちらを見ていたことだった。


    　櫂かい実じつ亜あ須す香かも、驚きよう愕がくの表情で僕の方を見ていた。
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    　その後一日、クラスメイトの視線はますます重苦しく蛇へびのように纏まとわりついた。なんとかそれに耐え、帰宅タイムになると同時に僕は机に伏して大きな溜ため息を吐ついた。


    　丈児が着替えた部活用ゼッケンの数字を誇らしげに見せて、別れ際の挨あい拶さつをしてくる。


    「ん、じゃあ部活行ってくるわ」


    「行ってこい。てかなぜわざわざ報告しにくる」


    「親友だからな！」


    　丈児は剝むき出しの歯の前に親指を立てて、輝くようなスマイルを披ひ露ろうした。


    「……はは……まあ……頑張って……」


    　本当、よくそんな爽さわやかに自称できるよな……。まあ、バスケ部で活躍してしっかり男女問わずモテてくるがいいさ。できれば僕に嫉しつ妬との視線が飛んでくるようにならない程度に頼む。


    　そして……隣を見ると、櫂実も帰るところだった。


    「櫂実も、帰るのか」


    　声をかけると、意外なことにぴたりと櫂実の動作が止まって、返事をしてきた。


    「……増ます川かわ君、さっきの」


    「え……さっきのって……体育の時間？」


    「……身体からだ、変わりない？」


    「変わりないよ？」


    　そう答えても、櫂実は、顔を近づけて舐なめ回すように僕の身体をまじまじと見つめてきた。


    「な、なんだよ」


    　あまりに突然の出来事でこっちがドキドキしてしまうのでそう声をかけると、櫂かい実じつは再び僕から顔を離す。


    「別に……変わりないならいい……」


    「そ、そうか……」


    　僕が先ほど凄すごい動きを見せてしまってから、なぜか櫂実からの注目度が高まっているような気がしてならない。


    　でも本当に変わりないよな……変な腹痛は体育前からだし。


    　そして、結局そのまま櫂実も教室から去っていった。一体、今の質問はなんだったんだろうか。と逡しゆん巡じゆんしていたところに──


    「お兄ちゃん来たよおおおおおっ！」


    「うわっ！」


    　背後からいきなり、熊くまのように両手を広げて野生の桜さくらが飛び出してきた。


    　いつの間にか、下のクラスから僕の教室に侵入してきていたのだ。桜は、僕の机に顎あごを乗せると、ころん、と頭を横に倒し尋たずねてくる。


    「ねえ、お兄ちゃん、今の女の人はなに？」


    「え？　な、なにって、クラスメイトだけど」


    「むう。なんか態度が違った気がした。他ほかの人よりデレデレしてた気がした」


    「は、はは……」


    　なんか微妙に視線がきつい。


    　そして、桜は気持ちを切り替えたようにすぱん！　と立ち上がる。


    「よし、お兄ちゃん、じゃあ帰るよ！　え？　何をしにかって？　フフ……それはちょっと……あたかも通い妻風に……お兄ちゃんの晩ご飯を作りに……ね……フフフ」


    「おい一人で暴走するな……もっと普通な感じに頼む……。あ、そうだ桜。今日の晩ご飯なんだけど、僕朝からちょっとお腹なか痛いから、軽めのメニューにしてくれると助かる」


    「え、本当？　お兄ちゃん大丈夫？」


    「まあ……朝、誰だれかに変なものを食べさせられたせいだと思うんだけどね……」


    　じろりと桜を睨にらみ下ろしながら言うも、桜は「くそう、どこの悪い虫が！」とか本気で憤いきどおっていて、自分のことだと気付いていないようだったので、それ以上は言わないことにした。


    　と、その時。


    「増ます川かわ唐から人と！　増川唐人はいるか！」


    　バツン！　と耳障りな雑音と共に教室の扉が大きく開かれると、朝方に聞いた声が流れ込んできた。その先には、できれば当分見たくなかった巫み女こ装しよう束ぞく。


    「やば、会長……」


    　血の気が引いた。朝に、捨て台詞ぜりふを吐かれるほど傷付けてしまったあのプライドが回復してしまったに違いない。僕はまた酷ひどい目に遭あう前に、こっそり教室から退散しようとして……。


    「いたな、増ます川かわ！」


    「ひい！」


    　僕の心の中で、ティン！　という警告音と共に特大のエクスクラメーションマークが浮き上がる。


    　まるで猛もう禽きん類に発見された小動物のように、心臓が縮み上がった。


    「朝は、色々世話になったな！」


    　そのまま会長はつかつかと近寄ってくる。もう逃げられない。観念して身み動じろぎすらせずに怯おびえていると──


    　いきなり、目の前に両手で手紙のようなものを差し出された。


    「ま、増川、これを読んでくれ！　頼む！」


    「はあ!?」


    　その光景を見た周囲がざわつき始める。


    「お、おい……会長がラブレター渡したぞ！」


    「なんてこった、これは親衛隊四天王が黙っちゃいねえぞ……」


    　何がどうしてこういう展開になっているのか、自分でもよく解わからない。


    「え、会長、そ、そんないきなりラブレターなんて、僕はその……ちょっと今男女交際は……考えてないんで……」


    　と、そこに、顔を赤くしながら会長が小声で言ってくる。


    「ば、ばかもの……よく表題を読め……！」


    「へ？」


    　視線を手元に落とすと、今どきあり得ない高級そうな和紙に毛筆で書かれたその手紙の表面に、堂々と『果たし状』と書いてあった。


    「果たし状じゃねえか！」


    「そ、そのな……貴君に負けるなんて思わなかったもので……我われのプライドが許さぬのだ……できれば、明日の放課後もう一度、我と戦ってくれないか！　これに限っては教師にも何も言わせぬ……女だと思わなくて良い……不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だと思って再戦してくれ！　頼む！」


    　会長は頭を下げてくる。


    「そ、そんなこと言われたって……」


    　それを見た周囲がまたどよめく。


    「マジかよ！　会長が頭下げて交際を申し込んでるぞ！」


    「女だと思わないで好きにして、みたいなセリフが聞こえたぞ！」


    「乱れた若者の性生活……放課後の生徒会室での爛ただれた逢おう瀬せ……ちっ、ちきしょおおおお!!」


    　とめどがなかった。誤解の階層が積み重なっている。


    　なんとか誤解を解こうと周囲に呼びかける。


    「お、おーい……みんな……これラブレターじゃなくて、果たし状……」


    　が、無駄のようだった。


    「おい、写真部と新聞部が連携して、既に号外を作ってるってよ！」


    「オカルト部に藁わら人にん形ぎようの注文が殺到してるって！」


    「マジかよ!?　阿あ蘇そ山で修行してた会長親衛隊十二神将が帰ってくる準備を始めたらしいぞ！」


    　何がどうなってるんだかさっぱり解わからない。四天王とか十二神将とかどこの少年格闘漫画だよ。


    　が、会長はそれらを意に介する様子もなく、くるりと振り返って言い放つ。


    「それでは増ます川かわ唐から人と！　明日放課後、屋上で待っているぞ！　はっはっは！」


    「あ、ああ……」


    　会長は嵐あらしのように去っていった。


    　この分では、会長はもとより、しばらく全校の会長信者からの夜よ討うちにも気をつけねばならなくなるかもしれない。


    「お、お兄ちゃん……」


    　その様子を見ていた桜さくらが同情するように声をかけてくる。


    「明日はなんとか頑張って、軽傷で済ませてね！　絆ばん創そう膏こうと傷口舐なめる準備して待ってるからね！」


    「怪け我がすること前提かよ！」


    　また一層、僕の腹の具合が悪くなり、悲鳴のような唸うなり音を上げた。


    　なんだろう……この先行き暗雲漂ってる感は。
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    　その晩。桜に作ってもらった夕食を食べ終え、部屋に戻って一人になった頃ころぐらいから、身体からだの異常はますます顕けん著ちよになっていった。


    　朝から感じていた違和感は、もはや腹部だけに収まるものではなくなっていた。右手と左手さえ入れ替わっているように現実感が無い。全身の皮ひ膚ふにぞわぞわとした蟻ぎ走そう感。身体の内部で絶えず何かが組み替えられているようなイメージが、脳裏から離れない。


    「うう……」


    　目眩めまいがした。僕は堪えきれず、ベッドに身体を投げ出す。と、その瞬間。


    「ぐがっ……！」


    　思わず悲鳴を上げてしまった。今日一番の腹痛。それも鈍い痛みではなく、二十億の針が身体からだの深いところでめちゃくちゃに暴れて傷を作るような、鋭い痛みだ。気付くと、シャツが脂汗でぐっしょり滲にじんでいた。


    「うあ……」


    　横になろうと身体を動かしてみても、身体を倒すこと自体が禁忌かのように痛覚を弄もてあそぶ。


    　これは、ヤバい。


    　本能が、これは「冗談」で済むレベルの痛みではないと告げている。救急車、というキーワードが頭の中をリフレインする。桜さくらはさっき夕食が終わると共に帰ってしまった。つまり自分の力だけでこの状況をなんとかしないといけない。


    「で、電話……」


    　意識を保つのも一苦労のまま、机の上にある携帯電話を求めて手を伸ばすと、再び激痛に声が出て、ベッドを転げ落ちてしまう。


    「あ……ぐあっ……！」


    　激しく身体を打った。気を抜くと、意識そのものが削そげ落ちてしまいそうなのを耐える。


    　ことここに至って気付く。これは完全に腹痛のレベルではない。


    　とにかく誰だれかに助けを求め──駄目だ。ベッドから落ちた弾みで完全に仰あお向むけになったこの状態から身を起こすには、身体に力が入らなすぎた。


    「ぁ……」


    　手詰まりだ。断続的に変わらない痛みが、腹だけでなく全身に広がっていく。もう手足も痺しびれて、まともに動かないようだった。


    　──死ぬ。浅い息をしながら、その事実を意識する。


    　死ぬのか？　このタイミングで。


    　まあ──仕方ないな。


    　そんな諦てい念ねんが僕を支配する。


    　願わくば、見苦しくないようにベッドの上で死にたいという望みは叶かなわなかったけれど。また、僕の死体を発見するのがおそらく桜であろうという事実は胸を痛めたけれど。


    　そして、ついに今日最大の痛みが来た。


    「ぐああああああああっ!!」


    　そして、僕は目を疑う。


    　僕の腹が──きちきちと音を立てて膨ふくらみ始めた。


    「あ──!?」


    　Ｔシャツの上から、網の上で焼かれた餅もちのように皮膚が薄く伸びて、突き破られようとしている。チェーンソーを背中から根元まで突き立てたような激しい痛み。


    　せめて無理矢理にでも立ち上がろうとするが、やはり脳の回路と血管が二、三本切れそうな激痛に動くことさえできず、総毛立ったまま脂汗がぼたぼたとこぼれ落ちた。


    　その時、僕は呑のん気きにも昔観みた、宇宙人が人間の腹を食い破って出てくるＳＦ映画を思い出していた。


    　ああ。頼む。そんな、映画みたいな夢想は現実に、ならないでくれ──


    　そんな願いは、宙に消え──


    「あ……」


    　僕の腹部は、テントのように二十センチほど隆起したまま……


    　勢いよく、裂けた。


    「うわああああああああああっ！」


    　いや。正確には、僕の腹部から細長い紐ひものような物体が、ねずみ花火でも投げたような勢いでしゅるしゅると抜け出て行く。その凄すさまじい勢いに、僕の身体からだは後ろに引っ張られ、背中を壁に打ち付けてしまう。


    「ぐっ……！」


    　そして、虚うつろなままに見るその飛び出した何かは、細長い紐を積み重ねるように、しゅるしゅると一箇所に蝟い集しゆうしていく。


    「ひ、ひいっ！」


    　思わずおののきながら後ろに大きく仰のけ反ぞる。


    　それは見る間に、当初の『生き物』というレベルの認識を嘲あざ笑わらうかのように、ぎゅんぎゅんと膨ふくらんでいった。


    「あわ、あわわわ……」


    　その様子を眺めながらも、まだ腹の中でも何かが動いている感覚が消えない。まるで、自分が陶芸家に捏こねられる粘土になって搔かき混ぜられているようだ。その感覚を元に自分の腹部に目を遣やると──破れたＴシャツの下、さっき割れて何かが飛び出たように見えた場所にあった腹の穴が、しゅるしゅると縫ほう合ごうされるように縮んでいく。


    　今さっきできた傷が、塞ふさがれようとしているのだ。


    「……え？」


    



    　ヤバイ。


    　ヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイ。


    　心の中でその一語をひたすら繰り返す。


    　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくと、酷ひどい目眩めまいがした。


    　まだ、目の前で紐状の物体はぐねぐねと蠕ぜん動どうを続けている。


    「……なんなんすか、コレ」


    　そう解説者っぽく自分自身に問い掛けても応こたえは返ってこない。


    　正直、逃げ出したい気持ちでいっぱいだった。


    　先ほどまで腹部にあった無む間げん地じ獄ごくのような痛みも完全に霧む散さんしていて、酷ひどく現実感がない。先ほど破れたように見えた場所には、完全に新しい皮ひ膚ふが張られている。


    　もはや、「異常」という冠かんむりを被かぶせることすら馬ば鹿か馬鹿しくなってきた。


    　いっそ夢であって欲しかった。この夜が明けた後には、いつも通りの朝が来て、桜さくらが起こしに来て、いつも通りに学校に行く日常が待っているのだと。


    「ははっ」


    　僕は思う。そうだ。こんな事態は、悪い夢か、誰だれかのドッキリにでも違いない。


    　ならば、何をする？　確認するのだ。


    　この目の前で倒れている可か憐れんな女の子が、異常な物体ではないということを──


    　……え？


    　……女の子？


    「って、完成してる─────────────っ!?」


    　そう、さっきまで紐ひも状の塊かたまりだった物体は、僕の見立てでは、すっかり僕と同じくらいの年とし頃ごろの女の子に変へん貌ぼうしていた。しかも、すっぽんぽんの。


    　その後は、すったもんだだった。必死こいてその女の子から逃げようとしても、部屋の中心に引き戻されてしまうわ、擦すり傷だらけになるわ。


    　そして今──僕の目の前にいるのは、銀色の髪を持つ小柄な少女。


    　──その美少女に何者かと問うと、彼女は僕に向けてこう高らかに宣言したのだった。


    「世代を超えて、腸越えて！　腹から飛び出て宿しゆく主しゆを守る！」


    　少女は、すうと息を吸い込んでからにっこりと笑って言った。


    「日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆうのパラシスタンス、サナだ！　突然だが、今日からお前の腹に寄生することになった。よろしくな！」


    　そうやって、少女は剝むき出しの胸を誇るように張ったのだった。


    



    　──そして、ここまでが長い回想だった。


    「……は？」


    　意味が解わからない。


    　混乱を極める僕の心中をよそになおも少女は続けた。


    「これからは私がお前を守ってやるぞ！　感謝しろよなっ！」


    　さもそうしてもらえるのがありがたいだろ、感謝しろ、とでも言わんばかりの不ふ遜そんな態度だ。なんだその押し付けっぷりは。戦勝国か。


    「ちょ、ちょ、ちょまっ……！」


    「ぬ、どうした」


    「ええと……一個ずつ、状況を把握したいんだけど。さっき君、なんて言った？」


    「『これからは私がお前を守ってやる』、と」


    「その前。一個前のセリフ」


    「『よろしくな』」


    「文頭から頼む」


    「『日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆうのパラシスタンス、サナだ』」


    「あの……そこでストップお願いします。ええと、それ、どういう意味でしょうか」


    　気が付けば敬語になってしまっていた。相手のペースに乗せられている証拠だ。


    「ぬー……日本海裂頭条虫というのは、条虫の一種なのだが……聞いたことないか？」


    「え、ちょっと待って。ジョウチュウ、ジョウチュウ……なんだか聞き覚えが……」


    　親父おやじが生物学系の学者なだけあって、その手の単語は微かすかに聞き覚えがないこともない。ということで、記憶の底を浚さらってみる。すると、一件だけ該当する生物の名に行き当たった。


    「……まさか、それは白い紐ひもみたいな生き物……？」


    「うむ！」


    「……そして、長い生き物ですか……？」


    「一般的なやつらは五から十メートルぐらいあるな」


    　……なんで一問一答名前当てクイズみたいになってるんだ。ネットで人気のランプの魔神か……って場合じゃない！　僕は、先ほど脳裏に浮かんだ人口に膾かい炙しやするその生物の名前を告げ──るのも憚はばかられたので、もう一段階ぼかして言った。


    「もしかして……それは寄生虫の一種だったりしますか？」


    「うむ！　サナダムシだな！」


    　……答え言っちゃったよ。


    　寄生虫、サナダムシ。


    　図鑑やテレビなんかで見たことがある。


    　確か、マスなんかを生で食べた人の腸に寄生することがある、細長いきしめんのようなひらべったい寄生虫。その長さは長いやつだと数メートル以上になるんですよー、なんつってどっかの博物館でこれ見よがしに展示してあった気がする。


    　だけど──一点だけ、僕の常識と食い違っているところがあった。


    　寄生虫は、美少女の格好で動いたり喋しやべったりしない──はずだ。


    「でも、てことは……やっぱ朝食べた研究サンプル……あれの中に寄生虫入ってたんだ……」


    「そうだ、幼体としてマスの中に、な。というか、さっきから私を寄生虫みたいな下等生物と一緒にするな！　私は正確に言えば、サナダムシが進化したもっと高等な生物なんだ！」


    　そして少女はふふん、と自慢げに鼻をそびやかした。


    「しん……か？」


    「──まあ、ここから先の話は研究者連中の受け売りなのだがな。せっかくだからお前に教えてやろう。きっかけは、私たちの種族に『意識』が生まれたことだった。お前たち人間も、意識は持っているだろう？」


    「意識──？」


    　僕は想像する。この地球上には、人間以外にも鳥類、爬は虫ちゆう類など様々な種類の生物が手を取り合って暮らしている。では、その中のどこまでの生物が、自分の『意識』を持っていると言えるのだろうか？


    　犬や猫ぐらいまでなら、明らかに『意識』を持っていると考えてもいいかもしれない。それは例えばアイデンティティによる定義。自分が自分であると断言できること。意識の連続性。今日好きなものを、明日も好きでいるための、根拠。


    　だが、もしかしたらもっと単純な生物にも、表明することができないだけで、『意識』と呼べるものがあるのかもしれない──なんて夢想じみたことを、僕も今までに考えたことがないでもなかった。


    「まあ、意識という言葉が定義するものは学問によっても違うのだが……解わかり易やすく言うと、私たちは寄生虫でありながら世代を超えた一つの『自我』を持つように進化した存在なんだ。哲学用語で『実存』があるというやつだ。寄生虫でありながら実存を持つ存在。寄生【パラサイトparasite】と、実存【イグジスタンスexistence】を合わせた存在。だから、研究者たちは、実存寄生【パラシスタンスparasistence】という名称で私たちを呼んだ」


    「パラシス……タンス……？」


    　だから要するに、日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆうのパラシスタンス＝サナダムシが意識を持った種族──ってことか？


    「そして、意識が生まれてから、寄生種として生きていた私たちは、進化の方向を変えた。自分だけではなく、『宿しゆく主しゆ』をも守る。その方向に、私たちは身体からだを最適化させていった。その最大の得物が、これだ」


    　そう言って少女は、一いつ糸し纏まとわぬ自分の身体を指差した。そして、そのまま指差した手を、僕の腹部に持っていき、そっと撫なでた。彫刻のような美しい身体のラインが、なめらかに滑り、僕の心臓は少し跳ね上がる。


    「私の本体はお前の中、ここにまだいるが、私たちの種は進化の結果、体節の一部を切り離して、宿主の栄養摂取を補佐するための分体を作ることに成功したんだ。同時に都合の良い年齢や背格好に擬態する能力も身につけてな」


    　あまりの展開に頭の整理がつかない。


    「ええ……じゃあ、本当にサナダムシが僕の腹の中に──」


    「おい！　だからサナダムシ扱いするな───っ！」


    　サナと名乗る少女は再び語気を荒くした。


    「え？　だ、だってサナダムシなんじゃ……」


    「元はそうだが、あんな下等生物と一緒にするな！　人間だって、サルと一緒にされたら嫌いやだろ!?　だいたい私からみたら進化の歩みをとっくに止めてる人間の方が下等生物なんだからな！」


    　……寄生虫に下等生物と言われた……ショックの中、サナはなお続けた。


    「そもそも、この分体はどうだ？　これでもサナダムシに思えるのか？　一応、人間に好かれやすいように高度に発達した見た目のはずなんだが……」


    　そしてサナは、全身をくるくると回してみせてひけらかす。


    「それは──まあ……」


    　どう見ても、超可愛かわいい女の子の全裸だ。


    　そんなん正視できない。童貞だからこそである。チェリッシュなピュアソウルをあまり舐なめないでいただきたい。


    「む……！　もしかして、乳の盛りが足らなかったか？　そうか……哺ほ乳にゆう類はやはり乳に惹ひかれる生き物なのか……」


    　サナはその胸を両手で挟みながら強調する。


    「こ、こら！　揉もむな！　挟むな！　盛るとかも言うな！　なんかやだよその言い方！」


    　そして、目に毒である。


    「むー、私、そんなに可愛くできなかったか？」


    「そういう問題じゃねーって！　だから……その……」


    「なら、何が不満なんだ！」


    　え、それ言っちゃうの？　……まあ、聞かれてるから、言うしかないだろう。


    「……ぶっちゃけ、自分のサナダムシと会話とかしたくないし……」


    「だからサナダムシと言うな───っ！　進化系、進化系だっ！　パラシスタンスは宿しゆく主しゆを守るために進化した存在なんだっ！」


    「大して変わらねーだろうがっ！　だいたい、僕を守るって一体どういうことなんだよ！」


    「それはだな……ん、ちょっと待て」


    　その時。


    　耳元に、著いちじるしく不快感を催す高音の羽音が聞こえてきた。


    「血液を……血液を求める敵の気配がする……」


    　その音なら近ちか頃ごろ聞き覚えがある。夏に近くなってきて、僕の家は庭にも水場があるせいで、まだ六月初旬にも拘かかわらずしばしば少し早めの蚊が飛んできていた。


    　と、その瞬間。


    「ほいさっ！」


    「ひっ！」


    　僕の真横、二センチほどの場所を、凄すさまじい勢いでサナの側頭部から伸びた髪束が通過していく。鋭い風が僕の顔を切り裂さき、そのまま触手のような髪束は壁に鋭く突き刺さった。


    「あ、あわわわ……」


    　僕はぴりりとした痛みを感じて頰ほおにそっと指で触れると、指先に血が滲にじんでいた。


    　そして。


    「……ほら、守ったぞ」


    　サナが再びしゅるしゅると縮んでいく髪の先端に指を当てこそぎ取ると、そこには一匹の蚊が潰つぶれていた。


    「ふっ……蚊よ……お前に罪はない……だが……宿しゆく主しゆの命を脅かすやからはなんぴとたりとも見逃せないのだ……許せ……」


    　格好をつけながらサナがふう、と蚊を吹き飛ばす。


    「と、このように、まいにちが安全安心」


    「毎日がデンジャラスタイム突入だよ!!　てか、ほっぺ血ぃ出てる血ぃ！　これ素直に蚊に吸われてた方が出血量少なかったんじゃないの!?」


    「……あ」


    　サナは今いま頃ごろそれに気付いたかのように口を開けると、


    「え、えへ……ご、ごめんな……！　でも、これからは私が守ってやるからな！」


    　そんな風に邪気のない笑顔を見せた。


    　僕は思う。意味が解わからない。これはやっぱり悪夢に違いない。


    　悪い夢ならばそろそろ覚め──あれ？


    　とても、眠い。急激に意識が遠くなっていく。


    「ん、まだ身体からだに馴な染じむのに時間がかかるようだな。ま、今日はゆっくり休むと良い」


    　あ、そうか。これやっぱり夢だったのか。そう考えるのが、一番しっくりくる。


    　重くなっていく身体に、滑り込むように声が聞こえる。


    「ところで、だ。これから長い付き合いになるんだ。そろそろ教えてくれないか？　お前の名前を」


    　サナは僕の名前を問うてきた。


    　まあ──こんな悪夢の終わりになら、それを教えても特に不都合はあるまい。


    「僕は……増ます川かわ唐から人と」


    「そうか。これからよろしくな！　唐人──」


    　薄ぼんやりと滲にじむサナの姿を視界に捉とらえた気がして──


    「私のことも、サナと呼んでくれよな！」


    　──そんな言葉を最後に、僕の意識はそこでふっと途切れた。
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     第二章　ボーイ・ミーツ・ワーム


    



    　──ん。


    　朝だ。


    　変わらぬやわらかなベッドの感触と、顔を照らす陽ひの眩まぶしさが、今日もそれを教えてくれた。


    　──昨晩は、奇妙な夢を見ていた記憶がある。


    　自分の腹部を突き破って、少女が飛び出してくる夢。そして、その少女が自分はサナダムシの進化した存在であると語る、そんな支離滅裂な夢だった。


    　血液に酸素が充じゆう填てんされ全身に送られていく感覚。僕は、浅い眠りの底からゆっくりと浮上を始め──そっと、目を開けてみる。


    　……いつもと変わらぬ光景。鳥の鳴き声が聞こえ、窓から光が差し込む自分の部屋だ。


    「ふ……ぅ」


    　その安心感から、寝返りを打とうとする。すると、回した腕がやわらかい何かに直撃した。


    「……え？」


    　布ふ団とんの中に、自分以外の存在感。


    　思わず、ガバリ、と掛け布団を撥はね除のけてそれを確認する。


    「わあああああああああああああああああああああ！」


    　僕は、思わずベッドから飛び退のいて絶叫した。


    「ん……んん……あ、おはよう……唐から人と」


    「うわああああああっ！　わああああああっ！」


    「な、なんだ！　いきなり幽霊でも見たような声出して！　てっ、敵でも現れたか!?」


    　そこには、昨晩夢で見たものと全く同じ、サナと名乗る銀髪の少女が添い寝していた。しかも、相変わらずの一いつ糸し纏まとわぬ姿が圧倒的な破壊力を持っていたわけで。もうこうなると、昨晩の出来事が夢ではなかった、と考えるしかない。


    「……え、ええと、その……君、ちょっと悪いんだけど」


    「んー、なんだ？」


    　朝から耳元で絶叫されたことが不満だったのか、不機嫌そうな答えが返ってくる。


    「これ、夢じゃないんだな？　僕の頰ほおをつねって確かめてくれないか？」


    「ん？　別に構わないが、身の安全は保証できないぞ？」


    「ストップ。嫌な予感がする。自分でやる」


    　そして僕は、自分の頰を力いっぱい捻ひねり上げる。


    「いた、いたたたた」


    　その様子を見ていたサナが目を細めて軽けい蔑べつするような視線を向けてくる。


    「……もしかして、痛いのが好きな変態というやつか……」


    「違うよ！」


    　僕はひりひりする頰ほおをさすりながら答えた。


    「もし痛みが欲しいなら、本体の方をちょっと腹で動かしてやるぞ」


    「ほんたい……え？」


    　言うやいなやサナが手を上げると、ふわふわと指先を動かす。


    「あ、いて、いてててててて！　いててててっ！」


    　その瞬間、腹部に差し込むような激痛が走った。サナがふ、と全身の力を抜くと、その痛みは綺き麗れいに治まる。


    「どうだ？　裏側から腸をつついてみたんだが……。気持ち良かったか？　まあ……こんなことでいいんならいつでもやってやるが……それにしても……私の守るべき宿しゆく主しゆが変態さんだったとは……な……」


    「よ……よかないし、誤解だっ……てか」


    　もういい加減に認めるしかない。これが現実だと。僕は頭を抱える。


    「なんで、こんなことに……」


    「だって私は、唐人からとの腹に寄生してるんだからな！」


    　サナは邪気のない顔でにっこりと笑う。


    　ああ。いい加減にそれが真実であると、自分の身体からだでも理解できはじめていた。この目の前の無邪気な少女は自分の腹の中にいる寄生虫の進化した存在で、その切れ端なのだ。


    「私みたいな美少女型が寄生するなんて運が良かったな！　感謝してもいいぞ」


    「いや、別に頼んでないし！　それに自分で美少女とか言うな！　ってか！　お前、なんで人に寄生してる身分でそんな偉そうなんだよ！」


    「そうだな……例えば、私がいることで、宿主は秘められた能力を覚かく醒せいさせることができるのだぞ？　昨日の朝ぐらいからそういう現象に心当たりがないか？」


    「うぐ」


    　そう言われると、昨日の生徒会長との闘い、体育での側転などの不思議な出来事が次々と腑ふに落ちてきた。


    「ま、私が守ってやる限りその力は使わなくてもいいがな！　それにしても、この腹の中はなかなか居心地がいいな。こう、腸の曲がり方というか、くねり方が実にしっくり馴な染じむぞ」


    「はあ。ええと、サナ……って言ったっけ」


    「うむ！」


    　このサナってやつは、妙にえらぶっているかと思うと、時折子供のように無邪気に答える傾向があるようだった。


    「ええと……これからなんだけど……」


    　これからどうする。これを現実だと認めたところで、事実は変わらないわけで。例えば、第一の問題はこの状況だよな。ベッドの上には全裸の女の子と二人きり。もし万が一この状況を桜さくらに見られたりでもしたら……。


    　と、その時、遠くからどたどたどた、と足音が聞こえてきて、ばたん、とドアが勢い良く開け放たれた。


    「お兄ちゃ、おはよ……！」


    　考え得る限り最悪の状況に血の気が失うせた僕は、ドアに向かってゆっくりと振り向く。


    「や、やあ……、おはよう、桜……」


    　今日は何やらホースのようなものを構えていた桜の視線は、まず部屋全体に注がれ、次に僕一人に注がれ、最後にゆっくりと布ふ団とんで身体からだを隠そうともしていないサナの姿へと注がれていった。


    「のぁ────────ッ!?」


    　桜が、絶叫しながら、顔を真っ赤に染める。


    「ちょ、ちょっと待てっ、桜、この状況には事情が……」


    　慌てて起き上がろうとする。


    　が──バランスを崩して、身体全体が傾かしいでしまう。


    「っと……！」


    　そして。幸か不幸か。


    　僕が倒れ込んだ先に、サナがいた。


    「うわっ！」


    「きゃっ！」


    　もつれ込むように、サナの上に覆い被かぶさるように倒れ込む。


    「い、痛いぞ……なにするんだ……ばか宿しゆく主しゆ……」


    「はっ！」


    　気が付くと、涙目で訴えるサナの身体を押し倒すような格好になり、特に右手はサナの胸部を包み込むように握りしめていた。寄生虫という言葉からは想像できない、まんじゅうのような柔らかさが掌てのひらに……って、そんな場合じゃっ！


    「ふんのおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


    　それを見た桜が咆ほう吼こうする。


    「あ、いや、これは、その、はずみでこうなっただけでっ！」


    　慌てて空中で手をわきわきさせて潔白をアピールしたが、桜はそのままプルプルと顔を伏せ、


    「お兄ちゃんのど、泥棒猫……の逆だからえっと……警官ドブネズミ──────っ！」


    　そう絶叫しながら手元のホースのノズルについているレバーを思いっきり捻ひねった。


    「ぶばああああああああああっ！」


    　ホースから出てきた大量の水が僕の顔に浴びせ掛けられ、気管支に浸るほど水責めされる。


    「がぼっ、ちょっ、ちょっと、待て、そのホースはなんだ!!　ってか室内で水を使うなーっ！」


    「昨日が電気だったから今日は『ランボー』の取り調べ拷問シーンみたいに水をかけて起こそうと思って持ってきたんだよ！　でも、本当に拷問が必要になるとはね！　だから、水量も加減しません！　汚物は消毒だ───っ！」


    「げっ、げぶぉっ！　それ、ランボーじゃない！　世紀末の救世主伝説っぽい漫画ーっ!!」


    「変態！　不潔！　お兄ちゃんをそんな子に育てた覚えはありません！　わたしは悲しいよ！　せっかくランボーが警察署で無理矢理拇ぼ印いんを捺おさせられるシーンを再現しようと朱肉まで持ってきてたのに！　その頃ころお兄ちゃんはこっちのボインとお楽しみだ！　ああそりゃあそっちのボインの方がお柔らかいでしょうよ！　ガッデムボイ───ン！」


    「ちが、ちが────────っ!!」


    　と、僕が絶叫したその時、


    「私の宿しゆく主しゆ様に攻撃するなぁ──────────────っ！」


    　どこから持ってきたのか木刀のような武器を構えたサナが、桜さくらの前に飛び込んで、ホースを叩たたき落とした。


    「きゃあ！」


    　その瞬間桜の手から離れたホースが、より一層野放図に水を撒まき散らした。当然の如ごとく、部屋にある電化製品にも容赦なく水が降りかかる。


    「ああっ！　僕のＣＤコンポが、ＰＳ３が、ｉＰｏｄが──────っ！」


    　一方サナはと言えば、「ふ──っ、ふ───っ」と猫のように威い嚇かくしながら、桜に向けて木刀を構え続けている。


    「ちょ、ちょ、ちょ、サナ！　攻撃ストップー！　敵じゃない！　敵じゃないってば！　身内！　そいつは身内！」


    　僕は慌てて、床に転がって噴水状に水を噴ふき出しているホースの栓せんを閉め、サナと桜の間に割って入る。


    「……そうなのか？」


    　サナの手から、ゆっくりと木刀が下ろされる。


    　そして、桜はといえば。


    「な……なに……お兄ちゃん……誰だれ……この子……」


    　びっくりして腰を抜かしたまま、涙目でこちらに訴えかけていた。


    「わ……わたし……お兄ちゃんに……そんな関係の子がいるなんて聞いてないよ……」


    　桜は今にも号泣しそうな感じに嗚お咽えつを漏もらす。


    「落ち着け！　桜さくら！　聞いてくれよ！」


    　その後、目を腫はらしながらすんすんと鼻をすする桜さくらに、事態をきちんと説明して納得してもらうのに非常に骨が折れた。とりあえず、僕のＴシャツの破れた痕あとを見せるなどすると、桜もなんとなく異常事態が起きたことだけは把握でき、落ち着いたようだった。まあ、それらの状況説明は、僕自身もこの状況を自然に受け入れる役に立ったのだけど。


    「……じゃあ……この人はお兄ちゃんのお腹なかにいる、サナダムシの進化系……なの？」


    「うむ。サナだ！　唐人からとの腹に今日から寄生させてもらうことになった！　桜とやら、よろしくな！」


    「は、はあ……」


    　というわけで、現在サナには、応急処置としてバスタオルを巻いてこの場にいてもらっている。桜も、そんな突然現れた部外者に戸惑っている様子だった。


    「……てかサナ、その武器はなんなんだよ」


    　さっきからサナが小こ脇わきにぷらぷらと持っている木刀らしきものを指差して言った。


    「これか。クチクラと呼ばれる細胞の硬い部分を集めて作った。クチクラブレードという！　なんだかんだ言っても、私は日本出身のパラシスタンスであることを誇りに思っているからな。サムライの精神は忘れたことがないつもりだ。だから唐人の身は……私が絶対に守る。一腹一腸の恩義に報むくいるためにもな。かつてのサムライは、命を賭として将軍を守ったという……そういうものに、私はなりたい」


    「命はいいんで水に濡ぬれて壊れた僕のＣＤコンポとかの電化製品返してください」


    　白目で訴えた。と、その時、桜がサナを見ながら僕に問い掛けてきた。


    「で、でも、お兄ちゃん、この子本当に寄生虫なの？　わ、わたしにはどう見ても普通の女の子にしか見えないんだけど……」


    　まあ、確かに。見た目はどう考えても普通の女の子なのだ。信じろと言う方が難しいだろうが……。


    「でも桜、そんなこと言ったって、さっき僕の破れたシャツも見せたし……」


    「証拠ならあるぞ？」


    「へ？」


    　そう口を挟んできたサナの宣言に、呆あつ気けにとられたのは僕の方だった。


    「うん。私は哺ほ乳にゆう類ではないからな。だからほら、へそがないんだ」


    　そうやってサナがとりあえず衣服として身体からだに巻いていたバスタオルの裾すそをめくると、そこには、卵のようにつるんとした、へそのない腹部があった。


    「あ……」


    　啞あ然ぜんとする桜。そして、ふるふると首を振ってから、おずおずとサナに尋たずねる。


    「……あ、あなたが人間じゃないというのは解わかりました……そ、それで、お兄ちゃんに寄生してなにをする気なんですか……？」


    「唐から人との腸から栄養を貰もらう。でもその代わり、唐人をいつも守ってやる。それで、二人とも幸せになれるというわけだ！」


    「え？」


    　その言葉を聞いた途端、桜さくらの顔が少しだけ緩やかになる。


    「そうなんだ……」


    　そして、悟ったかのように、ふう、と溜ため息を吐ついた。


    「……解わかりました。もう大丈夫。お兄ちゃんが悪い女の人に引っかかって取られちゃったのかと思っちゃったけど……お兄ちゃんの幸せを目指してくれるなら問題ないよ！　すごいね！　ボディーガードみたいな感じ？　ごめんなさい、サナさん。あ、ううん。サナちゃんって呼んでもいい？」


    「ん、私はいいぞ。あとボディーガードではなくパラシスタンスだ」


    「えへへ、ありがとう、サナちゃん！　わたしのことも桜でいいからね！　ようし、じゃあいつまでも裸ってのもお兄ちゃんの目に毒だから、まずはサナちゃんの着るものを取ってくるから、ちょっと待っててね！」


    　そして、桜はすっと立ち上がって、部屋を出ようとする。


    「桜、順応早いな……いいのか、それで？」


    「ううん！　だって、お兄ちゃんの幸せのために頑張ってくれるなら、その子悪い子じゃないんだよ、きっと！　じゃ、すぐ戻ってくるからね！」


    　そして、桜はひゅん、と部屋を飛び出していった。
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    　桜が持ってきた中で最初に試したのは、桜の予備の制服だった。


    「サナちゃんどう？　制服入った？」


    「むう……身長はむしろあまるぐらいだが、胸がきついな……」


    「ぐはあっ！」


    　桜がストローで飲んでいたパック牛乳を吐き散らして力尽きた。


    　結局、桜が今は大学生になっている桜のお姉さんの制服も持ってきていたため、そちらならサナの身体からだがスムーズに収まったのだった。


    「まあ、お姉さんが桜よりサナに近い体型で本当に良かったな」


    「事実を……直視するのがきつい……」


    　桜が黒い波動の中でどんよりとしていた。


    「はっ！　お兄ちゃん今胸見てた!?」


    　桜さくらが、ない胸をぺたりと押さえた。


    「べ、別に見てないって……」


    「信じない！　信じないね！　抉えぐるような視線が痛いもんね！　きっとこの瞬間にもお兄ちゃんは『その乳ちち部ぶ、随分平らなんだなあ。そうか秩ちち父ぶ盆地か……』なんてことを思ってるに違いないんだ───っ！」


    「思うわけないだろ……」


    「唐から人と、お前の従妹いとこさんは随分愉快だな……」


    　サナが感心したように呟つぶやいた。


    



    　全員が着替え終わると、僕ら三人は食卓についた。相変わらず、実験器具の片付かない狭い食卓に、今日はなぜか白米以外にメインのおかず皿がアルミホイルで隠されている。


    「あ、お兄ちゃん、朝ご飯なんだけど、じゃじゃーん、クイズです！　今日のおかずはなんでしょう！　ちっ、ちっ、ち……ブブーッ！　正解は……」


    　桜はどこからか取り出したタンポポの花を頭上に乗せた。


    「新鮮取れたて！　従妹の女体盛りです」


    「……」


    　桜を蔑さげすむような目で睨にらんだ。これ以上サナに余計な知識を植え付けないでくれ。


    「女体盛りなら刺身か！　楽しみだな。私たちは生魚と相性がいいんだ！」


    　ほら、信じてるし。しかもなんだよ相性って。


    「……ごめんなさい噓うそです……ただの揚げだし豆腐です」


    　桜がアルミホイルを取ると、そこには揚げだし豆腐が陳列されていた。


    「おおお！　これはすごいな桜！　料理ができるのか！　その調子で唐人の栄養源をもっと作ってくれ！」


    　サナが目を輝かせる。


    「え？　あ、はは……ありがとう……一応時間かけて作ったから美お味いしいはずだよ……。あ、そうか。サナちゃんも食べるよね？　お箸はしとかどうしよう」


    「ん、直接は食べないぞ？」


    「え？」


    「パラシスタンスは基本的に宿しゆく主しゆの身体からだから栄養を摂取する。ただ、味だけは感じることができる方法があるんだ。ということで唐人、お願いがあるんだが」


    「な、なんだよ」


    「片方の手で私の手を握りながら食べてくれ！」


    「……は？」


    　笑顔のまま、サナの右手が、きゅ、と僕の左手を握りしめた。触れた場所を通して、肌の温ぬくもりが伝わってくる。


    「え、な、なにその、これ」


    　僕はドギマギしてしまう。桜さくらはと言えば、目を丸くしてこちらを見ている。そしてサナは、


    「さ、そのまま唐から人とは右手でその豆腐を食べろ」


    「え、あ、ああ」


    　言われるがままに、空いたもう片方の手、右手で箸はしを使い揚げだし豆腐を口の中に運ぶ。じわ、っとした旨うま味みが口の中に染みだしてくる。


    「んー！　美う味まいな！　旨味が染みだしてくるぞ！」


    　僕に呼応するかのように、突然サナがそんな声を上げた。そして、こちらを見つめてくる。


    「解わかるか？　唐人が感じているものと、同じものを今私も感じてるんだ」


    　そして繫つないだ左手をより深く結び直し、高く掲げた。五指を交互に絡からめる、俗に恋人繫ぎと言う握り方で。見つめたサナと、目が合う。


    「こうすれば、私たちは五感を共有することができるんだ」


    　その時、桜がコホンと咳せき払ばらいして、僕たちに向けて言った。


    「あー……その、なんですか」


    　くわっ、と目が見開かれて、絶叫が響いた。


    「それバカップルみたいじゃないですか！　やだ──────────────っ！」
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    　食後、桜さくらはテーブルに伏してぐったりとしていた。


    「おい……どうした桜……」


    「朝から目の前でバカップル見せつけられてわたしのライフはもうゼロです……」


    「バカップルって……別にそんなんじゃ……」


    　そして一方、そのサナは今何をしているかと言えば。朝のテレビ番組を見て、[image: ]あふれる情報に目をキラキラさせながら、好奇心旺おう盛せいに「唐から人と、あれはなんだ、あれはどういう意味だ」としょっちゅう僕に向かって質問攻めしてくるのだった。


    「……ふう。さて」


    　僕は、そんな忙せわしない光景を改めて眺め、食後のお茶も飲み終えた頃ころ合あいに一息吐ついて呟つぶやく。


    「──朝ご飯の間ずっと、これからどうするかを考えてたんだけど──ええと、サナ、聞いてくれるか？」


    　サナに向かって確認する。サナがテレビから振り向いて、こちらの目を見て真剣な表情で答えた。


    「うむ」


    「とりあえず、方向性が決まるまでサナは家から出ない方がいいと思うんだ」


    「断る！」


    「うんありがとう。それで、二階に空き部屋があるから……え、今なんて」


    「唐人がどこかに出かけるなら私も出かけるぞ！　唐人を守るのが私の使命だからな」


    「……マジですか」


    　憂ゆう鬱うつを通り越して頭痛くなってきた。


    「頼むからサナは家で大人しくしててくれないか？　僕たち学校に行かなきゃいけないんだよ」


    　サナの眉まゆがぴくりと動いた。


    「学校……？　なんだそこは？　危険な場所じゃないのか？」


    「は？」


    　こいつ、もしかして学校を知らないのか。


    「ええと……学校ってのは……同年代の男女が集まって、勉強したり、友達になったり、学食食べたり、部活をしたり……する場所のことだよ。そりゃもちろん命の危険はない……はず」


    　昨日、生徒会長に絡からまれて脳散布寸前まで行ったことが脳裏を過よぎったが、その件は伏せておいた。すると、それを聞いたサナの目の色が変わり、ぼそりと声が聞こえた。


    「お……」


    「どうした……？」


    「おもしろそう……」


    「……は!?」


    　なんか目がキラキラしてるんですけど!?　嬉き々きとしてサナは続けた。


    「そこは、楽しそうな……じゃなかった、心配そうな施設だな！　ちょうど、私も久しぶりに人間社会に出てきて色々知識が欲しかったから、なおさら好都合だ！　家にいるのも退屈そうだし、学校に行くぞ！」


    　うわ、これはまずい！　めちゃくちゃ楽しみにしてるっぽい！


    「頼む、うちに居てくれ！」


    「断固断る！　ついていく！」


    　くそ。こいつ、強情にくっついてきやがって！　寄生虫か！　……あ、寄生虫か。


    　と、サナが精一杯の睨にらみを利かせて、こう言った。


    「……どうしても駄目というのなら実力行使も辞さないぞ？」


    「なんだよ実力行使って」


    「……また腸で暴れる。唐から人とが泣くまで」


    「やめてくれよそのサナダムシ的暴力！」


    「だ、だ、だから厳密にはサナダムシじゃないって言ってるだろ──っ！」


    　そしてまた腹部に鋭い差し込みが走る。


    「あたたた！　あたたたたた！　腹痛いてぇ！　やめろ！　やめろーっ！」


    　てかこいつ、どう考えても僕を守るどころか痛めつけてるじゃねえかーっ！


    　そこに、その様子を困ったように見つめていた桜さくらが助け船を出してくれた。


    「ねえ、お兄ちゃん……わたし思うんだけど、まず綺き羅ら先生に相談してみるのはどうかな？」


    「え？　ああ、なるほど……」


    　親父おやじには、昔からいつも「何かあったら、綺羅さんを頼れ」としきりに言われてきたものだった。まあ、それ育児放棄なんだけどな。


    「そうか……制服も着てて違和感ないみたいだし……学校行くまでならバレない……かな……」


    「な、頼む。唐人、お願いだ！　できるだけ大人しくするの頑張るから！」


    　サナが、僕の左手を取って、懇願するように顔を見つめてくる。


    　僕は、その顔を見据えて……大きく決意するように溜ため息を吐ついた。


    「……解わかったよ」


    「えっ？」


    「サナを、一緒に連れてくことにするよ。でも綺羅先生って人に相談するだけだから、そのつもりで」


    「やった──────っ！　唐人、ありがとう───っ！」


    　そしてサナは、僕に抱きついてくる。柔らかくて小さい身体からだが、ふわりと僕に被かぶさる。


    「わー！　こ、こら、くっつくなーっ！　なんでそんな慣れ慣れしいんだよ！」


    「むー！」


    　さっきから目に見えて悪い桜さくらの機嫌がこれ以上悪くなるのも勘弁してほしいんですが……。


    　サナの身体からだを引き離し、咳せき払ばらいしてから告げる。


    「……ただし、後々めんどくさいから、えっと、くれぐれもこれから合流する友達の丈じよう児じや、他ほかの人に見つかってもパラシスタンスのことはバレないように。解わかった？」


    「うむ！」


    　……元気よく答えている時点で不安要素剝むき出しなのだが。
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    　そんなわけで。


    　桜とサナと僕という奇妙な三人で家を出て待ち合わせ場所に行くと、既に丈児が来ていた。僕と桜が挨あい拶さつをする。


    「丈児くん、おはよー」


    「おはよう、丈児」


    　サナも、ぴょこんと前に出て挨拶する。


    「そこの人間、おはよう！」


    「なっ!?」


    　丈児の表情は三番目の挨拶によって驚きよう愕がくに変わる。


    「か、唐人っ！　このやたら可愛かわいい女の子は誰だれだっ！」


    「えーと……」


    　僕が答えあぐねていると、


    「あ、あの、わたしたちの親しん戚せきなの！」


    　桜が、機転を利かせてくれる。


    「サナちゃんって言って、海外から留学で来てて……あの……もしかしたらこっちに転校するかもしれないから、ちょっと学校に相談しに……」


    「えっと、そう。そういうことで、今日ちょっと学校に一緒に行くから、よろしく」


    「そっか！　解ったぜ！　サナちゃん、俺おれは宮みや入いり丈児！　バスケ部！　よろしく！」


    　丈児は邪気のない爽さわやかな笑えみをサナに向ける。


    「日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆうのパラシスタンスのサナだ！　今日から唐人に寄生することになったからよろしくな！」


    「ぐはあっ！」


    　魂や何かを思わず吐いてしまった。バレないようにって言った傍そばから二秒で露呈させるな！


    「パラ、シス……？」


    　丈じよう児じの頭の上に疑問符が点灯している。僕はたまらずフォローに回る。


    「に、日本海の向こうにそういう名前の国があるんだよ。で、親しん戚せきだから、今は田舎に帰省中って名目なんだ！　ははは！　はははは！」


    「なるほど、海外留学か、すげー……。いやあ、日本語上じよう手ずだなー。じゃあ、サナちゃんはしばらくどこに住むんだ？　桜さくらちゃんの家とか？」


    「うむ、唐から人との腸内だ！」


    「そう、うちの町内に住むことだけは決まってるんだ！」


    　サナ、少しは隠そうとしてくれ……。


    「まじで！　いやー、これから毎日が楽しみだなー！」


    　そんな風に日常会話が続いていくのを確認して、僕は心の中で安あん堵どの溜ため息を吐ついた。会話のキャッチボールとしては空振り三振振り逃げレベルだったが、僕の友達が斜め上の方向に比類無きアホの子で助かった。……でも、これは喜んでいいのか？
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    　校門に着くと、いつものように登校してくる生徒で[image: ]あふれかえっていた。今日は会長は出張ってきていないようだ。そういえば、今日の放課後、会長と決闘とかなんとか言ってたっけ……。最悪だ……なんでこんなにめんどくさいことが続けて起きるんだ……。


    「……じゃあ、ちょっとサナを連れて先生のところに手続きに行ってくるよ」


    　校門を抜けたところで、桜と丈じよう児じに向けて宣言する。


    「いってらっしゃいお兄ちゃんたち！」


    　桜たちに見送られて僕とサナは一いつ旦たん離脱し、保健室へと向かった。まあ、養護教諭であろうが、先生のところに向かうことは間違いないから、噓うそは吐いていない。


    



    　……というわけで、保健室にやって来た。


    　までは、良かったのだが。


    　僕たちは、ドアノブに掛かっているプラ板を前にして、啞あ然ぜんと立ち尽くしていた。


    



    　「本日　養護教諭　欠勤」


    



    　その下に、見覚えがある綺き羅ら先生の丸文字で『テングザイルのライブに行ってきます。みんな、用事や怪け我がや死亡事故があったら　職員室の他ほかの先生に世話してもらってね！　よろしくね☆』と書いてある。


    「ふざけんな！」


    　軽い怒りを込めてそのプラ板を床に叩たたき付ける。叩き付けた後に、公共性を欠くのでまた拾って掛けておいた。ちなみにテングザイルは歌って踊れるふりをして公然猥わい褻せつじみた鼻を持つ面を被かぶり祈き祷とうを繰り返すという若者に人気の淫いん祠し邪じや教きよう系ボーカル＆ダンスユニットだ。


    「仕方ない、こうなった以上、唐から人とを守るためにも私が体験生扱いということで授業に参加してやるしかないな！」


    「いや、普通に無理だろ……てかサナお前……宿しゆく主しゆを守るとか言っといてやっぱ普通に学校に来たかっただけじゃないのか！」


    「な、何を言っている！　あくまで優先は唐人を守ることで……便宜上仕方ないだけだ！　し、仕方ないから交まじって人間の学生になってやろうと思っているだけだから問題ないな！　あと楽しみだな、学食」


    　なんだその理屈。どうして守ることと学生になることが繫つながるんだよ……。


    「高校生になりたがるサナダムシなんておかしいだろが！　さあ連れて帰るぞ、来い！」


    　サナの腕を強制的に引っ張る。


    「あ、や、やめ、これでも久しぶりに社会に出てきて色々不安なこともあるんだから、知識が必要なんだって言ってるだろ！　っていうか、またサナダムシって言ったな───っ！」


    　腹部に、鋭い痛みが走った。


    「ぎゃ───っ！　いて、いてててて！　腹が！　あ、暴れるのやめろっ！　こらー！」


    　いい加減、廊下でギャーギャー押し問答していると誰だれかに咎とがめられそうだったので、僕は抵抗するのをやめて、息をきらしながら項うな垂だれた。


    「はぁ……はぁ……っていっても、現実問題、綺き羅ら先生がいないんだったら今日は誰かに相談することもサナを置いてくこともできないわけで……な、サナ。お願いだから今日一日はどっかに隠れててくれよ。昼になったら学食だけは連れてってやるから」


    「むう……しょうがないな。じゃあ、どこにいればいいんだ？」


    「じゃあ……とりあえず、鍵かぎが掛けられるってことで、あそこに」


    　僕は、廊下にある便所を指差す。


    「なっ！」


    　なぜか、サナが異常なショックを受けていた。


    「べべべべ便所っ!?」


    「うん。鍵も掛けられるしいいだろ」


    「やだやだやだやだやだっ！」


    「我慢してくれっ！」


    「うにゃ─────────っ！　便所はいやだ───っ！」


    　ついには駄々までこね始めた。


    「おいサナ、言うこと聞いてくれよ！　てか、なんでそんな強烈な拒否反応を示すんだよ！」


    「だ、だって……流されるの怖いから……」


    「は……？」


    　小さな声で言ったのでよく聞き取れなかった。


    「い、一応！　寄生虫から進化した者として……水洗便所は本能に刻み込まれた恐怖の場所なんだ……！　かつて数えきれぬほどの同類がそこから流されて無惨に死んでいった……も、もしそんなところに入ったら……本能のトラウマがよみがえって……ひ、紐ひも状にもどるぞ！」


    「便所に流されるとか紐状に戻るとかどんだけサナダムシ的エピソードなんだよ！　え、ていうか」


    　僕は嫌な予感がして、鼻を指で摘つまむ。


    「サナ、その身体からだもしかして汚くないの」


    「──は？」


    　何を言っているのか一瞬解わからない、というような顔をした後、サナが急に怒り出す。


    「汚くない───！　ぶ、分体の方の体表はちゃんと硬質の膜で覆ってあるんだ！　わ、私を汚物扱いするな───────っ！」


    「ぎゃああ──────っ！」


    　再び急性的な腹痛に苛さいなまれた。


    　それが治まると、サナが服の裾すそを摘みながら見上げて訴えてきた。


    「なぁ……唐から人と……お願いだ……だから……便所だけは許してくれ……」


    　うっ。


    　その整った顔に涙目で見上げられると、首を横には振れないような魔力が──あるな、くそ。


    「はぁ」


    　溜ため息を吐ついて答える。


    「何も問題起こさないな」


    「うん……」


    「できるだけ人にも見つからないな」


    　ぶんぶん。サナが強く首を縦に何度も振る。


    「じゃあ、できれば校庭の目立たない所とか……その辺を中心に隠れててくれ……とりあえず昼休みの時間になったらまたここで合流しよう……」


    「！」


    　サナの表情がぱっと明るくなる。


    「わ──────い！　ありがとう唐人────っ！」


    「うわっ……！　抱きつくな！　こら！」


    　なんでそんなに喜ぶんだよ。本当に昼休みまで問題起こさずに持つかな……。


    　不安だ。すっげえ不安だ。腸だけじゃなくて頭まで痛くなりそうだった。
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    「ふう」


    　すったもんだの末、教室に入る。丈じよう児じも今日は既に大人しく席に着いていたので、軽く会釈だけ交わしておく。


    　さて──ＨＲホームルームまで後少し。


    　自分の席に向かうと、今日も先に来ていた櫂かい実じつがぽつねんと座って、無表情で文庫本を眺めていた。声をかけようかと思った次の瞬間、想像だにしなかったことが起きた。


    「……おはよう……増ます川かわ君」


    　こちらにちらりと目線を向けて、先に挨あい拶さつしてきたのは櫂実の方だった。その声は、耳を澄ましていなければ聞き取れないほど幽かすかで、まるで閉めきれなかった水道から水が漏もれるような声量だった。


    「お……おう、おはよう、櫂実」


    　想定外の事態に少し面食らう。そして。


    「…………」


    　櫂実は、挨拶で終わるでもなく、無言のままずっとこちらの顔を見つめてきたのだった。


    　そのまま沈黙が続く。……え？　何か話さなきゃいけないのだろうか？


    　というより、なんで話しかけられているのか、自分でもわけが解わからないのだ。困惑したまま、なんとか切り返す。


    「あ、いや……その……いきなり櫂実から話しかけられて、びっくりしたよ。いや、全然嫌いやとかじゃないんだけどさ」


    「そう……それは……何より」


    「…………」


    「…………」


    　また会話が続かなくなる。


    「ええと……あ、今日は昨日と違う本読んでんだな」


    　結局、気取った会話を探しても続かないので、無難な話題に逃げてしまった。


    「……うん」


    「何読んでんだ」


    　櫂実は何も答えずに、こちらに向けて本の表紙を少しだけ掲げた。


    　その本には、宗教画っぽい表紙の中に大きな字で『神しん曲きよく』と書いてあった。著者は、ダンテとかいう人らしい。


    「へえ……櫂かい実じつは、いつも難しそうな本読んでんだな。昨日のドストエフ好きの人といい」


    「……ねえ……増ます川かわ君は……原罪、というのを知ってる……？」


    「げんざい？」


    　現在形とか現在完了とかの英語の文法が最初に頭を過よぎったが、たぶん違いそうなので沈黙を続ける。そこに櫂実が助け船を出してくれた。


    「人間は……生まれながらに罪を背負っているという考え方……」


    「ふうん……色々詳しいんだな、櫂実は」


    「……その考え方では、予あらかじめ決められた罪から許されるために神を信仰する……ニーチェ氏は、その構造を弱者の奴隷道徳だと批判したけれど……せっちゅうは……羨うらやましいと思う……」


    　そんな風に、櫂実は不可思議な返し方をした。ていうか、『せっちゅう』ってなんだ？　一人称なのか？　そして、櫂実はこちらに改めて向き直ると、こう言った。


    「増川君も……自分が生きているだけで罪だとか考えたことある……？」


    「え……？」


    　櫂実は、『増川君も』と言った。あたかも、自分自身がその先駆者だ、とでも言うように。とりあえず僕は、こないだ綺き羅ら先生と話したのと同じような考えを言うことにした。


    「えっと……そうだな……罪になるかまでは考えたことないけど……正直……自分がいることが他人に迷惑をかけてるんじゃないか、みんな自分なんかといて本当に楽しいのかって思っちゃうことはよくあるよ」


    「そう……」


    　その返事を聞くと、何を思ったか、櫂実はいきなり自分の鞄かばんをまさぐり、小さな容器を取り出して蓋ふたを開けた。その中を見ると、スティックセロリらしきものが大量に詰まっていた。弁当にしては、一面のセロリというのも異様だ。罰ゲームか何かか？


    「櫂実、それなに……」


    　と、有無を言わさずいきなり、櫂実がそのセロリの一本を僕の口の中に差し入れてきた。


    「もふぁっ……！」


    　セロリを口に差し入れた櫂実の右手がそのまま、顎あごを支えるようにそっと添えられる。


    「……嚙かんで……」


    「ん……」


    　戸惑ったが、仕方なく言われるがまま僕はしゃり、とセロリを嚙む。青臭い匂においと、ほんの少しの苦みが口の中に広がった。結局櫂実は僕がそのセロリを咀そ嚼しやくして飲み込むまで、僕の顎に触れた指先をぴくりとも動かさなかった。


    「……苦いよ」


    「うん、苦い……」


    　なぜか櫂実は嬉うれしそうに言う。そして指先をそっと離すと、


    「……それが、原罪の味……」


    　そうして、心なしか、いつも無表情な櫂かい実じつの口元が緩んだ気がした。


    　その行為はなんだか少しだけ淫いん靡びな感じがして、僕の心臓の鼓動が少し速くなったのだった。
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    　陽ひが高く昇り、四時限目終了のチャイムが鳴ると同時に、大きな欠伸あくびが口から飛び出てきた。


    「ふわわあああ……退屈だったな……」


    　眠気を堪こらえる退屈な授業の前半戦を終えて、昼休みになる。さて、忘れたくても忘れられなかった、最大の懸念事項。どこかで隠れているはずのサナと合流しな──


    　その時、異変に気が付いた。


    　廊下中に、ジリジリと防災ベルが鳴り響いている。


    「まさかっ！」


    　慌てながら、廊下に飛び出す。すると、案の定少し離れた場所、非常用消火栓の前で右や左を向きながら狼ろう狽ばいするサナの姿があった。


    「おおおい！　なにやってんだよサナ！」


    「あ……か、唐から人とおおおおっ！」


    　不安そうな表情でサナが胸に飛び込んできた。ので。


    「ぬおおおおおおおおっ!!」


    「うわっ！」


    　そのまま膝ひざから抱え込んで、サナを持ち運びながら廊下をダッシュして逃げる。なんとか人影のないところまで辿たどり着き、誰もいないことを確認するとようやくサナの身体からだを解放してやった。


    「はあっ、はあっ……」


    「こ、こら、い、いきなり何するんだ、唐人っ……！」


    「説明しろ！」


    「え？」


    「どうして激しく防災ベルが鳴ってるのか、手短に説明しろ！」


    「い、いや……その……ふとあの赤いスイッチを見たら……火事が起きた時には押してくださいと書いてあるので……火事が起きてからでは遅いと思って……押した……唐人の命を守るためには致し方なかった……」


    「……何もするなって言ったよね？」


    「う……いや……その……唐人を守ろうと思ったら矢も楯たてもたまらず……」


    「……本当はボタン押したかっただけじゃないのか？」


    「それは、いや、ほんの少しだけだ！　あくまで、メインは唐から人とを危険から守るためだ！　だから問題ない……ない？」


    「サブ目的でもやめてくれ！」


    「そ、そうか…………」


    　はあ、と僕は溜ため息を吐ついた。


    「……いや、まあ、解わかってくれればいいけど……」


    　気が付けば、防災ベルも鳴り止やんでいる。悪いた戯ずらということで済んだようだった。


    「お、唐人、ここにいたのか」


    　その時、僕たちを捜していたのか、丈じよう児じが話しかけてきた。


    「唐人、学食行って飯食べようぜ」


    「あ、ええと、今日はサナがいるから……」


    　サナをちらりと見る。すると。


    「ぬ？　私も行くぞ？　学食。約束だからな！」


    　なんて言うので、


    「お──っ！　マジで！　サナちゃんが来るならテンション上げて食うって！　チャーハンの二、三皿はいけるって！」


    　サナを持て囃はやす丈児の姿にちょっとだけ苛いら立だった。お前、そいつ僕の寄生虫だぞ。


    「ふう。あ、じゃ、ちょっと待って、桜さくらにもアポ取ってみるから」


    　僕は桜にメールを送る。僕たちのクラスがあるのは四階なのだが、桜は学年が違うので、一つ下の三階にいるのだ。


    



    『学食、行く。一緒に食べる？』


    



    　その十秒後、ブルル、とマナーモードの携帯が振動した。


    



    『10秒で行くますまた』


    



    「じゅ、十秒？」


    　途端、どたどたどたどたと足音がして、桜が階段を駆け上ってきた。


    「とぅはあっ！」


    「おおっ！」


    　桜は階段の最上段から、鶴つるのように両手を広げ（その瞬間を切り取った光景はまるで夕ゆう陽ひを背に果てしない遠路へ旅立つ渡り鳥のように荘そう厳ごんでした）フィニッシュの跳躍を果たした。


    「やあ！」


    　そして、ズザーッ、と上履きを摩擦させて、僕の目の前に着地する。


    「ぜ、ぜはー、ぜはー」


    「お、お疲れ」


    「……大変疲れました。お兄ちゃん力を補給したいのですが」


    「そ、そう……どうすればいいの……」


    「では補給を。補給口エントリープラグはここです。さあ早く差し込んで」


    「股こ間かんを指差すな股間を！　何も差し込まないから！」


    　あ、そうだ。


    　せっかくなら、ふと思いついたことを提案してみる。


    「なあ、みんな、ついでにもう一人、昼食誘ってきてもいいか？」


    



    　教室の隅。


    　目指す相手は、相変わらず空など眺めながら、憂ゆう鬱うつそうにセロリのスティックをちびちび味気なく囓かじっていた。……それにしても、なんで自分がこんな積極的になっているのかは解わからない。気付かないうちに少しずつサナに影響されているのだろうか。


    　僕は、彼女に思い切って話しかけてみる。


    「やあ、櫂かい実じつ」


    「……？」


    　櫂実が、振り向いた。恐る恐る、尋たずねる。


    「そのさ。さっき、お前のセロリ貰もらっちゃったから、代わりと言ってはなんだけどさ……よかったら僕たちと昼食、一緒に食べないか？」


    　その瞬間。


    　ぽた、と櫂実の手からセロリスティックが力なく落ちた。


    「……へ？」


    　そこまで動揺されるとは予想外だった。


    　そして、その表情はほんの一瞬、少し嬉うれしそうに見えたのだが──


    　櫂実は、机に落ちたセロリスティックを拾い上げると、再び無表情に戻ってこう言った。


    「……ごめんなさい、駄目……」


    　やっぱそうか。となると、さっき、一瞬嬉しそうな顔をしてくれたように見えたのは、見間違いだったのだろう。


    「まあ……そういうの嫌いそうだもんな櫂実。ごめん、駄目もとだったんだけど」


    「……違う」


    「え？」


    「……誘ってくれて、ありがとう……本当に嬉しかった」


    「じゃあ……」


    「嬉うれしかったから……もうしないでくれると、助かる」


    　櫂かい実じつは、そんな、不可解なことを言った。


    　そしてまた、窓の外に視線を馳はせたのだった。


    



    　ということで結局、僕とサナ、丈じよう児じ、桜さくらの四人で連れだって、校舎から渡り廊下で結ばれた学食へ向かうことになった。学食に入るなり、大きな感動の声を上げたのはサナだった。


    「おおおお、ここが学食か！」


    　総勢で四、五十人ほどが入る天井の高いホールには大きな天窓があり、日差しが差し込む瀟しよう洒しやな空間となっている。曲線のアーチを生かしたそのフォルムや蛇じや腹ばらの壁は、西洋式のロマネスク・リヴァイヴァル建築とやらをモチーフにしているらしく、学まな舎びやに相応ふさわしい崇すう高こうかつ峻しゆん厳げんな印象を抱かせる。


    「シャレオツな空間だなー！　おい唐から人と、あの壁の辺りとか胃壁みたいにひだひだだぞ！」


    「また気持ち悪いセンスの比ひ喩ゆ表現だな……」


    　サナは、一人だけ盛大にはしゃぎながら先陣を切って歩いていく。


    「ここの学食はなんでも美お味いしいんだぜ！　サナちゃんは好物とかあるのか？」


    　丈児が優しさを見せるように尋たずねた。ふ、と立ち止まって振り返りサナが答える。


    「そうだな……炭水化物、特に麺めん類るいの味が好きだ！　ま、食べるのは唐人だがな！」


    「はぁ!?」


    　想像してなかった方向から矢が飛んできて焦った。


    　丈児が、それを聞いて思い出したように言う。


    「お、そうだ！　サナちゃん、麺類なら、ここラーメンもやってるぜ」


    「ラー……メン？　それはなんだ？」


    「え、サナちゃん、ラーメン知らないのか!?　外国って、やっぱ文化が違うんだなあ……」


    　そんなわけないだろ。が、丈児が勝手に納得してくれるアホの子で実に助かる。ありがとう。


    



    　そして十分後。


    　僕らはレジでそれぞれのメニューを頼み、学食内のテーブル席に四人で座っていた。


    　目の前に座る桜はサラダとベーグルを前にショックを受け突っ伏している。


    　その隣の丈児は唐揚げ定食を前に啞あ然ぜんとしている。


    　なぜそうなっているかといえば、僕とサナの様子を見れば一目瞭りよう然ぜんだろう。


    「こ……これは美う味まい！　おい、唐人、この食べ物美味いぞ！　腸が、腸が蠕ぜん動どうするー！」


    「……よかったな」


    　右手に持った箸はしで、テーブルの上に置いたどんぶりからラーメンをすすり上げる僕。


    　そして、僕の左手は……隣に座ったサナの右手にぎゅ、と握られていた。


    　興奮したように『次は何食え、汁すすれ』とまくし立てるサナは、僕がラーメンを口に運ぶ度に幸せそうに頰ほおを緩め、恍こう惚こつの表情で手を強く握る。その都つ度ど掌てのひらの柔らかさと温ぬくもりが僕に伝わって、少しだけ心拍数が上がった。


    「やー……なんつうか……唐から人とさ……」


    「うう……お兄ちゃんたち……」


    　その光景を見て、耐えかねたように向かいの二人が立ち上がって絶叫した。


    「お前とサナちゃん、やっぱりデキてるんじゃないのかあああ!!」


    「わたしの目の前でまたバカップルやめて───────!!」


    　僕は返事するために慌てて麺めんを飲み込む。


    「しょっ、しょうがないだろ……！」


    　言うことを聞かないとまたサナが駄々をこねるから、とは言えない。サナはサナでそんなこと気にしていないかのように手を離さないし。


    「ちきしょうー！　くらえ！　死なないけど鼻毛に白しら髪がが増える呪のろい！」


    「死なないけどテレビでテノール歌手を見た時に開け放たれた胸元が気になる呪いー！」


    　丈じよう児じと桜さくら、二方向から同時に呪いの念っぽいものを送られる。


    「二人とも地味に嫌いやな呪いをかけるのやめてくれ……」


    　色々だめだ。なんだこの食卓。


    「はあ……てかサナちゃん、ラーメン食べてすらないのに気に入ったのか？　……なんかさっきから唐人と手を繫つないでるだけみたいに見えるけど……」


    　丈児が、サナにそう問い掛けた。


    「うむ！　これが私たちの作法なのだ……それにしてもこれは飽きぬな……おい唐人、次はスープを飲め」


    「うるへえ、熱いんだよ！　水ぐらいのまへろ」


    　片手でラーメンをずるずるとすすりながらもごもご答える。サナが、じっとどんぶりの中を覗のぞき込んで言う。


    「いやあ、それにしても麺めん類るいを見てると本体のことを思い出すなあ」


    「ぶほっ」


    　僕の喉のどから鼻にかけて縮れた麺が凌りよう辱じよくした。


    「お、お、おいこらサナぁぁ！　ラーメン食ってる時にサナダムシの話するんじゃねえ！」


    　急にそう絶叫する僕を、丈児が訝いぶかしげな表情で見てきた。


    「え……唐人……お前……何言ってるんだ……サナダムシの話とか……誰だれもしてないぞ……」


    「は、はは……そ、それもそうだな……いや、なんでもない……」


    「……まあ、よく解わかんないけど、いいか……お前ら楽しそうだし……」


    　楽しくないっていうか色々大変なんだけどな！


    「あ、そういやラーメンで思い出したんだけど、最近近所にできた味み噌そラーメン屋、すげえ美う味まかったんだよ。毎日行列ができててさ、並んで入ったんだけど」


    　ラーメン繫つながりで突然丈じよう児じがそんな話を切り出した。


    「あ、その行列僕も見た気がするな。空き地近くの通りだっけ」


    「ほう、美味いラーメンっ!!」


    　ガタッ、とテーブルを蹴けり上げるように、会話の流れにサナが露骨に反応する。


    「お、おい丈児！　その味噌ラーメンについてもっと詳しく言え！」


    「あ、ああ。その店の主力は黒味噌ラーメンでな。通は味玉を乗せて食うんだ。黒味噌のしょっぱさと、味玉の甘さが絡からみ合ってマイルド！　んで味噌ラーメンにはやっぱ太い縮れ麺めんだよな。その麺に絶妙に絡み合う極上のスープ！　全部飲むと身体からだに悪いと思っても、あと一口、あと一口……と気が付いたらついつい丼の底が見えているという恐怖の味噌ラーメンだ！」


    　気が付くと、サナの口からはじゅるじゅると涎よだれがナイアガラの滝となって流れ落ちていた。


    「じゅる……はぁ……じゅる……ふぅふぅ……身体からだが火ほ照てる……」


    「うわ、なんか発情期みたいになってる！」


    「よ───し解わかった!!」


    　一ひと際きわ大きい声で、丈児が取り仕切った。


    「今度、みんなでその味噌ラーメン食いに行こうぜ!!　サナちゃんの歓迎会って意味も込めて！　どうだ!?」


    「……僕はいいけど」


    「私も行くぞ！　今から並ぶことも辞さない構えだ！」


    「お店に迷惑だからやめろ！」


    　興奮するサナを諫いさめる。


    「ず、ずるい！　わたしも行くー！」


    　桜さくらも乗り気になる。


    　と、いうことで、話がまとまったのだった。


    「んー、それにしても、麺類は人類が生み出した文化の極みだな……」


    「本当に幸せそうだな……」


    　幸せそうに頰ほおを押さえるサナを見ていると、まあ少しだけ心が和なごんだ。


    　ま、冷静に考えるとこの麺みたいな生き物が今僕の腹の中にいるわけなんだけどね……。
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    　全すべての授業と帰りのＨＲホームルームが終わり、放課後になった。


    「ふわああ」


    　僕はといえば相変わらず、虚実曖あい昧まいな夢の世界へと船を漕こいでいたわけですが。


    　嫌だ嫌だと思っていると時間の流れ方が遅くなるとは言うが、今日に限ってはこの地球の長い午後が永遠に止まってほしいと思うほどだった。


    「この放課後、生徒会長と決闘なんだよな……」


    　僕は思う。心から。


    「めんどくせえ───────……」


    　昼食後、再び校舎内をぶらぶらしてもらっているはずのサナと合わせて、憂慮する事態二つ。溜ため息と共に呟つぶやきは宙に吐き出されて消えた。


    　隣を見ると、櫂かい実じつは今日はさっさと帰宅してしまっていた。


    　と、その時、丈じよう児じがやってきた。


    「なあ、唐から人と、サナちゃんは結局転入することになったのか？」


    　ああ。どうやって説明しよう。


    「とりあえず今日は保留、判断は明日以降ということらしいよ。今日はもう先に帰った」


    　最近さらりと噓うそが吐つけるようになってきていた。そろそろ僕の舌が二枚に細胞分裂を始めないか心配なものである。


    「……丈児は今日も放課後部活だよな。バスケ部、頑張れよ」


    「おう！　……あのさ、唐人。会長との決闘のことだけど。その……怪け我がすんなよ」


    　なんだ。こいつ、一応心配してくれてたのか。


    「ま、気をつけるさ」


    　その心遣いだけで、少し救われた気がする。そして名残なごり惜しげに去っていく丈児を見送ると、


    「とわ───っ！」


    　教室のドアを豪快に足で開けながら桜さくらが現れた。


    「……上級生の教室に奇声を上げながら堂々と入ってくるなよ……」


    　環境に順応しすぎだろ、こいつ……。


    「お兄ちゃん！」


    　つかつかと桜が歩み寄ってくる。


    「これ、今日の武器！　使って！　念を注入したから！」


    「へ？」


    　桜に、ずっしりと重いごつごつと膨ふくらんだ靴くつ下したを渡される、その中には禍まが々まがしい感じに大量の角ボルトが入っていた。うわあ、リアル凶器……いらないので、突き返す。


    「……凶器は使わないから……」


    「えええ！　あと、藁わら人にん形ぎようとかもあるのに……！」


    「なんとかなるよ……たぶんね……」


    　決闘とは言えど、少しだけ、勝算がなくもなかった。まあ、サナの言っていた、身体能力の向上というのが適用されてればという作戦なんだけど。


    「でも……」


    　桜さくらは本気で心配してくれているようだった。


    「あーもう！　今日部活さえなければわたしも助けに行けるのに！　遠くから吹き矢とか撃てるのに！　あ、そうだ！　サナちゃんに助けてもらおうよ！」


    　そのセリフを聞いたとたんに、嫌な予感が走る。


    「桜、その……」


    「なに？　お兄ちゃん」


    「今日の放課後これから、生徒会長と決闘することだけは、もし会ってもサナに言わないようにしてくれないか……なんか、面倒なことになりそうな予感がするから」


    「……そうなの？　……解わかった」


    　桜は神妙な面おも持もちで答えた。


    「桜ちゃーん、早く行こうよー」


    　その時、教室の外から控えめな声量で桜を呼ぶ声があった。桜と同じ料理部の女子生徒なのだろう。一応礼節を弁わきまえて上級生の教室に簡単に入ろうとしないところが初うい々ういしかった。


    「ごめんお兄ちゃん、わたし友達待たせてるから……絶対に怪け我がしないでね！」


    「ああ、行ってこい」


    「……あ。ところでお兄ちゃん」


    　去り際、何かを思い出したように桜が振り向いて言った。


    「今日の夜、サナちゃんはどうするつもりなの？」


    「まあ……事情を話してる人もいないし……親父おやじは出張中で都合もいいし……何より本人が僕から離れたがらないだろうから、今晩もうちに泊まるんじゃないかな」


    「え」


    　桜の身体からだにびくん、と緊張が走った。


    「もしかして、サナちゃんとお兄ちゃんが、一緒に寝るの？」


    「うん」


    「一つ屋根の下で？」


    「──まあ、成り行き上しょうがないだろうな」


    　──すると、桜の表情がみるみるうちに変わって、涙のない泣き顔が断末魔のような絶叫をあげた。


    「いやああああああだあああああああ!!」


    「うっ！」


    　来たか!!　発作が！　ここで!!


    「落ち着け！　桜さくら！　大丈夫だ！　大丈夫だってば！　何もないって!!」


    「お兄ちゃんの貞操が、危ないいいいいいいいいい！　お兄ちゃんの、童貞！　お兄ちゃんの童貞、食べたかったよおおおおおおおおお」


    「……」


    　公衆の面前で人の性事情を絶叫しないでいただきたい……。


    　まあ、正直桜のこういう人前での発作も初めてのことではなかったのだが（例：「お小遣い貰もらったお兄ちゃんは今日このまま性サービス産業に向かうんだあああああああ」）、さすがに学校で童貞連呼はきつい。


    「あ、あわわ！　し、失礼します！」


    　その時、廊下で待っていた桜の友達が、恐る恐るといった感じで入ってきた。


    「さ、桜ちゃん、行こー、部活行こー……」


    「いやあああだああああああ！　四十八手暗唱するうううううう！」


    　桜の友達が、錯乱状態にある桜を無理矢理羽は交がい締めにして、ずりずりと引っ張っていく。


    「時雨しぐれ茶ちや臼うすうううう！　虹にじの懸け橋いいいい！　ひよどり越えの逆落としいいいいいいっ!!」


    「あ、あわわわ！　ほら！　は、恥ずかしいし先輩たちに迷惑かかってるよ！　正気に戻って、桜ちゃん！」


    　誰だれかうちの従妹いとこをいい病院に連れていってあげてください……。


    「ええと……君、ごめんね……桜をよろしく頼むよ……」


    「はい！　桜ちゃんのどうて……あ、あわわ、違う！　桜ちゃんのお兄さんすみませんでしたー！」


    「……」


    　今、君も一瞬酷ひどいこと言いかけたよね……しかも悪意なさそうに……。


    　純粋に後輩の認識にその単語が刷り込まれていたっぽいのが軽くショックだった。
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    　廊下に出て、サナとの合流予定地点の便所前に向かう。


    「唐から人と────────っ！」


    　遠くから僕の姿が見えると、それだけでサナは、ぶんぶんと嬉うれしそうに手を振って向かってきた。


    「どうだっ！　この時間は問題を何も起こさなかったぞ！」


    　えっへん、とばかりにサナが胸を張る。


    「いや、それって別に褒ほめられるようなことじゃないからね……」


    「さ、唐人！　帰るぞ！　なんなら、早速ラーメン屋に寄ってしまうか？」


    「あ、いや。ええと……今日はちょっと用事があるんで……」


    「よし！　付いていくぞ！　そして終わり次第すぐ即行で全速力でラーメン屋だな！」


    　サナは張り切っている。……やはり想像通りめんどくさい。


    「それが、僕一人じゃないと駄目な用事なんだけど……」


    「だったら、私に用事を言ってくれ！　身の危険がなさそうな用事だったら、終わるまでその間待っててやるぞ！」


    　……やべえ。めちゃめちゃ身の危険がありそうな用事なんですけど。


    「ええと……その……」


    　もう、誤魔化しようがない。毒を食らわば皿までだ。大おお噓うそをついてやれ。


    「危ないっ！」


    「ふわっ？」


    　僕は突如サナを抱えて、階段の角に飛び込んだ。


    「ど、ど、どうした、唐から人と!?　敵か!?　て、敵がいたのか!?」


    「危ないところだった……僕たちは監視されている……」


    「だ、誰だれに……！」


    「違う。敵じゃない。『ぼっち連』だ」


    「ぼっち連……？」


    「サナは知らないかもしれないけど、世界的に拡大する無縁社会、その影響によって、今や独りぼっちであること通称『ぼっち』はオリンピック種目にまでなっているんだ。実は……僕がその日本代表候補に選ばれたと先日ぼっち連から手紙が来た」


    「に、日本代表……！　そ、それはかっこいいな！　サムライ唐人だな！」


    「そう……ぼっち日本代表になるためには、体育のペア決めの時に四人余ってるのに一人ハブにされる、ひとり焼き肉＆ひとり誕生日ケーキ、超高速便所飯などの卓越したぼっち実技が必要とされる……だから……一人でいなければいけないんだ……」


    「それはすごいな！　サムライかぁ……ええと……でも……」


    「ん、どうした？」


    　サナの声が、少し暗くなる。


    「そしたら、私これから、唐人のそばにいたらいけないのか？」


    「あ、ああ……」


    　そうして、サナは酷ひどく哀かなしそうな目をした。


    　なんだか、その目を見ているといつまでも純粋な気持ちで噓がつけなくなって。


    「あ、あと一時間ぐらいかな」


    　目を見ずにそんなことを言ってしまった。


    「一時間？」


    「全日本ぼっち連の監視は毎日午後四時から五時までなんだ。だからそれが終わったら……ここで待っててくれたらまた迎えに来るけど」


    　すると、みるみるうちにサナの表情に安あん堵どが広がっていった。


    「……うんっ！　じゃあ待ってるからな！　唐から人と！　頑張ってこいよ！」


    「はは……じゃ、行ってくるよ……」


    　そこで、にこにこと笑いながらいつまでも手を振るサナの表情を見て、僕はほんの少し罪悪感に苛さいなまれるのだった。


    「サナ……あんな適当な噓うそに簡単にひっかかるなよ……」


    　そんな申し訳なさが、少しだけちくりと心に刺さった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　重い足取りで屋上に向かうと、既にずらっと会長の取り巻き連中が並んでいた。


    「あの……会長さんはどこですか？　ええと……増ます川かわ来たんですけど」


    「はっはっは！　待ちくたびれたぞ！　増川唐人！」


    　想像通り、高いところから会長の言葉が聞こえてきた。


    　生徒会長の取り巻きの連中が七、八人。その上に、巫み女こ装しよう束ぞくの会長が相変わらず人力高台の椅い子すに腰掛けながら叫んでいる。


    「あの……やっぱ話し合いで解決できないんですかね？　僕、あんまり女の子と闘う趣味はないんですけど」


    「ふふふ、心配は要らないぞ。何な故ぜだか知らぬが、我われの代わりに闘いたいという猛も者さどもが蠢うごめいておるわ。最初に相手するのは我ではない。我が親衛隊が誇る、四天王だ！」


    　あ、やっぱそういう展開に……え、てか僕一人で来てるんだけど四人と戦うの？　ちょっとしたリンチじゃねえか。


    「生徒会長親衛隊四天王……ってことはあの連中か……」


    　親衛隊連中の後ろを見る。そこには見るからに一ひと際きわ屈強そうな、身みの丈たけ二メートルにも達しようかという大男が四人並んでいた。


    「くっ……！」


    　一ひと筋すじ縄なわでいきそうにない相手に、肝きもっ玉が縮む。


    　そして──


    　すう、と大男の一人が大きく息を吐いた。


    「お願いします！　四天王！」


    「……は？」


    　大男たち四人のさらに後ろから、ひょろ長や小太りの、格闘とは無縁そうな連中が四人、ぞろぞろと歩み出てくる。


    　まず体育用のジャージに、マフラーを何重にも巻いて口まで覆ったひょろ長が叫んだ。


    「ストーキング技術なら誰だれにも負けない！　ニンジャ・服はつ部とり！」


    　モバイルコンピュータを小こ脇わきに抱かかえながら、角張ったメガネをクイッと直す中肉中背。


    「起こした訴訟は数知れずデース！　キャプテン・ゲイツ！」


    　一万円札を下敷きに張り付けて、それで身体からだを扇あおいでいる小太り。


    「金にあかせて示談で解決！　儂わしが金きん腹ぷく満まん丸まるじゃ！」


    　頭髪はウニのようにツンツンに尖とがらせているが、あまり身体を鍛きたえてなさそうなぎこちないＹシャツの男。


    「ぶち殺しても幻想！　下しも条じよう！」


    　四人が、決めポーズを取る。


    「俺おれが……俺たちが四天王だ！」


    「いや、四天王ってお前らの方かよ！　てか、変態四天王の間違いだろ！　後ろのマッチョ連中なんなんだよ！」


    「筋肉はあるが気が優しくて喧けん嘩かとかできない手芸部の連中だ。会長ファンなのは変わりないので悪い虫むし除よけとしていてもらっている」


    　ふと見た手芸部たちは手芸部たちで、まあ、これから血が流れるわよ、闘いが始まる前にここのアスファルトの隅に強く咲いてるお花を移動しなくちゃ、とか抜かしている。


    「お前ら……本気で闘う気なのか……しかも一人相手に四人で……」


    「ふふふ……モファ……もちろんだ」


    　服部と叫んだ男が自信ありげに喋しやべる。ちなみに六月なのに喋る度にモファ、モファとマフラーが暑苦しく揺れる。忍者のつもりか知らないが見た目は完全にただのちょっとアレな人だ。


    「Ｙシャツのやつも……そんなに……貧相な身体で……」


    「馬ば鹿か野郎ぉ！　守るべき正義のために……っ！　俺たちは闘わなきゃなんねえんだよ！　女の子が男といい感じになりそうならすぐにそのムードをぶち壊す！　それが俺たち『恋愛殺しフラグ・ブレイカー』だ！」


    「いやそれただの逆恨みだから。正義じゃないから。てか、たぶん君ただの厨ちゆう二に病びようでしょ」


    　ゲイツもゲイツでＯＡバッグから取り出した何かを右手に装着する。


    「フフフ……我が社自慢のインテリジェント・メリケンサックが唸うなりマース」


    「いや、メリケンサックとか全然インテリジェントの欠片かけらもないから。あと我が社ってどこ」


    　最後に残った金腹が高笑いする。


    「ゲフフ……いいのかね……儂が携帯電話を操作すればこの指一本でマーケットに巨大な金が動くことになるぞ……」


    「もはや君にいたっては決闘にあんまり関係ないよねそれ。あと、君とゲイツくん若干キャラ被かぶってる感あるけどいいの」


    　そして、一巡したところで果てしない小物臭漂う四人はまた決めポーズをつける。


    「一人相手に四人で本気！　卑ひ怯きようさと陰険さなら負けない！　それが我ら櫛くし名な田だ会長親衛隊四天王！」


    「自慢することか！」


    　この四人を相手にしているとツッコミだけで延々かかりそうだった。と、次の瞬間。


    「だから奇襲しちゃうモンネ────────っ！」


    　ゲイツと名乗った男が、ＯＡバッグからスプレーを取り出し、僕の顔面に吹きかけてきた。


    「ぐあっ！」


    　刺激臭のする液体が、とても目を開けていられないほどの激痛をもたらす。


    「ヒャッハーッ！　正義の右手でタコ殴なぐりだぜぇーっ！」


    　くそっ！　あいつらただの面白連中じゃなかったのかよっ！


    　その時。


    「お前ら私の宿しゆく主しゆ様に何してるんだこら────────────────っ！」


    　鈴のような声が、だんだん近づいてきて……風を切る音と共に、打撃音と「うべしっ！」という悲鳴が聞こえた。


    「……サ、サナ……！」


    　だんだんと目が開いてくる。すると、僕の目の前には、クチクラブレードを背中にかけたサナがその小さな身体からだを精一杯に広げ、連中を遮さえぎるように立ちはだかっていた。


    「な、なんだてめぇ！」


    　下しも条じようが焦ったように叫ぶ。ちなみに、さっきの打撃音と共に倒れていたゲイツも、頰ほおを押さえながら立ち上がる。


    　そして──サナは、クチクラブレードを構える。


    「日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆうのパラシスタンス、サナだ！　義によって助すけ太だ刀ちいたーす！」


    　あわわわ。言っちゃった。パラシスタンスって。


    　途端に、四天王及び会長の取り巻きがざわめき立つ。


    「パラシスタンス……ってどういうことだ？」


    「よく解わからないけど……増ます川かわの野郎、櫛名田会長だけでなく、あのめちゃめちゃ可愛かわいい女の子まで誑たぶらかしているって言うのか！」


    「俺おれなんか女の子と話したことすらないのに」


    「俺なんてわざわざ女子トイレの周りの空気をビニールで持ち帰ってるっていうのに！」


    　なんとなく、周囲から四天王を応援するような漆しつ黒こくのオーラが匂におい立ち始める。


    「四・天・王！　四・天・王！　四・天・王！　四・天・王！」


    　ついにシュプレヒコールが始まった。


    　まあ、パラシスタンスの文もん言ごんはスルーされたようで良かった。


    「き、貴君ら何を言っているのだ？」


    　ちなみに困惑する当の会長を無視したまま。服はつ部とりが叫ぶ。


    「くそ……リア充の上塗りとはこのことだな……増ます川かわ、俺おれたちは絶対にお前を倒す！　おい、そこの女子！　俺たちの戦いを邪魔するというのなら、君自身に酷ひどいことをするのも辞じさないぞ！」


    　サナが、僕に寄り添いながら連中に言い放つ。


    「やれるならやってみろ。唐から人とは私が絶対に守る！　まあ、どちらにせよ私の唐人が負けるなんてことありえないけどな！」


    「サナ、お前……」


    　サナが、後ろを振り返って僕に向けて囁ささやく。


    「上で決闘をやっていると聞いたから来てみればこれだ……やっぱり学校は危険な場所ではないか」


    「くっ……ていうか、サナ、クチクラブレード、持ってきてたっけ？」


    「ん？　言ってなかったか？　これ、いつでもいくらでも自分の細胞から作れるんだぞ？　ブレードとか言ってるけどただの棒だからな。ちなみに、宿しゆく主しゆの細胞の一部を混ぜ込むのがオシャレポイントだ。このブレードにも、三パーセントぐらい唐人の十二指腸が混じってるぞ」


    「おぉい！　勝手に臓器提供やめて！　ドナーの意思は！　せめてカード書かせてよ！」


    　なんだか、お腹なかが弱くなったような気がした。──と、そんなくだらないやり取りをしている僕たちを見かねて、服部がメンバーに命令する。


    「金きん腹ぷく！　下しも条じよう！　お前らは女の子をやれ！　挟み撃ちにしろっ！　俺たちは増川をやる！」


    　……いや、さらっと女の子に二人がかりかよ。汚いなさすが四天王汚い。


    「唐人！　私なら心配いらないぞ！　すぐにこいつらを片付けてそっちに行く！　だから戦わず自分の身だけ守っててくれ！」


    「ヒャッハ───ッ！　戦闘再開だぜ───っ！」


    　そして、服部とゲイツが、こっちに向かって攻撃をしかけてきた。


    　くっ。


    　自分の身だけ守ってろって、そういうわけにもいかねえだろ……！　サナは女の子なんだから……なんとか早めに、こいつらを片付けねえと！


    　先ほどスプレーをかけられた視力はまだ完全に回復してはいない。なので僕は、神経を研とぎ澄ます。


    　会長と戦った時や跳び箱を跳んだ時のような『あの感覚』を呼ぶ。……来い……来い！


    　そして──俺の認識、感覚は、高次のものへと掛け変わった。


    「増川あ────っ!!」


    　目を閉じ、奴やつらの動きを、聴覚と風の流れで捉とらえる。


    　三時方向、仰角三十度にてメリケンサックが接近中。


    　その速度から算出し、最も効率的に破壊力を持つタイミングと位置を計測──俺おれは、さほど力を入れず、真まっ直すぐに右の拳こぶしを突き出す。


    「ぐべっ！」


    　それだけで、手に鈍にぶい反応がある。一匹、粉砕。


    「ゲイツーっ！　く、くそっ……」


    　もう一匹も、仲間が倒されたことに怯ひるまず、攻撃を試みてくるようだった。十一時方向。


    「うおおおおおおおおおおおっ！」


    　こちらはさらに酷ひどい。ただ腕を振り回すだけの、隙すきも大きい稚ち拙せつな攻撃。


    「愚鈍な──」


    　暗くら闇やみの中で、光源のようにそいつの描く軌道が想像できる。そこで──俺は算出された最適策に導かれるまま、足を高く上げるだけの前まえ蹴げりを繰り出した。


    「ぶほおおっ！」


    　その蹴りが、予想通りやつの顎あごを直撃した。


    「う……ぐ……」


    　対象が呻うめきながら跪ひざまずいて、倒れる。


    　これで二匹、粉砕。……終了か。あっけないもんだ。


    「ふう」


    　いや。


    　俺の中の、猛たけり狂う部分が、その二匹の骸むくろを見下ろしながらこう言っていた。


    　──生なま温ぬるい。


    　お前、それで本当に満足したつもりなのか？


    　血が、足りない。慟どう哭こくが、足りない。


    　正しい防衛においては、強者は弱者に恐怖を深層意識に染み付かせ、身体からだを徹底的に破壊するべきなのだ。


    　再起不能にしなくていい理由は無いだろう。


    　四肢それぞれ、腱けんを何本か切断でもしておくことにしよう。


    「はは」


    　その酸さん鼻びを極めた光景を想像すると、俺の脳から脊せき髄ずいに抜けるような昂こう揚ようが──


    「唐から人とっ！」


    「おわっ？」


    　その瞬間、ガシ、と後ろからサナにしがみつかれた。


    　それをきっかけに、闘争本能が霧散してしまう。


    「そっ、その力は、一気に使うな……！　な、慣れないうちは……！」


    「……え？　僕──」


    　何か酷ひどいことを考えていたような記憶がある。が、朧おぼろ気げでよく思い出せない。


    　その頭の中の霧を振り払うかのように頭を振った。


    　と、ふとサナがさっきまでいた方がどうなったのか気になって見ると──


    　そこには、四天王残りの二人が、仲良く眠るように倒れていた。


    「あいつらは──」


    「心配ない。みねうちだ！」


    「ああ……なら良かった……てかサナ、お前本当に強かったのな……」


    　そうやって、背中にサナをつけたまま問答しているうちに、悶もだえる四天王たちの一人から突如殺意が立ち昇ってきた。


    「くそおおおおっ！　増ます川かわあああああっ！」


    「!?」


    　ギラリ、と目に光が反射する。


    「刃物っ──!?」


    　たった一人、先ほどダメージの少なかった四天王の服はつ部とりが起き上がり、古今東西の卑ひ怯きよう者の鑑かがみらしく、胸元からナイフを出してこちらに突進してきた。


    「うおおおおおおっ!!」


    　その軌道を予測する。そのまま進むと──僕じゃなくて、サナに刺さる！


    「くそっ！　サナ！　危ない！」


    　僕は咄とつ嗟さに、サナに向かって押し出されてくるナイフの軌道上に、自分の身体からだを押し出した。


    「わっ！　唐から人と！」


    　そして、ナイフが僕の身体に侵入してくる──！


    　と思ったそれよりも一瞬早く。


    「壊裂断片スリヴアー！」


    　サナの側頭部から伸びている髪束、その先端部分が、弾丸のように発射された。


    「うごふっ！」


    　その打撃を全身に食らい、服部はゆっくりと頽くずおれた。サナはふう、と息をつく。


    「唐人……」


    「ああ、サナ、大丈夫か？」


    　サナの身体を気遣って言う。


    「唐人のばか─────っ！　どこの世界に寄生体を庇かばおうとする宿しゆく主しゆが居るんだっ！」


    「ええっ、怒られるの!?」


    　と、そんなところに。天から高笑いが響いた。その声が聞こえた上方に顔を向ける。


    「はっはっは、よく四天王を倒したな、増ます川かわ唐から人と！」


    　椅い子すの上から見ていた生徒会長が重い腰を上げ──


    「そろそろ我われの出番のよ──きゃっ！」


    「え？」


    　上げ損ねた。普段なら会長が降りやすいように椅子を下ろすはずの親衛隊が、今見たものを畏おそれて動作することを忘れていたのだ。バランスを崩した会長が高度二メートルあたりの高さから落ちかける。


    「えっ、えっ、うそっ、やっ！」


    「くっ！」


    　誰だれも動かない。なので、俺おれはその落下予測地点に素早く身体からだを滑り込ませる。強化された身体能力のお陰もあって、緩慢な世界の中、俺は落下してきた会長の身体をがっしりと受け止めた。


    「あ、あわわわあわわ」


    　会長が震ふるえている。


    　……ので、とりあえず床に下ろした。


    「ふ……ふはぁ！」


    「だ、大丈夫ですか、会長！」「す、すみません会長！」「しっかり、会長！」


    　親衛隊連中が、泣きそうな顔で会長を介抱している。


    　会長はと言えば、すっかり戦意というものを喪失したような表情で、ぽかんと座り込んでいる。そして、しばらく経たったあと──


    「ま、増川……」


    　息も絶え絶えの声で、話しかけてきた。


    「ええと……会長、身体大丈夫ですか？」


    「い……いや……た、助かった……ありがとう……」


    「そうですね、できたら、その感謝の言葉の代わりに決闘のことはもう引っ込めてもらえると嬉うれしいんですけど」


    「へっ!?」


    　と言われて、会長は自分がしていたことが何なのかようやく思い出したように顔を上げた。


    「あ、ああ！　そ、そうか、仕方ないな！　今日はこのへんでゆ、許してやるぞ！」


    「……ふう」


    　決闘は終わった。なんとか、被害は最小限で。上出来と言えるだろう。


    「な、なあ増川……貴君、我の親衛隊に入らな……」


    「入りません」


    　すっぱりと断った。


    「く、くそっ、増ます川かわ、我われのことをお、覚えてろ───っ！」


    　めんどくさいな……この期ごに及んで会長がまだ捨て台詞ぜりふを──こう残した。


    「──いい感じに」


    　なんだそれ。いい感じに覚えてないといけないのかよ。難しいなおい。


    　そして会長たちは、ぱたぱたと次々に屋上から降りていき──気が付くと、屋上には僕とサナの二人だけが残っていた。


    「お疲れ、唐から人と」


    「ん？　おお」


    　サナが、話しかけてくる。


    「じゃあ唐人、さっきの続きだけど……」


    　サナは、すう、と大きく息を仕込むと、大きな声で叫んだ。


    「ばかあっ！　なんで一人で勝手に戦うんだ────っ！　勝手に力も使って！　私が守ってやるって言ってるじゃないか！　ばか、ばか、もうばか！」


    　そんなことを言いながら、僕の胸板をぽこぽこと叩たたいてくる。


    「悪い、でも、僕の問題だし、サナに迷惑かけらんないって──」


    「そんなこと言っても、宿しゆく主しゆが死んじゃったら、私も死んじゃうに決まってるじゃないか！」


    「え──そうなの？」


    　そして、ぽこぽこと叩いていた手が、力なく胸にしなだれかかり……。


    「あと……あと……さっき私を庇かばってくれた時も……あんなことされたら……」


    「迷惑だったか。ごめん」


    「迷惑っていうか……ええと……どうしたらいいのかわかんなくなるっていうか……」


    　そしてサナは、両手を後ろに回し、首を傾かしげながら不満そうに呟つぶやいた。


    「……嬉うれしかったんだ……」


    「……へ？」


    「な、なんか嬉しくなっちゃったんだ！　こんなことあってたまるか！　ばか宿主！　いいから大人しく私に守られてろー！」


    　サナが、こちらを睨にらみ付けながら叫んできた。でもまあ、完全に怒りきれていないその顔が逆に可愛かわいげがあるな、と思ってしまう。


    　……あ。くそ。寄生虫なんかに一瞬ときめいてしまった。不覚だ。


    「……まあ……でもお互い怪け我がなかったならいいじゃんか。ってことで手打ちにしようぜ」


    　なので、そんな風に頭を搔かきながら照れ隠しした。


    「あ、サナ、あとさっきの。ぼっち連日本代表っての、あれも噓うそだ。ごめんな」


    「ぬあっ!?」


    　それを聞いたサナの肩が、ふつふつと震ふるえる。


    「や、やっぱりばか───っ！　唐から人となんて、お腹なか痛くなっちゃえ────っ！」


    「あ、いてててて、お腹痛い、暴れるな───っ！」


    　それをバラした後は、本当にみっちりと怒られたのだった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　今日は桜さくらに夕食を作ってもらえない日なので、その後、サナの要望もありラーメン屋に行くことにした。


    　僕がラーメンを食べるすぐ隣で、何も注文せず、ずっと僕の片手を握って美う味まそうな顔だけしている少女のことを店員はじめ周りの客も怪け訝げんな顔で見ていたのが、妙に辛つらかった。


    　帰り道、目をキラキラさせてサナが商店街を歩く。


    「はーっ！　それにしてもラーメン美味かったなー！」


    「何も食ってないくせに、よく言えるよな」


    「んー、唐人が食べてくれるのは私が食べるのと一緒なんだ！　いわば私たちは一いつ腹ぷく同体！」


    「なんか納得いかない……」


    「それにしても、夜の町も明るくなったものだな。昔と大違いだ。人間も下等生物かと思ってたが、意外とやるもんだな！」


    「……なあ、サナ」


    「ん？」


    　この際、疑問に思っていたことをぶつけることにした。


    「サナって、ずっと自分を保って生きてきたんだよな？　最後に人間に寄生したのはどれぐらい前で、どんな暮らしをしてたんだ？」


    「んー」


    　サナは、しばらく考え込むような素振りを見せた後、ぼそりと呟つぶやいた。


    「最後に成虫になって人間に寄生したのは何十年以上前だったかな……よく、覚えてないんだ。というより、できれば、あまり思い出したくないんだ。すまん」


    　──その答えは、意外だった。


    　一体今までサナはどんな──と、深く考えようと思った時。


    「おお！　あれ！　唐人、あの店からいい糖分の匂においがするぞ！」


    　突然サナが、クレープ屋を指差し、涎よだれを垂らさんばかりに訴えかけてきた。


    「……唐人……」


    「はいはい！　解わかったからそんな目で見るな！」


    



    　恰かつ幅ぷくの良いクレープ屋のおばちゃんがクレープを二つ手渡しながら話しかけてくる。


    「はいよ。可愛かわいい彼女でいいねえ」


    「は、はは……」


    　おばちゃん、ちょっと冗談がキツイんですけど。


    「ほら」


    　サナにクレープを手渡す。


    「ぬー、私は食べても食べなくても一緒なのに……」


    「人前で僕だけクレープ食べるの恥ずかしいんだよ。どうすんだよ。捨てちゃうぞ」


    「それはもったいないから食べる……意味のない行為だが……あ、でもその代わり」


    　サナが顔を覗のぞき込んでくる。


    「手、つないでていいか？」


    「ぐっ……」


    「手をつないでくれないとまたお腹なかの中で暴れるぞ」


    　じろりと睨にらんでくる。


    「ああ、解わかったよ！　ちくしょう！」


    　そんなわけで。僕たちは、お互いに近い側の手を繫つなぎながら、逆の手でクレープを持ち合うという、第三者から見たら見事なバカップル状態へと発展したのだった。


    「んー、甘いな！　はうぅ……身体からだがとろけるぅ……」


    「確かに甘すぎる状況だろ……あー……誰だれかに見られたらどうすんだよ……」


    　僕は溜ため息を吐つく。すると、ふいにサナが問い掛けてきた。


    「なあ、唐から人と」


    「ん？」


    「さっきの人間が言ってた、カノジョってどういうものだ？」


    　クレープを噴ふき出した。


    　こいつ、知ってる知らないの基準がめちゃくちゃだな……。仕方ないので、その場で適当に捻ひねり出した答えを告げる。ていうか、付き合ったことのないやつにそれ聞くなよ……。


    「ええと……いつも隣にいて、一緒に色んなことして、一緒に笑ったり泣いたりするのを許された異性……とかじゃないの」


    　すると、それを聞いた瞬間、サナの目が輝いた。


    「ほっ、ほほほほ、ほんとうか!?」


    　まるで、今世紀最大のグッドニュースを聞いたような表情と声で。


    「私、ずっと、そばにいて、唐人のことを守れるのか!?」


    「あ、いや、それは彼女になったらの話で……」


    「わーい、なる！　なる、私、唐人のカノジョになるぞ！　かーらとのかーのじょっ!!」


    　サナがぴょんぴょんと跳びはねて髪の毛をぴろぴろと動かした。


    「ちょ、ちょっと待て────────っ！」


    　大きな声で叫ぶと、怯おびえたようにサナの身体からだがびくっと止まった。


    「な、なに……？」


    「あのな。彼女になるってのはな、双方の合意が必要なんだよ」


    「なんとっ！」


    　サナは一瞬だけ驚きよう愕がくの表情になったが、すぐに気を取り直して。


    「そ、そうか……いざ宣言するとなると少し照れるな……じゃ、じゃあ私からいくぞ」


    　もじもじしてから手を差し出すと、こう言った。


    「……お腹なかの中からやってきました。サナです。カノジョにしてください」


    　そして、掌てのひらをくるりと返される。


    「はい、次、唐から人とのばん」


    「そっ……」


    　そして、何かを期待してわくわく待っているサナに向かって。


    「そんな無茶苦茶な告白シチュエーションに応こたえられるか─────っ！」


    　僕は、今世紀最大の衝撃映像を見てしまった人みたいな声で絶叫した。
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    「はあ……」


    　リバーブのかかった溜ため息が響く。


    　帰宅後、一日の疲れを浄化するように、浴室に入って熱いシャワーを頭からかけた。ちなみに、一人の時は面倒なので風ふ呂ろを沸かさないのだった。


    　それにしても、桜から携帯にメールか何か入っているかと思ったが、未いまだに何もないのが意外だった。部活、長引いて疲れでもしたのかな。


    　そして大変だった一日を洗い落とすようにシャンプーで頭を洗おうかと思った瞬間。


    　背後でバツン、と扉の開く音がして浴室外の空気が背中を冷やした。


    「唐から人とー、私も身体からだ洗いに来たぞ────っ！　むしろ洗ってやるぞ────っ！」


    「ぶはああああああああっ！」


    　サナが飛び込んできた。


    　しかも再びの、フルキャストオフ状態発動！


    「サムライも、丸腰になる入浴時は狙ねらわれる可能性が高いんだ！　私が守ってやるからな！」


    「サムライじゃねええええええ！」


    　サナは、自分の身体を隠そうともしないため、その露あらわになった肉体の膨ふくらみがいやでも目に焼き付いてしまう。


    「うわああああああ！」


    　なんだよこれ！　男が覗のぞかれて焦るとか、普通の入浴シーンと逆だろ!?


    　僕の中の常識がガラガラと打ち壊され、理性と本能のせめぎ合いの果てに脳内の混乱は極限まで達した──


    



    　──そして──


    　まばゆいスタジオライトに包まれる中、解答者席に座った僕に向かって、脳内で司会者が問い掛けてきた。


    「レディ────ス・エンド・ジェントルメ──────ン！　本日、増ます川かわ唐から人とくん高校二年生に挑戦していただくのは、青少年の心搔かき乱す突発性エロイベント、その名もラッキースケベチャンスです！　さーあ増川くん、もう一段階チャレンジしますか、それともドロップアウトしますか！」


    「ドロップアウトします」


    「……おーっと！　よく聞こえなかったあ──っ！　増川くん、ここでいかなかったら男じゃないぞーっ！　さあ、もう一度コ─────ルを─────！」


    「ドロップアウトさせてください」


    　その瞬間、にこやかな表情を浮かべていた司会者が、突然真顔に戻り、スタッフの方に向けてドスの利いた声を出した。

  


  [image: ]



  
    「おい、カメラ止めろカメラ」


    　司会者は、胸ポケットから葉巻（キューバ産ラ・コロナ・コロナ）を取り出し火をつけると、スパーッ、と僕の顔に向けて煙を吐きかけてきた。


    「君ねえ。どうしてここでガーッと押し倒したり揉もんだりしないわけ。せっかくのラッキースケベチャンスなんだよ。番組盛り上がんないでしょ。解わかってんの？」


    「いや、でも……」


    「理由は？」


    「や、でもあの……その子、寄生虫だし……」


    「寄生虫だからってビジュアルは可愛かわいい女の子なんだからさ。いいじゃないガーッと行っちゃえば。こちとらいい画えが欲しいわけよ」


    「そう……ですけど……」


    　その瞬間、脳内司会者が急に焦りだした。


    「え？　スタジオ次の段階に移った？　ちょ、ス、スタジオにお返しします！」


    　え、次の段階って、な──


    　──そして、僕は現実に返る。


    



    「んー、唐から人と、ここ汚れてるぞ」


    「うひい！」


    　サナの指が僕の背中をつつつと撫なでた。


    「あ、あわ、あわわわわわ」


    　背中から伝わる感触に軽くパニック状態に陥る。そこに天啓走る。


    　そうだ！　浴槽に逃げ込めばいいんだ！


    　慌てふためいて僕は浴槽の蓋ふたを開け──


    　た、その瞬間。ものすごい量の水しぶきが上がった。


    「みぃ────てぇ────るぅ────ぞぉ────っ！」


    　シュノーケルを付けた桜さくらが浴槽から飛び出してきた。


    「うぎゃあああああああああああああ！」


    「不純異性交遊はいねがあああああああああああああ！」


    　桜のスク水の全身から滴したたり落ちる水滴と、顔面から伸びるシュノーケルが、蓑みのを着てツノを生はやした秋田のなまはげじみた威圧感で迫ってきて、心臓が止まるかと思った──が。


    「あ──、れ、桜？」


    　なまはげ的な命の危険を感じたのは一瞬。勢いよく飛び出してきた桜の様子がおかしい。浴槽から出てきたはいいものの、ぶるぶると震ふるえて身体からだを押さえている。


    「さ……さむい……」


    「えと、桜さくら、どれくらいそこにいたの」


    「に、にさんじかんくらい……」


    「まあ、そりゃ身体からだ壊すな。昨日の残り湯とは言うけど冷めた風呂にずっと潜もぐってたんだもんな。熱湯コマーシャル以上だよそれ」


    「お、お兄ちゃんの下腹部を見るために労力は惜しまぬ……」


    「下腹部とかいいからもっと身体を大切にしようよ……」


    「ふきゅう……」


    　桜が申し訳なさそうに縮こまる。


    「か、唐から人と、桜は大丈夫か？」


    「ほら桜。サナにも心配される扱いだぞ。な、桜、着替えてすぐ帰ろうな。いい子だから」


    「すまぬ……すまぬ……」


    　意識朦もう朧ろうとする桜を介抱しながら浴室を出る。


    　そして、まあなにはともあれ僕は紳士的にラッキースケベをやり過ごしたのであった。


    「ところでお兄ちゃん……陰部の写メ……略して陰写メ撮っていい……？」


    「だめだ！」
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    　桜を自宅まで送り届けた後、夜も良い頃ころ合あいに更けてきたので、僕は明日の支度や勉強などをしてから眠ることにした。


    　結局、そう易やす々やすと男女が同どう衾きんするのはよろしくない、と身体を張ってまで伝えに来た桜の主張も理解できたので、僕とサナは一つの部屋で寝袋とベッドに分かれて眠ることになった。もちろん、僕が寝袋側だ。サナは必死にその逆分担を訴えたが、僕が必死に固辞した。


    　──そして十分後。部屋には、僕を置き去りにして、一瞬で寝息を立てるサナの姿があった。ちなみに、パジャマも桜のお姉さんのものを借りている。


    「すーっ……すーっ……」


    「なんだよ……守るとかさんざん言ってたわりに寝入り早すぎだろ……」


    　さて。実際に入ってみると、この寝袋という寝具はなかなか暑い。その寝苦しさに、僕は身み悶もだえていた。そして、眠れない理由は他ほかにもいくつか。


    



    　ブーッ。ブーッ。ブーッ。


    



    　あ、また来た。


    　その晩は、メールの着信を告げる携帯のバイブレーターが、ひっきりなしに鳴り響いていた。暗くなった部屋の中、寝袋の中で手をもぞもぞさせ、携帯をパカッと開いてみる。送り主は、桜さくら。メールの中身は、ざっとこんな感じ。


    



    『大丈夫？　お兄ちゃんの童貞だよ？』


    『君子慌てて童貞を捨てず。──中国の故事』


    『統計によると、初体験の充実度は一生の充実度を左右するそうです。最初は焦らず、最も親近感や近親感を感じられる人物などに身体からだを委ゆだねてみるのが良いのでは？　特に四親等程度の傍系親族などが、最も適しているでしょう──匿名リサーチ課』


    『ポイ捨ての前によく考えて！　童貞一時、非童貞一生』


    『不純異性交遊、ダメ。絶対。（※ただし従妹いとこは除く）』


    



    　などといったメールが、ひっきりなしに送られてきていたので、眠るどころではなかった。あとお願いですから童貞童貞連呼しないでください。人間の尊厳を主張したい。


    　それから、眠れない理由もう一つ。


    　桜がこんなメールを送ってきているせいでは別になかったが、僕は悶もん々もんとしていた。とても。


    　改めて、昨日の夜とか、風ふ呂ろ場で見たサナの裸体が思い出されてきて。


    「あーくそ！」


    　寝袋のまま、寝返りを打ってみる。すると、ベッドの上で目を閉じているサナの横顔が目の前にあった。


    「うっ……」


    　心臓が一瞬激しく脈打つ。


    　小さな、やけに美しい生き物がそこにいた。


    　今は大人しく寝息を立てているが、改めて見てもものすごい美少女である。


    　──って、何を意識してるんだ僕は。自分の寄生虫だぞ──？


    「……くそっ」


    　こう黙って悶々としていても仕方がないので、僕はきちんと眠気が訪れるまでしばらく部屋を抜け出すことにした。僕以外に誰だれ一人いない深夜の家の廊下に立つと、森しん閑かんと静まりかえっていて、どことなく恐怖さえ感じる。


    　さて。これから、何をして眠くなるまで時間を潰つぶそうか。一階で明かりを点つけて本でも読むか、勉強でもするふりをしてゲームでも──


    「あ、そうだ」


    　僕は、調べたいことがあったのを思い出した。


    



    　誰だれもいないことを幸いに、普段入れない親父おやじの書斎にこっそり侵入してみた。


    「あ、それっぽい本発見」


    　まず、本棚の目に付くところに、『新寄生虫病学』というタイトルで、緑色の大判の本があったので手にとって開いてみる。目次から探すと、目的である『日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆう』のページにすぐに辿たどり着いた。


    



    【日本海裂頭条虫（Diphyllobothrium nihonkaiense）】


    　擬ぎ葉よう目もく裂頭条虫科に属する。古来より日本ではサナダムシ、寸白（スバク）と呼称されてきた。第一中間宿しゆく主しゆはケンミジンコ類。第二中間宿主はサクラマス、カラフトマスなど。


    　幼虫を内包するケンミジンコを捕食した第二中間宿主の体内で変態し、その皮下や筋肉に寄生する。さらにその第二中間宿主を摂取した終宿主であるヒト、イヌなどの腸部に頭節を固着させ、成虫となり、生活史を完結させる。


    



    　ふむ。


    　概おおむね、予備知識と変わりはない。


    　と、その次の項が気になった。


    



    　【治療法】


    



    　治療、か。それを読んで、改めて本のタイトルに「寄生虫病」と書いてあることに思い当たる。


    　そうか。寄生虫は、病気なんだ。


    　それを思い知らせるかのように、その欄には、寄生虫が見つかった際に飲むべき駆虫薬──通称『虫下し』の名前と分量が、ずらずらと列挙してあった。


    　ちなみに、その他ほかにも周辺にあった寄生虫関連書数冊を読んで解わかったこと。


    　日本海裂頭条虫は、条虫類の中でもとりわけ宿主への害がほとんど見られない寄生虫であること。むしろ寄生虫が寄生することによって、花粉症やアトピーなどアレルギー症状への抑制効果がある、と主張する学者もいるらしい。


    　そして何より、地球環境や食生活の変化、下水道の整備などにより、現代の日本において日本海裂頭条虫は、ほぼ絶滅の危機に瀕ひんしていること。


    



    　──そんな、諸もろ々もろの知識が付いた。付いてしまった。


    「ふう」


    　それらの本を読んでいると、明日──改めて明日の朝、時間があれば綺き羅ら先生に相談しに行くつもりだったが──、綺き羅ら先生に会って僕は何を言えばいいんだろうか？


    　そういった悩みが新しく僕の脳内を駆け巡っていた。
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    　全すべての調べ物を終え、廊下に出ると。


    「うわっ！」


    「お疲れ様、唐から人と」


    　廊下に、サナが立っていて、にっこりと微笑ほほえんだ。


    「……いつから、いたんだよ」


    「ん？　そりゃあ、サムライだからな。ちょっと唐人が出ていったら、起きて守りにくるぞ」


    　部屋を出た時には十二時くらいだったのだが……時計を見ると、現在の時刻は一時をとうに過ぎていた。


    「……じゃあ、一時間以上……ずっとここにいたのか？　入ってくれば良かったのに」


    「いや。私は唐人が守りたいだけで、邪魔したいわけじゃないからな」


    「……そうか」


    　改めて、自分の部屋に入って電気を点つける。


    　サナは、ベッドの上に正座して、ちょこんとこちらを見つめている。


    「……なあ唐人。……どうだったか？　私、今日はちゃんとやれてたか？」


    「ちゃんとって？」


    「唐人を守るのを。一日安心安全だったか？」


    「逆に色々これ以上ないほど大変だったよ……」


    「そ、そうか……」


    　それを聞くとサナは俯うつむいてしょんぼりとしてしまった。


    　だが──ああやって部屋の前で一時間でも余裕で待たれると、本気で僕のためにやってくれているということが解わかるだけに、それ以上無む下げにすることもできずに。


    「ま、でも頑張ってたんじゃないのか」


    　そんな、そっぽを向いたまま褒ほめるようなことを言ってしまった。


    「唐人っ……！」


    　サナの顔が瞬時に上がり──


    「交尾するか！」


    「ぶほう！」


    　精神的みぞおちに重いカウンターパンチが入った。


    「し、しねえよ────────っ！　な、なに言ってんだいきなり！」


    「え？　男は常に交尾を求めていて、交尾したらカノジョになれるんじゃないのか？」


    「どこで覚えたその情報！　しかも……その……それは、順序が逆っつうか……」


    「ん……情報を仕入れようと思って居間から持ってきた本だが」


    　ふと床を見ると、そこにはギャルギャルしいメイクの女性モデルの横に、


    『気になるアイツをライバルから寝取って愛されカノジョになる！　乙女の必ひつ須す夜よ伽とぎテク／最新・妊娠検査薬クロスレビュー[image: ]／付録・くるくる回しておぼえよう　体位早見表』


    　などの見出しが並ぶ、ビッチ力[image: ]あふれる雑誌が無造作に置いてあった。おそらく桜さくらが忘れていったんだろう。てかあいつ、普段こんな雑誌読んでるからあんな言動になるんだろ……。


    「こんな本信じるなよ！　……てかお前、なんでそこまでしてカノジョにこだわんだよ」


    　すると、サナはふっと息を吐いて、


    「……そのな？　その本を読んでふと思ったのだが……寄生せずに生きていけるはずの人間は、なぜそれでも彼女や友達というものを欲しがるんだ？　──それが解わかれば、私の生まれてきた、生きている意味が少し解るような気がするんだ」


    　そんな哲学じみたやけに深遠なことを言った。


    「それは……そいつらがおかしいんだ。一人で生きている方が楽だし迷惑かけないし」


    「でも、さっき私、唐から人とに守ってもらった時……嬉うれしかったぞ？　それに……今日みんなと話してて、楽しかった。唐人は、楽しくなかったのか？」


    「それは……」


    　楽しくなかったって言ったら噓うそになるけど。


    　そんな風に戸惑う僕をよそに、サナは無邪気に微笑ほほえんでいる。


    「……サナ」


    「なんだ？」


    「やっぱり、僕は下の階で寝ても……構わないか？　なんだかんだ言って、サナがそこにいると眠れそうになくてさ」


    「……うむ、わかった」


    　サナが素直なことに助かった。僕はもう少し、一人になって考えをまとめたかった。


    「また明日な。おやすみ、唐人」


    「ああ、おやすみ」


    



    　部屋を出て──階段を下りながら僕は思う。


    　今日、楽しかった、だって？


    　こんな気分は、どれくらいぶりだ？


    



    　確かにサナといる時だけは、何をしてても、自分が迷惑になってる気はしなかった。


    　ま、あいつが周りにもっとでかい迷惑をかけてるだけってことも考えられるけど──。


    



    　──一人で生きようとしていた。


    　波風のない世界、誰だれにも迷惑をかけない世界を望んでいた。


    　全すべてを拒絶して生きる櫂かい実じつを羨うらやましいと思っていた。


    



    　そんな僕が──なんだかんだ言って、この生活を楽しんで、いるのか？


    「……どうかしてるぞ」


    　妄念を振り払う。


    　こんなの、全然僕らしくない。


    



    　そんなことや、今後のことを考えながら──


    　結局、その晩は居間のソファーで朝まで眠ったのだった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　その日の朝は、桜さくらが迎えに来なかった。


    『明日は……いつもの所で……待つ……』


    　スパムかと思われるぐらい大量に届き続けていた桜のメールは、四時頃ごろのそんな力ない文面を最後に、途切れていた。


    　制服に着替えたサナと連れだって待ち合わせ場所に行くと、既に二人が待っていた。


    「今日もおはよう、人間諸君！」


    「みんな、おはよう」


    　僕らが朝の挨あい拶さつを投げると、


    「ういっす！」


    　丈じよう児じがのんべんだらりと返してくる。


    　そして、明らかに一段と暗いオーラを纏まとっている桜は。


    「ウフ、ウフフ……新しい……私の知らないニューお兄ちゃんおはよう……さよならチェリー」


    「桜、そう壊れなくても別に僕どこも変わってないから……」


    　マイナスの方向に針を思いっきり振り切ってぶっ壊れていた。


    「うー、私もわかってるのさ！　一応信じてるから！　でも、ここが痛いのさ！　乙女のここがー！」


    　そう強く叫びながら、桜は胸を押さえた。


    「あ……自分で胸揉もんでたら変な気分になってきた……」


    「丈じよう児じ、こいつを止めるぞ。公衆の面前で自家発電できるようになったら倫理が危ない」


    「は、はは……」


    　そして、僕の腕に後ろから羽は交がい締じめにされながら、桜さくらが言った。


    「な、なにさっ！　だいたいわたしはお兄ちゃんが育ててくれないから来てるか来てないかわかんない第二次性徴にやきもきしなきゃいけないんだよー！　それに比べて！」


    「……ほ？」


    　桜は、びしいっ、とサナの乳を指差す。


    「な、なにさっ、こ、この遊星からのおっぱいＸは！　むき─────っ！」


    「あ、こら、桜っ！」


    　腕を振りほどいた桜がサナに飛び付き、背後にしがみつくとサナの乳を揉もみしだいた。


    「ガハ！　ガハハハ！　見える！　見えるぞ、乳ニユーワールドが！　これぞ巨乳の世界！　拡張巨乳現実・ＫＲキヨニユーメンテツド・リアリテイじゃ────！」


    　もはや桜の言動は権力を振りかざすセクハラ親父おやじレベルまで落ちていた。


    「やっ……やめろ、さく……らっ……あっ……」


    　サナの吐息に甘い声が混じる。あまりにも行きすぎていたので、桜を力ずくで引き剝はがす。


    「桜、公道でやめろ──ーっ！　ってかそれ他人にやったらただの痴漢行為だ───っ！」


    「はっ！　今わたしはなにを……！」


    「その癖くせは忘れろ、そして記憶の狭間はざまに消し去ってしまえ永遠に！」


    



    　──そんな、バカバカしい日常を過ごしながら、なんだかんだで僕らはみんな笑っていた。


    　きっと、楽しいんだろう。こんな日常が続いていくとしたら。


    



    　その時僕は、ある決意を秘めていた。


    　それは、僕たちのこれからの未来に関する一つの決心。


    　今日わざわざ、サナを学校に連れていって相談しようと思っていたこと。


    



    　でもその時の僕は──まだ、学校であんな出来事が起こるなんて想像していなかったんだ。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　校門に着いたところで、桜と丈児に話しかける。


    「なあ、今日もちょっとサナを先生のところに連れていかなきゃいけないから、みんな、先にクラスに行っておいてくれるか」


    「ほいー」


    「了解！」


    　そして、みんなと別れ、サナと二人で保健室に向かう。


    　僕は気合いを入れ直す。今日こそ、保健室に行って、綺き羅ら先生に今後のことを相談しなければいけない。昨日は欠勤だったが、さすがに今日はいるだろう。


    「──サナ」


    「ん？　なんだ？」


    「あのさ──これから、僕の信頼できる綺羅先生っていう人に相談しに行くんだけど、今後どうするか、できれば──先に方向性を決めておきたいんだ」


    「でも、唐から人と……」


    「心配するなって──あのさ、サナ。一つ聞きたいんだけど」


    「なんだ？」


    「お前、高校生になりたい？」


    「えっ──？」


    　僕は尋たずねる。それが、昨日から考えて導き出した結論。こうしてサナもいて、楽しい日常が続いていくなら、それはそれでいいんじゃないか。そして、サナは満面の笑えみで答えた。


    「うんっ！　唐人と──それにみんなと学校にいたいし、授業も！　学食も！　部活ってのも楽しみだ！　私、なりたい！」


    「そうか──じゃあ、できれば──サナもこれからも一緒にいられるように、高校生になれないかなって、綺羅先生に相談したいと思ってるんだ」


    「なっ……！」


    　サナの表情が、ふるふると震ふるえて、泣き出しそうな表情に変わり、


    「唐人ぉ～～～！」


    　小さな身体からだで飛び込んでこようとする。その身体を、頭を押さえて引き離す。


    「だあーっ！　落ち着け！　人がいるだろうが！」


    「あははっ！　唐人っ！　えへへっ！　唐人が私のこと認めてくれたぞっ！」


    「認め……まあ、そうなのかな」


    　若干癪しやくではあるけど。


    「カノジョになれる日も近いか？」


    「それはない」


    「な、なぜっ！」


    「だって……お前僕の寄生虫だし……」


    「寄生虫じゃないって言ってるのに───っ！　パラシスタンス───！」


    　その時。


    　背後で、ドサリと物が落ちる音がした。


    　振り向く。


    「……櫂かい実じつ？」


    　そこには、今登校してきたのか、鞄かばんを取り落とした櫂実が、呆ぼう然ぜんとした表情で立ち竦すくんでいた。


    「櫂実、おはよう……ってかどうしたんだよその顔、信じられないものでも見たような──」


    「……今、なんて……」


    「え？」


    　サナが言ってたことを、聞かれた？　『パラシスタンス』って言葉を──でも、今までその意味が解わかったやつなんていなかったから問題はないはず──


    　サナが、櫂実の前にすっと出て、再び言い放った。


    「何か用か？　日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆうのパラシスタンス、サナだ！」


    「わー、馬ば鹿か！　そのことは伏せとけって……」


    　ま、でもきっと、櫂実も狐きつねにつままれたような反応を──


    　だが、櫂実の反応はこちらの思惑とは全く違っていた。


    「……この……恥知らずっ……！」


    「えっ？」


    　ぞくりと寒気がした。この櫂実は──いつもと雰囲気が違いすぎる。


    　その違和感を脳が処理する暇ひまもなく──


    　櫂実が、突如、スカートをめくり上げた。ぶわ、と花弁のように黒い布が広がる。


    　薄暗い感じの三角形の布が、股こ間かんに見えたような気がした。


    「のわわわわっ！」


    　堂々とパンチラ……いや、チラどころの話じゃ──


    　だが。次に視界に入ったのはそれよりも、ずっと意外なものだった。


    「え？」


    　太ももに括くくり付けてあった、一丁のハンドガン。それを、櫂実はカチャリ、と手に取った。小さな、やけに古めかしい銃。本物なわけはない、と思うが──


    「恥知らずのパラシスタンス……許さない……よりにもよって増ます川かわ君を……」


    　櫂実が、呟つぶやく。その声には静かな怒りが込められているような気がした。


    「な、なあ、櫂実。一体どうしちゃったんだよ。それにその銃──」


    「唐から人とに銃を向けるな────っ！」


    「おい、サナ！　やめっ……」


    　櫂実が咄とつ嗟さに銃を構えようとする。だが、サナの身体からだがそれより一瞬速く跳躍して、その銃を叩たたき落とした。


    「……っ」


    　廊下を滑っていく銃。カラカラと、乾いた質感の音が響く。


    　あの軽い音に鑑かんがみるに、やはり本物の銃だったとは思えない。なら、なおさらあの行動にどんな意図があったのか不明になるのだが──


    「……不覚……」


    　櫂かい実じつは、まだこちらに対する敵意を失っていなかった。


    「なら……直接……行く」


    　そして、ゆらりと動くと、次の瞬間、櫂実の身体からだが一気にこちらに向かって距離を詰めてきた。変わらずに敵意を張り詰めたまま。そして──異常に速い。


    「え？」


    　意味が解わからない。


    　なんで、いきなり櫂実に攻撃されているんだ？


    「唐から人と、危ないっ！」


    「え、わわわっ！」


    　その時、サナの咄とつ嗟さの判断で、僕の身体からだは真横に蹴けり飛ばされた。次の事態を予測し、恐怖した身体が勝手に目を閉じてしまう。


    「ぐはあっ！」


    　どん、と大きな音を立てて背中に壁が直撃し、鈍い痛みが走った。


    「ぐ……サナ──」


    　衝撃の瞬間に閉じてしまっていた目を開く。すると──そこには信じがたい光景が広がっていた。サナがクチクラブレードを抜き放っていて──それと対たい峙じするように、櫂実の左手が高速で回転してクチクラブレードと切り結んでいた。


    「なっ！」


    　櫂実の左手首から先は、まるでドリルのように回転し、肉眼では動きを捉とらえることができない。


    「か、か、櫂実、なななななな、なんだよそれっ！」


    　その質問には答えず、櫂実が憎々しげに呟つぶやく。


    「最近の増ます川かわ君の変化の裏には……やっぱりそういうことがあったの……」


    　その左手は高速回転を維持したままクチクラブレードと嚙かみ合い、歯医者にでもいるような甲かん高だかい回転音と研けん削さく音が周囲に響く。


    「くっ……やあーっ！」


    　サナが、櫂実の攻撃を受け流して側方にベクトルを変える。


    　そのまま櫂実の左手が、廊下の壁に流れる。ボゴォ！　という派手な音と共に石片が周囲に飛び散って、鉄筋コンクリートが大きく抉えぐれた。


    「うわっ！」


    　パラパラと音を立てて粉ふん塵じんが周囲に広がる。


    　櫂かい実じつは、壁に突き刺さった左手を強引に抜き取ると、そのままサナに目線を落として言った。


    「次は……外はずさない……」


    「……っ……！」


    　サナが、櫂実から距離を取るように大きく後ろに跳躍し、後ろ足で壁を蹴けって体勢を整える。


    「……サナっ！」


    　僕は慌てて身体からだをサナと櫂実の中間に滑らせ、両手を広げて櫂実に向かって叫んだ。


    「かっ、櫂実！　やめてくれよ！　なんで、なんでこんなことするんだよ！」


    「増ます川かわ君……そいつが何なのか、本当に知ってるの？」


    「……パラシスタンスっつうんだろ！　違うのか！」


    「……足りない……」


    　櫂実が、僕の頭を通り越してサナに向かって問い掛けた。


    「貴女あなた……本当に、増川君に『全部』を話したの？」


    「……」


    「サ……ナ？」


    　後ろを振り向くと、なぜかサナが悔しそうに、歯は嚙がみしていた。


    「くっ……！　よく解わかんねえけど……後で話は聞くさ！　櫂実、これ以上サナを攻撃するってんなら、女の子だろうと本気で止めるぞ！」


    「増川君は……騙だまされている……」


    「だから……さっきから言ってることが解らねえって！」


    　さっきからの櫂実の言葉の真意と、なぜか悔しそうに歯は嚙がみするサナの態度は気に掛かった。だが、とりあえず事態を収束させるには、戦うしかない。そして、今の僕にはそれだけの力もあるのだ。


    「唐から人とだめだっ！」


    「なっ！」


    　後ろから、しがみつかれるような感覚があった。


    「唐人！　唐人は戦わないでいいよっ！　私が戦うから……！」


    「何言ってんだよサナ。この力があれば……！」


    　僕は腰を低く落として、来きたるべき意識の「掛け替え」に備えて、精神を統一する。


    「サナに頼らねえでも解決してみせらあ……っ……！」


    　全身の毛がよだつ。


    「がああああっ……！」


    「きゃあっ！」


    　しがみついて来ていたサナさえも振り落とす。


    　──それをきっかけに。俺おれという存在は高次へと完全に掛け変わった。


    　血液が高速で巡るような全能感が全身を満たす。豊ほう穣じような神経伝達物質の交換が、精神を高揚させる。理性、恐怖心さえも凌りよう駕がして、俺は一個の闘争本能そのものに変化した。


    「はっ……はは……」


    　なぜかこの瞬間、俺の口こう腔くうから漏もれるのは笑えみを含んだ吐息。


    「……増ます川かわ君。……それは、良くないもの……」


    「でも、いい気分だぜ。感謝しねえとな、この力に」


    「……どいて」


    「どかねえ」


    「怪け我がする」


    「痛かねえよ」


    　引かない。


    　撤退という選択肢は、存在しない。


    「……っ」


    　業を煮やした櫂かい実じつが、再び左手をドリルにしたまま、こちらに手刀を繰り出してくる。先ほどとは違い、穿せん孔こうを目的としない弾はじき飛ばすためだけの攻撃。おおかた俺の命でも気遣っているのだろう。だが、愚策だ。


    　櫂実の手刀が当たる直前。


    　俺は、世界の時間を少しだけ緩くした。


    　──といっても、絶対時間に干渉したわけではない。


    　何回かの戦闘で、俺も少しずつこの能力の正体と使い方が解わかってきていた。


    　時折、世界が遅く見えることがあったのは、俺自身の動体視力と処理能力が極端に強化され、体感時間が何倍にも引き延ばされていたからだった。


    　世界全体が処理落ちを起こしているのだ。いわば、【擬速世界トウロンプ・ル・モンド】とでも言ったところだろうか。


    　だから、櫂実の振り下ろした腕を、止まりきったように怠惰な世界の中、確実に無駄のない動きで捌さばいた。


    「！」


    　攻撃対象を見失った櫂実の腕が空を切り、体勢が崩れる。


    　今が、カウンターに転じる好機であると闘争本能が判断した。ならば、応こたえる。速度から破壊力に意識を振り分けるため──俺は上腕二頭筋を限界を超えて凝縮させ、拳こぶしに渾こん身しんの力を乗せて振り抜く。


    「おおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　急激で過剰な筋肉の収縮に、腕の腱けんが数本損傷したことを知覚。だが、肉体の痛覚は遮断されており、破壊力にも変わりはないと予見された。


    「……っ……」


    　櫂かい実じつもさるもので、俺おれの動きに辛かろうじて付いてきていた。俺の攻撃を紙かみ一ひと重えで回避する。そして、強引に振り抜いた俺の拳こぶしは、廊下に据え付けられていた消火器のボトルに直撃した。


    　パン！　という爆発音と共に、廊下全体に白い消火剤の粉末が散布され、辺り一面が白く靄もやがかったように霞かすんだ。


    「はは……ははははははは……ん？」


    　その混乱の中、ふと腕を見ると、自分の切れた血管から血が滲にじんでいた。


    「ははは」


    　血液の臭においが、原初の闘争本能を呼び覚ます。


    　激情と全能感の相乗は、俺に止とめ処どのない歓喜と興奮をもたらした。


    「ははははははははは」


    「唐から人とっ！　やめてくれ……！　私なら、自分で身を守れるから、だから……」


    　背後からサナの悲痛な叫びが聞こえる。


    　聞こえるだけだ。虚うろの中に反響した風が抜けるように俺の心にまでは届かない。


    「やめねえよ」


    　確実に相手の息の根を止めろという、俺の深い部分、もう一人の俺からの声に俺は応こたえる。


    　相手がまだ躊ちゆう躇ちよしているこの機を逃さない。


    　そして、櫂実に追撃を行おうと足を踏み出した瞬間──


    　再び背中にしがみつかれるような気配を感じた。


    「唐人、やめろよ！　お前、何やってんだよ!!」


    　最初はサナかと思った。だが、何やら声の質が違う。もっと野太い。どちらにせよ、普通の人間の声であることに変わりはない。


    　その個体は、俺の肩を必死に押さえ付けてくるが、今の俺にとっては児じ戯ぎに等しかった。


    　腕力によって排除することが可能と判断し、実行に移す。


    「うるせえ、よ……っ！」


    　俺は、その肩を摑つかむ右手を取ると、力任せに前方に向かって投げ飛ばした。


    「う、うわっ、唐人おおおおお────────っ！」


    　その個体の喉のどを震ふるわせる絶叫が響く。


    「……え？」


    　そして、ようやく晴れてきた視野から入った情報は、今放ほうり投げた個体の名称を認識にようやく結びつけた。その瞬間、俺の意識が僅わずかに平静を取り戻す。


    「丈じよう……児じ？」


    　宮みや入いり丈児が、宙を流れていた。


    　残酷にも、パラシスタンスの能力は注視したその物体に対してスローモーションで行く末を映し出す。そして、恐怖に歪ゆがんで見開かれた丈じよう児じの目が、そのまま遠ざかり──


    　少し先の廊下の壁にぶつかり、床に激しく叩たたき付けられた。


    　ボギ、と骨が折れるような音がした。


    「ぐあああああっ！」


    　苦く悶もんに呻うめく丈児の声が谺こだまする。


    　そして──その悲鳴で俺おれは正気を取り戻した。自分を置き去りにしていた時間が、やっと正常に流れ出す。


    　周囲を見渡す。


    　いつの間にか、人が集まってきて、ざわざわと何事かを話している。


    　さんざんに破壊され、白い粉末が撒まき散らされた廊下の片隅には、無表情で立ち尽くす櫂かい実じつ。


    　背後を見ると、泣き出しそうな顔をしたサナ。


    　そして、少し離れた場所には、腕を押さえて蹲うずくまる丈児。それを見ていると、先ほど投とう擲てきされた際に浮かべた丈児の恐怖の表情が脳裏に蘇よみがえってきて──


    「え…………？　俺……が……？」


    　俺は何もできずにただその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。


    「じょ、丈児くんっ！」


    　その時、人ひと混ごみを搔かき分け、丈児と一緒に来ていたらしい桜さくらが丈児の元に駆け寄った。


    「あ……い、痛ぇ……」


    「じょ、丈児くん大丈夫？　大丈夫？」


    　俺は、現実感なく、ただ腕を押さえて悶もだえる丈児の姿を見下ろしていた。


    「おい、誰だれか保健室だっ！」


    　誰かが、そんな風に叫んでいるのが遠くから聞こえる。


    「俺……なんで……なんでこんな……ことを……」


    　よろよろと後ろに蹌よろ踉めいて壁に背中を付けると、俺は自分の手をそっと見下ろした。


    　友人を傷付けた手を。


    　自分のしでかしたことを受け入れるのに、勇気が必要だった。


    　俺は──俺は何をやっているんだ？


    　こんなことが起きないように、誰にも迷惑をかけないように、誰とも深く関かかわらず生きてきたんじゃないのか？


    「……増ます川かわ君」


    　その時。傍そばに寄り添ってきた櫂実に、声をかけられた。そういえば俺、こいつも傷付けようとして──


    「櫂実……ごめん……俺……」


    「気にしないで……せっちゅうはダメージもないし……それに……これでやっと、増ます川かわ君にも解わかってもらえたと思うから」


    　解る、って……？　そういえば先ほどはスルーしていたが、左手のドリルのことといい、俺おれは櫂かい実じつという子が一体何者なのか解らなくなっていた。そんな戸惑いの中、櫂実は俺に再確認するようにこう告げた。


    「さっき、なんでこんなことするのか、って聞いたでしょ……」


    「え？　あ、ああ」


    「それは、パラシスタンスが、呪のろわれた存在だから」


    「呪われた存在……？」


    　そして櫂実は、ぴしり、とサナの方を指差した。


    「そいつは寄生すると……人間の心を破壊するの」


    「なっ……」


    　指先を辿たどってサナの方に向き直る。サナは、まだ青ざめたままで立ち竦すくんでいた。


    「噓うそだと思うなら……本人に訊きいてみればいい……」


    「サナ……今の話、本当……なのか……？」


    「ちっ……ちがっ……わ、私…………今度だけは……違うようにって……が、がんばっ……」


    　サナは、やっと正気に返ったようにあたふた弁解するが、どうにも要領を得ない。


    「いいから答えろよ！　こんなことになっちまってるのっ！　お前のせいなのかよ！」


    　そう激げき昂こうした瞬間、びくん、と大きくサナの身体からだが震ふるえ──


    「っ……わ……わ─────────んっ！」


    　顔をぐしゃぐしゃにすると、突然その場から逃走した。


    「おい、サナっ……！」


    　急いで後を追いかけようとして、暫しばし逡しゆん巡じゆんする。


    「お兄ちゃん！　丈じよう児じくんは大丈夫！　わたしが見ておく！」


    　桜さくらがこちらを振り向いて言った。折良く、ちょうど保健室からと思われる担たん架かが生徒たちによって運ばれてきたところだった。


    「くっ……悪ぃ！　桜、丈児を頼んだぞ！」


    「うん！」


    　俺は、床を強く蹴けってサナの後を追った。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　校舎の隅、一階の階段の下にある陰になったスペース。その小さな暗がりに、サナは膝ひざを抱えて座っていた。


    「……サナ」


    「……唐から人とぉ……」


    　赤く腫はらした目で、サナはこちらを見上げてきた。


    　こんな状態のサナを追及するのは気が咎とがめたが、なあなあで済ませるわけにはいかない。言葉を選びながら、慎重に初しよ太だ刀ちを打ち込んだ。


    「……なあ、サナ。もう一回訊きく。さっき、櫂かい実じつの言ってたことは、本当なのか？」


    　ふう、と観念したかのようにサナは息を吐き出して言った。


    「……本当……だ。黙っててすまん……パラシスタンスの力は強すぎるから……時々、自分の心のバランスを乗っ取られてしまう人間がいるんだ」


    「心の、バランス……」


    　今までの戦いで、好戦的になっていた自分を思い出す。そして、軽い自己嫌悪に襲おそわれる。


    「唐人は気付いてるか？　自分の呼び方が変わっちゃってること」


    「え……？　俺おれの呼び方……？」


    　言われて、俺ははっと気が付く。


    　──俺？


    　俺は、いつから「俺」を自称するようになっていた？


    　一昨日からの思考過程を、うろ覚えで振り返ってみる。


    　校門前で会長の三さん節せつ棍こんを受け止めた時。


    　跳び箱を側転で跳躍した時。


    　会長及び四天王と戦っていた時。


    　櫂実と戦い、丈じよう児じを──傷付けた時。


    　そして、今もずっと──「俺」だ。


    



    　すぐに、思考回路が繫つながり、その答えを導き出すのに時間は掛からなかった。


    　俺の自意識は──既にパラシスタンスに侵されつつあるんだ。


    「ああ……」


    　目め眩まいがした。


    　俺が。いや違う。ここにいるのは、俺じゃない何かだ。


    　人を傷付けるおそれのある、酷ひどく歪いびつな、化ばけ物ものだ。


    　苦く悶もんの表情を浮かべる丈児を思い出す。ちぐはぐな思考回路が、てんで纏まとまらずに集散する。


    　俺は困惑の中、上空から自分自身を俯ふ瞰かんしていた。この生命活動を営む、俺という憎々しい生命体を悪意を持って眺めていた。


    「唐人──私な──」


    　サナは、唇くちびるを嚙かむと口く惜やしげに俯うつむいた。


    「私な、今までにも何回か人間社会に出てきたことがあって、その度にこんな風に失敗してきたんだ。宿しゆく主しゆの精神が闘争本能に押し切られて……理性を失ってしまうのを何度も見てきた。力を得た代わりにある者は正気を失い……ある者は投獄され……最後には精神を崩壊させた」


    「なっ……！」


    　俺おれは驚きよう愕がくし、激げき昂こうする。


    「そんな……そんなこと……今までひとことも言わなかったじゃねえかよ！」


    「ううん……今までに……それを言ってしまったことで逆に心のバランスを崩した宿主もいたから……どうしても言えなかったんだ……」


    　──知っても駄目。知らなくても駄目。パラシスタンスは呪のろわれた存在。そんな、櫂かい実じつの放った呪じゆ詛そが、じわじわ効いてきていた。


    「私は、私のせいで不幸になった宿主をいっぱい見てきた……。だから、今回だけは自分一人ででも宿主を絶対守ろうって誓って……、頑張ろうとしたんだけど……」


    　目が合ったサナが力なく微笑ほほえむ。


    「ごめん……そんなことを言っておいて……私は結局……唐から人とを傷付けてしまっただけなのかもしれない……」


    　それは、哀かなしい吐露だった。あるいは、精一杯の矜きよう恃じだった。


    　どちらにせよ、その告白はやり場のない思いになってそこらを旋回する。


    「でも……たった一つだけ確かなことは……私はこの何百年……色んな宿主の中を旅してきて……頑張っても逆に嫌われて……化ばけ物もの扱いされて……独りぼっちになって……それでもやっと辿たどり着いた、唐人の腹の中が初めて──」


    　サナは目を瞑つぶって、俺の腹にそっと手を翳かざす。縋すがるように。祈りを込めるように。


    「私にとってあったかい場所だったんだ」


    　もちろん実際の温度のことではないのだろう。それを受けて俺の心は千ち々ぢに乱れる。


    「でも……！　この状況でそんなこと言われたって……！　俺にどうしろってんだよ！」


    　サナは、心の隅々まで裏返すかのように感情を吐き出し続ける。


    「ああ！　解わかってる！　私もっ……どうすればいいのか解らない……唐人が、私を憎むのも解るし……私が宿主に害を与える、呪のろわれた寄生虫でしかないんだとしたら……いない方がいいのかもしれないと考えたこともある……でも、もし……もし、許してくれるのなら──」


    　そこで息が詰まる。


    「なら……？」


    「……もう二度と、唐人の気持ちが壊れないように、哀かなしいことが起きないように、私が唐人を守る。もっと頑張る。守り続ける！　カノジョにしてくれなくても、離れたところからでも、ずっとそばにいて見守り続ける！　だから──」


    　暫しばしの逡しゆん巡じゆん。そして、サナは言葉を押し出した。


    「唐から人との中に、まだ置いておいてくれないだろうか……？」


    　それだけ言い終わると、サナは頭を倒し、俺おれの薄い胸板に押し付けてきた。


    　おそらく、目元を見せたくなかったのだろう。そこには、俺の同情を惹ひいてしまうようなものが流れていると知っていたから。俺の視界にあるのは、側頭部から伸びる二本の長い髪と、いつも通りの強気な物言い。それでも、胸板の振動で、俺はその小さな頭が小刻みに震ふるえているのがわかった。


    



    　だけど──


    　俺はその頭を、ゆっくりと押し返した。


    



    「悪い」


    　そう言われても、俺にはもう──その気持ちに応こたえることが、できない。


    「……もう、うんざりだ」


    　俺は、腹の中身を振り絞るように叫んだ。


    「もうたくさんなんだよ！　勝手に変な寄生虫に寄生されて！　俺が俺じゃなくなって！　あげくには、こんな……こんな……」


    　苦痛に悶もだえる丈じよう児じの姿を思い出していた。


    　荷が重かった。


    　分不相応の力を手に入れて、誰だれかに迷惑をかけてしまう可能性があるんだったら、俺はそれはいらない。


    　ずっとそうやって生きてきたんだ。


    　友達も、彼女も──いつか傷付けてしまうくらいなら、最初から持たないようにって。


    「……そうか……」


    　その答えを聞くと、サナは、弱々しい声で呟つぶやいた。


    「なあ唐人、虫下しという薬があるのを知ってるか？」


    　その言葉をつい最近見たのを思い出す。昨日の、『新寄生虫病学』の本に出てきた言葉だった。


    「……昨日、本で読んだよ。寄生虫を、腹の中から追い出す薬だって──」


    「……病院に行けばあると思う。それを飲めば──私は唐人から出て、他ほかの宿しゆく主しゆを探しに行くことができるぞ。一週間以内ならな」


    「え──？」


    　少しだけ、耳を疑った。


    「……本当に、お前を追い出せるのか？」


    　サナは、何も言わずに、黙って俯うつむいていた。そして数分にもなろうかという長い沈黙の後、その俯うつむいていた顔を上げて、にこり、と笑って言った。


    「うむ。当然の権利で、当然の選択だ」


    　ああ。どうして、そんな顔をするんだ。


    　拒絶、したんだぞ？


    「もともと不法滞在は私の方だからな」


    「サナ……」


    「唐から人と、すまなかったな」


    　そして謝られた。


    　……なんだよ……。謝るなよ……。


    　それじゃまるで……俺おれの方が悪いことしてるみてえじゃねえかよ──


    「……じゃあ……明日にでも病院に行って、虫下しを貰もらうことにするよ」


    「うむ！　あ……できればその時には水洗便所じゃなくて川に流してくれればありがたいな。そしたら、まだ日が浅いから私も卵に戻れると思う。唐人も、私も、元通りだ。もしかしたらまた誰だれかに寄生した後で、どこかで出会えるかもしれないな」


    「そっか……そうなったらいいな。でも、なんかやっぱ汚い話だな。寄生虫って」


    「なっ……！　寄生虫扱いするな───っ！」


    　そして、差し込むような腹痛が起きる。


    「あ、いて、いて────っ！」


    「…………えへへ」


    　サナはそんな反応が返ってくることに嬉うれしそうに笑った。俺も、こそばゆくも悪い気はしない。そんな、いつも通りのたわいもないやり取りが欲しかったんだと思う。──ほんの気休めでも。


    　同時に、さっきからの会話を聞きながら、俺の中で何か引っかかりもあった。が、その真意にまで気付けるほどの余裕はない。


    「ま、でも……きっとお前の行動力なら、新しい宿しゆく主しゆがすぐに見つかるよ。そう祈ってる」


    「きっと私の美び貌ぼうで入れ食い状態だな！　魚だけに」


    「魚にモテて嬉うれしいのかよ！」


    　相変わらずのズレたやり取りが可お笑かしい。


    「あ！　唐人」


    「……なんだよ」


    「追い出してもいいけど……できればその……最後に……ええと……」


    　サナは、もじもじしながら何かを訴えるようにこちらを見てくる。


    「……だからなんだよ」


    「最後にあ、頭……頭撫なでてくれないか……？」


    「は？」


    「あ、頭を撫なでろ！　ちょっとでいいから！」


    　そう言うとサナはとてとてと近寄ってきて頭を下げてくる。


    「それ、なんの意味があるんだ……」


    「……そうするのがカノジョっぽいって、昨日唐から人との家で読んだ本に書いてあったから……」


    　サナは、上目遣いで懇願してくる。無駄に可愛かわいい顔で。


    「はあ……お前、結局まだ、彼女になりたがってたのか……真ま似ねだけだからな」


    　俺おれは仕方なく、溜ため息を吐つき、その頭を鷲わし摑づかみにしてやると、わしゃわしゃと搔かいた。


    「おおー」


    　サナはとろけた表情で笑った。


    「なあ、唐人……私は、いっぱい迷惑かけたか？」


    「……まあな。でも……」


    　この数日に思いを馳はせる。


    「楽しかったこともあったよ……。それは噓うそじゃない」


    　その言葉を聞いたサナの顔が、少しだけ驚きの後、喜びに変わる。


    「それは……嬉うれしいな……えへ……今回は……少しだけはちゃんとできたのかな……」


    　そんなことを言うこの小さな生き物が妙にいじらしくて。俺は思わず頭の上から声をかけてしまう。


    「……なあ。サナ、新しい宿しゆく主しゆのとこ行っても、元気でな」


    「うん……唐人も……。私も唐人と出会ってから、毎日がキラキラしてて、色々なことが楽しかったぞ」


    「……それは何より」


    「ちゃんとご飯食べるんだぞ……」


    「人の栄養吸って生きてる寄生虫に言われることじゃねえな」


    「むー！　また寄生虫って言ったな！　……ふう」


    　サナは軽く息を吐つく。


    「よし。じゃあ、分体の私は人目に付かない場所にでも消えることにするか。ついてくるんじゃないぞ！」


    「……ついてかねえよ」


    　そして、サナは背中を向けて歩いていく。今度こそ。


    　その姿を見ていると、何か言わなきゃいけないような気がする。


    　──なんて言う？


    　だって、寄生虫を排除するのは当然のことだろ。


    　昨日の本で見ただろう？　あいつは──病気みたいなもんなんだ。


    　でも──


    　そんなことを思っていると、サナは振り返り、最後に……また笑いながらこう言ったのだった。


    「唐から人と────っ！　ちゃんと生きて、幸せになれよ───っ！」


    「なっ……！」


    　俺おれは、動けない。あまりにもその言葉の衝撃が大きかったから。


    　あいつは、よりにもよって最後にまで俺の幸せを願った。


    　……それ……一番寄生虫に似つかわしくない言葉だろっ……！


    　サナが歩いていく。俺はそれを、ぼんやりと夢の中の出来事のように眺めていた。


    



    　それから、十分ほどただ立ち尽くしていたのだろうか。


    　俺は、頭の中でぐるぐると後悔と理由付けを廻まわして、それにももう疲れ果てていた。


    「う……」


    　蹌よろ踉めきながら、歩きだす。


    　なぜか、足の震ふるえが止まらない。真まっ直すぐ歩くことなど、できそうになかった。


    「くそ……寄生虫なら寄生虫らしくもっと図々しくしてりゃいいじゃねえかよ……！」


    



    　あの時。


    　サナが、俺に別れを告げた時、確かに、半身が引き裂かれるような苦しみが俺を覆ったのだ。


    　その痛みは想像以上で。


    　どうして、こんなに胸が痛むのだろうかと考えることもできずに。


    



    　これでいいはずだ。


    　最善の選択肢を選んだはずだ。


    　俺は、誰だれも傷付けることのない平穏な日常を。


    　サナには、もっと性根のいい宿しゆく主しゆを。


    　お互いが幸せになって、求めるものを手に入れられる。


    　そんな、自分で選んだはずの日常なのに。


    



    　どうしてか、俺の心の軋きしみはいつまでも止まることはなかった。
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     第三章　パラサイト・ユアサイド


    



    　もう部活もとっくに終わっている時間帯で、校舎内にはほとんど生徒は残っていなかった。


    　俺おれは蹌そう踉ろうとした足取りで、保健室に向かう。あれだけのことがあった後なのに、校舎内は既にいつもと変わったところのない状態になっているように思えた。


    　だいぶ日も沈みかけていたはずだが、保健室にはまだ明かりがついていた。


    　扉を、開く。


    「……綺き羅ら先生」


    　中には、突然の来訪に驚く様子もなく、綺羅先生がいつものように黒いタイツを履いた艶なまめかしい足を組んで椅い子すに座っていた。


    「来たわね、暴力生徒」


    「う……」


    　キツい言葉を投げかけられる。が、その言葉尻じりには叱しつ責せきするような意味合いよりも、茶化すような意味合いが強く込められているのが解わかったので、なんとか踏み留とどまることができた。


    「綺羅先生……俺…………」


    　そのまま、よろよろと綺羅先生のところに近づく。と、その時。


    「唐から人と、お尻しり。爆弾付いてる、爆弾。爆発して死ぬわよ」


    「え？　は？」


    「ちょっと、そっち。そっち向いてそっち」


    　言われるがままに後ろを振り向く。その瞬間。


    「シャキっとせんかいオラァァァァァ!!」


    「いったああああああ!!」


    　突然、ケツを全力でビンタされた。パァン！　という甲かん高だかい音の残響と共に、叱しつ咤たする絶叫に近い声が鼓こ膜まくをビリビリと震ふるわせる。


    「はい、爆発しました」


    「いっ……いきなり何すんですか────っ！」


    　まだヒリヒリする尻を押さえながら、真顔でそんなことを言う綺羅先生に抗議する。と、綺羅先生はにっこりと微笑ほほえんだ。


    「……どう、落ち着いた？　話はできそう？」


    「あ……え……」


    　確かに気が付けば、驚きのあまり先ほどまでの不安が取り除かれ、フラットな気持ちで綺羅先生と対たい峙じすることができていた。


    「あ、ありがとうございます……」


    「そんな死にそうに暗い顔すんなや、あたしの前でさー、辛しん気き臭くさい」


    　ああ。いつだってこの人は俺おれを引き上げてくれるんだ。なんだかんだで、いつものペースで話を進めてもらえていることに安心し、感謝した。


    「まず事務的な話からするわね。とりあえず事件の後処理から。まずあなたの起こした暴力事件に関係していたと思われる謎なぞの女生徒なんだけど、行方ゆくえ不明につき現在捜索中。制服を着てたからうちの生徒とは思うんだけど。一体、どういう関係なの？」


    　──サナのことだ。


    「………………あいつは──もういなくなりました」


    　長い沈黙の後、何を話そうか迷ってそれだけを伝える。その逡しゆん巡じゆんを、綺き羅ら先生も汲くみ取ってくれたようだった。


    「ふうん……ま、その件は後で聞くとして。とりあえず続きね。櫂かい実じつさんは、怪け我がも特になかったから大丈夫。彼女の処遇もこちらで決めるわ」


    「あ、櫂実は──」


    「亜あ須す香かのこと、気になる？」


    「え？」


    　なんで、櫂実のこと名前で──


    「もう少しね。もう少し経たったら、たぶん教えてあげられるから」


    　その目に、一言で言い切れるものじゃないから、とでもいうような複雑な視線を感じた。……どういうことだろう。綺羅先生は、櫂実の何かを確実に知っているのだろうか？　ただ、今は教えられないと言う。そのつながりも、今の俺には解わかりそうもなかった。


    　──でも、それよりも、俺が気になるのは──


    「次、丈じよう児じ君の話ね。あなたも──一番気になってるのは、彼の安否なんじゃないかしら？」


    「！」


    「丈児君は──先ほど搬送された病院で──お医者様も手を尽くしたんだけど──力及ばずに──うっ……」


    　そこまで言うと綺羅先生は、くるり、と顔を背け、口を手で押さえた。


    　え？　そんな──　まさか──　噓うそ──だろ──


    「お尻しりが──二つに割れてしまったわ──」


    「は？」


    　綺羅先生は真顔に戻る。


    「……冗談よ」


    「ひ、人の生き死にで遊ばないでください不謹慎な!!　こっちは気が気でないのに!!」


    「ごめん。では仕切り直して」


    　そして、綺き羅ら先生は咳せき払ばらいしてから、厳おごそかに口を開く。


    「丈じよう児じ君なら、さっき病院に搬送されて──念のため精密検査がてら入院することになったわ。でも、腕の骨折ぐらいで済んでるみたいだから、命に別状はないはずよ」


    　命に別状はない──。それを聞かされた時、まず素直に、「よかった」と安あん堵ど感が全身に広がった。その直後、加害者のくせに喜んでいる場合じゃないだろ、と自責の念が追随してくる。でもまあ、不幸中の幸いというやつか──


    「ちなみに、腕を骨折した場合、入院中に看護士さんに性的な事象を頼むと何とかしてくれるみたいな都市伝説を教えたら、喜んで入院していったわ」


    「また風評被害に繫つながる胡う散さん臭くさい話を」


    「実はそこの病院、男性の看護士しかいないんだけど」


    「ひでーや」


    「逆に何かに目覚めるかも」


    「ポジティブシンキングにも程がある！」


    　でもまあ。そんなたわいもない話を、丈児がしてくれていたことに少しだけ救われた。


    「桜さくらちゃんが病院に付き添って行ったから、詳しい情報は後で桜ちゃんに聞いてね」


    「そうですか……ありがとうございます──」


    「──はい、これで事務的な話はおしまい」


    　綺羅先生は、ぱん、と手を叩たたいた。


    「ま、悪いようにはしないからこっから先は、綺羅先生じゃなくてあなたの綺羅さんと話してるつもりで答えてよ。あたかも母性という名のフェイクファーで包み込まれるかのように」


    　フェイクすか。駄目じゃないですか。


    「──一体、何があったの？」


    　そんなふうにいきなり直球で、綺羅先生は簡潔に尋たずねてきた。


    「何って──」


    「事件当時の状況を目撃した他ほかの生徒にも色々状況を聞いてみたんだけど──どうも、普通のケンカや暴力事件とは全然違うのよね。あなたたちが人間とは思えない動きをしていたという証言もあったし、現場で破損した数々の物的証拠は、まるで人間が起こしたとは思えない惨状だったわ。何よりあなたが急に丈児君を投げとばすほどの激しい喧けん嘩かをするのも理解できない。だから──書類上では、事故っていう風に処理しました。友達同士で遊んでて不幸な事故が起きたって。だから、職員会議もこれからだけど、あなたがそれで自分を許せるなら、学校からの処分は厳重注意と数日間の停学及び自宅謹慎で済むと思う」


    「え？　それは──」


    　思ったよりも軽くて、驚きよう愕がくする。


    「ま、生徒会長の進言もあったし」


    「──会長が？」


    「うん。生徒会長がね、あなたを庇かばってくれたのよ。増ます川かわという生徒の事件に関しては特例で寛大な措置をお願いしたいと。元はと言えば、自分も増川という生徒に先日決闘を申し込んだ以上、彼を暴力事件で処分するなら同じ措置を執ってほしいと。で、家ぐるみの権力までちらつかされちゃあ、そうするしかないわね」


    「でも、でも、俺おれは──」


    　その処分は──、甘い。軽すぎる。


    　俺は、罪を受けるべき人間なのに。


    「ええ、あたしも納得してないわ。何より、そこには真実が隠されている。──だから、唐から人と、あたしにだけは本当のことを教えて。お願い」


    　綺き羅ら先生は、俺の目を逸そらさずにじっと見据えた。


    「綺羅、先生……」


    　構うものか。もともと、それを話すつもりで、昨日からずっと機会を逃し続けていたにすぎない。この人なら、信頼できる。俺の恩人であり、擬似家族なんだ。だから、俺は──言葉を選びながら、そっと切り込んだ。


    「先生は、パラシスタンスと呼ばれる生物に──聞き覚えは、ありますか」


    　その質問を受け止めると、綺羅先生は「──そう」と呟つぶやき、溜ため息を一つ吐ついた。


    　そして、窓を確認してからおもむろにカーテンを閉める。まるで、これから人に聞かれてはいけない話でもするかのように。


    「そんなことじゃないかと、思ったのよね」


    「えっ……？」


    「あたしね、昔、あなたのお父さんと一緒の研究所にいたの」


    「知ってます」


    　だから繫つながりができて、綺羅さんは親父おやじの代わりに、俺の面倒を見てくれていたんだ。でも、なんでそんな昔の話を──


    「研究題目は、『新型有意識特殊寄生虫の生態及び罹り患かん時の臨床症状』。──あの頃ころあたしたちは、通称『パラシスタンス』と名付けられた生物の研究をしていた」


    「！」


    「ま、それで、そのうちどうしても許せないことがあって、あたしは辞めちゃったんだけどね。ま、ぶっちゃけ辞めたってかちょっとやばいことやって逃げてんだけど。現在進行形で」


    「そんなことさらっと言っていいんですか」


    「へへへー。ま、でもパラシスタンスについて、ある程度の生態なら把握してるつもり」


    　綺羅先生は、そっと、まだ啞あ然ぜんとしている俺の腹部に、手を当てた。


    「もしかして、ここにいるの？」


    「──はい」


    「廊下で目撃されてた謎なぞの女生徒ってのも、その子なのね」


    「そうです」


    　もう、隠す理由も必要もなかった。俺おれは自分のＹシャツを捲まくり、腹部を綺き羅ら先生に向けて露出する。そこには、縦に十センチほどの真新しい皮ひ膚ふができているのが解わかった。


    「ふうん。触っていい？」


    「え？　いいですけど──あっ」


    　その上を、直接指先でなぞられると、ぞくりと全身が総毛立った。


    「──入ったのは、せいぜい一日か二日前？」


    「そうです。一昨日の朝──あいつの卵が入っていたと思われる魚を生食して、その夜、あいつは俺の腹から生まれました。自分は、お前の腹の中にいるサナダムシのパラシスタンス、サナだと言って」


    「じゃあ、まだ定着前ね──」


    　そんな言葉を綺羅先生は呟つぶやいた。定着？　どういう意味の単語だろう。


    「で、それから人型になったサナちゃんがあなたと行動を共にしてたわけだ」


    「はい──でも、この二日間、俺は、時々、俺が俺じゃなくなったみたいに、凶暴性が増していることに気が付きました。どうやらパラシスタンスが入ると、宿しゆく主しゆの精神のバランスがおかしくなるらしくて──だから、今回の丈じよう児じの怪け我がもそのせいで起きて──」


    「寄生生物が宿主の行動や思考に影響を与えるというのは、そう珍しいことじゃないわ。ハリガネムシという寄生虫は、宿主のカマキリの行動を完全に支配して子孫を残すし、ウォルバキアという寄生バクテリアは、節足動物に寄生し、その性別すら変えてしまうことで知られている」


    「はは……まったく……皮肉なもんですね。やっぱり、分を弁わきまえるべきだったんですよ」


    「どういう意味？」


    「なんていうか、やっぱり、柄じゃなかったんですよ。あんなにも一人を望んでた俺が──サナと関かかわったばっかりに、余計な力を手に入れて。でもその結果、俺は本当の俺じゃなくなってしまって。それで調子に乗って人を傷付けて」


    「それじゃあ、これからどうするつもり？」


    　綺羅先生は、俺に尋たずねた。


    「病院に行って、虫下しというやつを処方してもらって飲みたいと思ってます。それで──これから先も一人で生きていきますよ。たぶんこれで、丈児も俺の友達じゃなくなるだろうし、もっと生きやすくなるかもしれない。誰にも迷惑をかけずに、誰にも邪魔されずに。そんな完結した人生を送るのが──俺の分相応だと思うんです」


    　俺おれは戸惑いながらも、精一杯まとめて捻ひねり出した答えを告げた。すると、返ってきたのは予想外の言葉だった。


    「それで、救われるのは誰だれか、きちんと考えた？」


    「え？」


    　その意味を量りかねて、俺はどぎまぎしながら答える。


    「だから、俺は、一人でいれば、みんなを傷付けなくて済むから……」


    「そのために、パラシスタンスを殺して？　あなたも後ろ暗い気持ちを一生引きずったままで？　その決意が本当にある？　また逃げてるだけじゃないの？」


    「いや、あいつは……サナは、また海に出て卵に戻ります。そういう約束になってますから」


    「……サナちゃんが、そう言ったの？」


    「はい」


    「そう……じゃあ、仕方ないわね」


    　綺き羅ら先生はふう、と息を吐く。そして、くるり、と立ち上がり、デスクの上にある硝子ガラス戸棚を開けると、その奥に手を伸ばし、何やら細長く白い錠剤の詰まった茶透明のビンを取り出してきた。


    「あのね、実は虫下しなら、あたしも持ってるの」


    「えっ──」


    「プラジカンテル。条じよう虫ちゆう用の駆虫薬、しかもそれを特殊に配合した強力なものよ。この薬を飲めば、定着前のパラシスタンスなら簡単に駆虫することができる」


    　綺羅先生は、そのビンを俺の方に差し出し──、それを渡す前に、手が止まった。


    「唐から人と」


    「……なんでしょう、か」


    「その薬を飲む前に、あたしの話を聞いて。その後でなら、いくらでも飲んで構わないから。用法用量を守ってだけど」


    「……はい」


    「さっき、あなたは、本当の自分が消えるのが嫌いやだと言ったけれど、人間の『意思』とはどこにあるものだと思う？」


    「意思……？　それは、当然俺の中に──」


    「例えば、あなたが第三者に出会い、触れ合うことで、今までと違う主義思想を抱いたとする。その場合、元のあなたは第三者に『侵食された』ことと同じにはならないの？」


    「え？」


    　それは──。どこが違うと、聞かれても。


    「例えば、恋をする。その相手のことばかりが、脳裏に焼き付いて離れなくなる。それも、一種の侵食であり、寄生」


    「そんなの──」


    　詭き弁べんじゃ──ないのか、と思う。でも、それに反論する方法は、無い。


    「あなたが、今もあなたであると自信を持って断言できる根拠は何？　その思考の連続性？　今のあなたと同じものが、死ぬまで永遠に保持されていくとでも？」


    「でも──俺おれは、俺だから、俺の意識はここにしかないから」


    「『意識』の境界なんてね、曖あい昧まいなものなの。学者たちが未いまだに研究してるぐらいよ。だから、『自己』というものは、数量で数えるものではなく、範囲、としてみたらどう？　あなたが、守るべきと定めた範囲。そこまでが『自己』。そういう考え、解わかり易やすくない？」


    　そんな、こと、を、急に言われても。俺の自己の境界──？　でも、それは第三者が決めるものでしか──。と、綺き羅ら先生の言葉は、話し始めてから五分も経たたず、俺の思考回路をぐちゃぐちゃに搔かき回していた。


    「あのね。確かにパラシスタンスに寄生されると、精神のバランスを崩すこともある──これは本当。ただし、それはしっかり自分を持っていれば、制御できないものじゃないの」


    「え──俺が、しっかり……してれば……？」


    「人は常に寄生されて生きていくものよ。虫にだけじゃない。──環境にね。人は変わるものと言い換えてもいい。それでも──幻想にすぎない『純粋なあなた自身』とやらを守るために、誰だれかを犠牲にできる？　そして引きこもって、そうすることで何かが解決すると思う？」


    「その──」


    　頭の中がまだ搔き回されたように動いている。その思考の中で。


    「そう言われると──俺は──その──まだ、解りません」


    　正直に、胸の内を吐露した。


    「俺は──サナもいて……みんなもいて。あの時間が、正直その──楽しかったんです。──楽しいと、思ってしまったんです。でも……そうやって、俺が誰かと繫つながることで、誰かに迷惑をかけるかもしれない。傷付けるかもしれない。そんなことが許されるのか──」


    　泣き出したい気持ちと逃げ出したい気持ちで一杯になって、感情と表情をグジャグジャにしながら言う。すると。


    「迷うと、いいよ」


    「わっ」


    　ふいに、香水とシャンプーの匂においが鼻をついた。


    　俺は、綺羅先生の胸に、そっと抱き寄せられていた。白衣の下の柔らかい胸が、今はよこしまな気分にすらさせずに、郷愁を誘う。


    「でも、逃げちゃだめ。しっかり向き合って、考えるの。何を守るべきか、何を貫き通すべきか。それで、覚悟が決まったら、難しく考えずに、あなたがしたいようにすればいいと思う。本当に一人で生きていきたいと思ったなら、薬を飲めばいいし」


    「俺おれの、したいように……」


    「うん。とにかく、その薬は持っていって。無理だけはしてほしくないからさ。なんだかんだ言ってあたしはあなたのことを本当の弟ぐらいに思って愛してはいるんだぜ。どんな結論を出しても、支持するから」


    　そのまま強く押さえられると、ぎゅ、と胸が当たって呼吸が苦しくなる。それはなんだか、子供の頃ころの遠い記憶の底を浚さらうように温かくて。


    　その言葉を、温ぬくもりの中で聞いた。


    「世界はね──過酷なところかもしれないけど──あなた一人の結論を許容できないほど狭いところでもないの。だから──唐から人とは、たった一つ、自分の信じる物を貫けばいいのよ」


    　いろんなことが変わってしまっていても、綺き羅らさんの言葉は変わらず優しかった。


    　悩み事の一番難しいところを破壊して、簡単な形にしてくれてから、そっと差し出してくれるような乱暴な優しさがあった。そのことを嬉うれしく思う。だから、俺は少しだけ前を向いて考える勇気が持てたような気がした。


    「綺羅さん、ありがとうござ──」


    　俺は、名残なごり惜しげに綺羅先生の胸から顔を離す。綺羅先生は、じろりと目を細くしてこちらを睨にらみ付けていた。


    「おいこら」


    「はい？」


    「今、完全にエロガキの顔に戻ってたな。スケベザル」


    「なっ！」


    　人がちょっと甘えてみればその扱いかよ！


    「……なんてな。冗談だよ冗談。素直な子はお姉さん好きよ？」


    　笑いながら、髪の毛をぐしぐしといじられる。


    「どう？　一人で、考えられそう？」


    「はい。あ、あの──」


    　俺は椅い子すから立ち上がり、深々と礼をした。


    「ありがとうございました」


    「家族には敬語を使わないものよ」


    「はは、そっか」


    「ん、唐から人と、ちょっといい顔になったわね。童貞がもったいないくらい。頑張れ童貞」


    「それ……あんまり褒ほめられてる気がしないんでやめてください……」


    　そう言うとまた、綺羅先生はけらけらと笑った。


    「……じゃあこれでいいわ。悩め若者、グッドラック」


    　俺の目の前で親指が屹きつ立りつした。


    



    　保健室を退出した後、錠剤のビンを持ち、歩きながら考える。


    　俺おれはたぶん──大切なものが変わってしまうことが怖かったんだ。


    　だから純粋なままに生きられるよう、人を遠ざけて、生きてきて。


    



    　ただ。


    　胸に手を当てて考えてみる。


    



    　綺き羅ら先生は、俺が守りたいものの範囲こそが自己だと言った。


    　なら、どこからどこまでが俺になって、血肉になって、守って良いものなのか。


    　そのために、何を犠牲にしなければならないのか。


    　俺には、まだ考える時間が必要みたいだった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　綺羅先生に言ってもらったことを頭の中で反はん芻すうしながら、俺は真まっ直すぐ家に帰ってきた。


    　意外なことに。


    　すっかり暗くなった空の下、うちには電気が煌こう々こうと灯ともされていた。ガラガラと引き戸を開けると、とてとてと出迎えが歩いてきた。


    「おかえり、お兄ちゃん！」


    「……桜さくら」


    「丈じよう児じくんの付き添いから帰って待ってたの。丈児くんは大丈夫みたいだけど、なんか鼻の下伸ばして入院するっていうから、ほっといて帰ってきちゃった。さ、晩ご飯も作ってあるよ！　あがって！」


    「そか、何より……てか、あがってって、何度も言うけど俺ん家だからな、ここ」


    　靴くつを脱ぎながら、何気なく下駄箱を見る。


    　そこに、桜から借りていた、サナの靴はない。


    「サナはやっぱ帰ってきてないか……？」


    「……サナちゃん、どこかいっちゃったの？」


    「いや……いないならいいんだ……」


    　そんな風に呟つぶやく俺の表情をちらっとだけ見た後、ほんの少しだけ暗くした顔を取り澄ますように、桜が一ひと際きわ明るく呼びかけてきた。


    「さ、疲れたでしょう。ご飯にしてわたしにする？　お風ふ呂ろにしてわたしにする？　そ・れ・と・も、野外露出プレイ？」


    「ご飯ちょうだい」


    「あいご飯いっちょおおおお！」


    　スルーされた桜さくらが涙を浮かべながら威勢のよい大将のように絶叫した。


    



    「あれ、桜、食卓……」


    「片付けたよ！」


    　リビングに踏み込むと、朝は研究サンプルやシャーレ、ビーカーで埋め尽くされていたテーブルの上がすっかり綺き麗れいなものになっていた。


    「そうか……」


    　つい、今朝までそこにサナがいたのだと思い出す。あるいは、それを思い出させないために桜が片付けたのかもしれない。でも、それは皮肉にも俺おれにとって喪失感を増幅させる仕打ちにしかならなかった。


    「ん、電子レンジ終わるまでちょっと待っててねー」


    　桜はキッチンでピ、ピ、ピとレンジのタイマーを操作している。


    　俺はとりあえず居間のソファーに、どっかりと足を投げ出して座った。


    「ふう」


    　考えることが山ほどあった。


    　手の中にまだ握っていた、虫下しの茶色いビンをまじまじと見つめる。


    「これが……」


    　考える。


    



    　この薬さえ飲み干せば。


    　またこんな風に、日常は続いていく。


    　サナのいない世界だ。


    　……それが、俺の望んでた平穏な世界だったんじゃないのか？


    　俺の望む世界。


    　でも、俺はそのどこにいるんだろう？


    



    　遠くでチン！　と電子レンジの音が、聞こえた。


    「はいお兄ちゃん。ごはん、チンできたよ。性的な意味じゃなくて」


    「そうか」


    「おかずもチンする？　性的な意味でもいいけど」


    「そうか」


    「お兄ちゃん、なんか変」


    「うん」


    「ちくびつまむよ？　せんたくばさみで」


    「うん」


    「こないだちょっと良さそうな電動マッサージ器見つけちゃって、今度お兄ちゃんの貯金で買っていい？」


    「うん」


    「全然聞いてない……」


    「……」


    「むき───！」


    「うわっ」


    　突然、身体からだが傾かしぐ。


    　桜さくらが、ソファーの上で俺おれが肘ひじをついていたクッションを奪い去ったのだった。


    「もう！　ご飯冷めちゃうから！　いいから食事しなさい！」


    「うわ、あててて」


    　桜に耳を引っ張られ、無理矢理ソファーから引き摺ずり下ろされて、食卓の前に座らされる。ほかほかと湯気を立てる白米と、唐揚げの皿が目の前に並んでいた。


    「はい、召しあがれー」


    　しぶしぶ右手で箸はしを持ち。


    「あ……」


    　左手を差し出そうとして気付く。もう、サナはいないんだ。


    　そして二日ぶりに両手を使って食事をする。まず油で盛大にジューシーに揚げられていそうな唐揚げを口の中に放ほうり込んだ。長い時間をかけて咀そ嚼しやくする。


    「……ははっ……」


    　味なんかしやしなかった。


    　腹は減っている感覚はあるのに、一向に食欲が湧わかない。結局俺は二、三口運んだところで、食べ物が喉のどを通らなくなってしまった。


    　と、その時。


    　ぽふん。と、桜が顔に埋うずめたクッションごと、座っている俺の肩に頭を寄せてきた。


    「なんだよ桜……」


    「桜じゃありません。座クッション星からやってきた座クッション星人です」


    「そういう設定なのか」


    「好きな体位は対面座位です」


    「座クッション星人ひわいだな」


    　まあ……こんな措置を取るということは、面と向かっては言いにくいことでもあるのだろう。その想像通り、桜さくらはクッションに向かって喋しやべり続けた。


    「ねえ……わたし……お兄ちゃんのことが心配だよ……」


    「桜……」


    「わたし……気付いてたんだ。サナちゃんといる時……お兄ちゃん、前より楽しそうな顔をするようになってた。それは……ちょっと悔しかったんだけど……お兄ちゃんが幸せならいいとも思ってたんだ」


    　桜は、顔をクッションから離し、真剣な顔で真っ正面から俺おれを見据えて言う。


    「ねえ、お兄ちゃん……また元の生活に戻るだけ……って考えたらいいじゃん……？　どうしたら元気出してくれるかな……お兄ちゃんが元気出してくれるんだったら……わたし、サナちゃんの代わりにはなれないかもしれないけど、なんでもするよ？」


    　桜の、頭が震ふるえていた。瞳ひとみが滲にじんでいた。


    　その『なんでもする』という言葉の覚悟も、いつも軽口で言っているようなものとは全然違って。


    「さく、ら……」


    　頭を強く殴なぐられたようなショックだった。


    　俺は──俺は、何をやっているんだ。


    　桜にここまで心配をかけさせて、こんなに無理をさせて。


    　全然一人でなんて、生きていけてないじゃんかよ！


    　人に迷惑かけないためとか言っておいて、結局自分が傷付くのが嫌で、逃げてるだけじゃないか。綺き羅ら先生が言ってたことは正しかった。


    　だから、俺は──


    「くそっ……！」


    　俺は強く椅い子すを引いて立ち上がる。


    「お兄ちゃん？」


    「ごめん、桜。ちょっと出かけてくる」


    「……サナちゃんを捜しに？」


    「……うん」


    「そーだね。それがいいよ」


    　桜が、にへ、と笑って見送ってくれた。


    「心配かけて──ごめんな、桜。また、戻ってくるから」


    　サナに、もう一度会って話がしたかった。


    　自分でも、感情を上う手まく言語化できない。


    　もう一度会って、何を話したがっているのかすら考えていない。


    　でも、きっと、綺羅先生の言ってた、逃げちゃいけない時が今なんだろう。


    



    　手を振る桜さくらを背に、俺おれは、上着を羽織って夜の町へと踏み出していった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　もう六月だってのに今夜はやたら冷え込んでいた。


    　月が綺き麗れいに照らす夜道を、一応懐中電灯を腰元に差しながら一人で当あて処どなく歩く。


    　サナの行方ゆくえに心当たりなどない。必然、そこらをただ彷徨うろつくほかなかった。


    　と──、ある曲がり角を曲がった瞬間、思いがけない人物と遭遇した。


    「え？」


    「……え……増ます川かわ君……？」


    　櫂かい実じつだった。


    「こんな夜に一人で、何やってんだ？　お前」


    「徘はい徊かい……」


    「いや、そりゃあ見れば解わかるけど……」


    　櫂実はとてもちょっとコンビニに出かけた、とは思えないほどしっかりと着込んだ服装で、頰ほおまで含めた肌は長時間冷気に晒さらされたように赤く染まっていた。


    「大丈夫だったか？　先生たちからの事情聴取とか」


    「……」


    　こくん、と櫂実は頷うなずいた。


    「あ、ところでさ……サナ、ええと……お前と戦ってたパラシスタンスがどこに行ったか、見かけなかったか？」


    「……いなくなったの……？」


    「ああ。でもまあ、ちょっと、気持ちの整理が付かなくてさ。できればもう一回ぐらい会いたいと思ってるんだけど」


    　その言葉を聞くと、櫂実は苦々しげに答える。


    「パラシスタンスは、呪のろわれた存在だって解ってくれなかったの……？」


    「自分で決めたいんだ。それは」


    「そう……」


    　すると、櫂実はほんの少し寂しそうに俯うつむいた。


    「ついてきて。もっと色々、話したいことがあるから……」


    「え……どこに？」


    「すぐ近くに、せっちゅうの家があるから」


    



    　櫂かい実じつに誘われるがままに後を付いていくと、一軒の古びた木造アパートがあった。庭には鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂り、傍はた目めには廃はい墟きよのようにも思える。


    　その扉をゆっくりと開き、中に入る。扉の中にはやたらと段差の急な階段が伸びており、その奥、二階の先にも部屋があるようだ。靴くつを脱いで廊下に上がると、足を踏み出す度にギィ、と床が鳴った。


    「あの……上の奥の部屋」


    　階段を上って先に部屋に入った櫂実が電灯の紐ひもを引っ張ると、しぱしぱと光が瞬いた後、酷ひどく殺風景な部屋の光景が広がった。


    　その部屋には家具さえもほとんどなく、片隅に本とノートパソコンが無造作に積まれているくらいで、とても女の子が住んでいるとは思えないほど殺さつ伐ばつとしていた。心なしかこの部屋だけ湿度も高く、空気にも墨を滲にじませたように薄暗い雰囲気があった。


    「……なあ、どうして、家具とかないんだ？　親御さんとかは、いないのか？」


    「……ないし……捨てられたから」


    「捨て……？」


    「その理由を教えるから……増ます川かわ君に、見て欲しいものがあるの……」


    　すると、櫂実はいきなり制服のスカートのボタンをパチ、パチと外はずし始めた。


    「わわわ、ななな何をっ！」
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    　思わず、目を覆おおいながら視線を逸そらしてしまう。


    　──え？　なにこれ。


    　女の子の家に招待されて、上がるなり一人暮らしということが判明して、急にスカートを脱ぎ始めるとか、どう考えても完全に事態が一つの方向に向かっているに違いなかった。


    　というか急転直下すぎて心の準備がやばい。


    　ていうか櫂かい実じつ積極的すぎて心臓の動どう悸きがやばい。


    　あとチェリッシュなピュアソウルがやばい。


    　で、で、でも──！


    「かかかか、櫂実！　ど、どういうつもり、いや、櫂実が嫌いとかじゃないんだけど、今はそ、それどころじゃなっ！」


    　できるだけ櫂実の姿を見ないようにして頭を床に伏せる。


    　そこに、想像していたよりも遙はるかに冷ややかな声が上方から浴びせられた。


    「……増ます川かわ君……何を動揺してるの？」


    「だ、だ、だっていきなりスカートのボタンを外はずし……」


    「ほら、みて、ここ」


    「え？」


    　櫂実は、制服のスカートから自分のＹシャツの裾すそを引っ張り出して、腹のあたりまで捲まくり上げていた。


    「ほら……おへそ……ないでしょ」


    「あ」


    　驚きよう愕がくした。確かに、そこには、人間に本来存在すべき『へそ』は影も形もなく、つるつるの卵のような白い肌が存在するばかりだった。


    「せっちゅうは……」


    　そして次に放たれた言葉は、ある程度覚悟はしていたものの、実際に耳にするとメガトン級の破壊力を持っていた。


    



    「【回虫】のパラシスタンス、なの」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　回虫。人をはじめとした多くの哺ほ乳にゆう類に寄生する、線虫に属する寄生虫。主に生野菜などに付着した卵を宿しゆく主しゆが摂取することによって、胃の中で子虫に孵ふ化かし、その後体内を巡回して小腸に寄生することから、『回虫』の名が付けられている。


    　と、生物事典には書いてある。とりもなおさず、櫂実は自分はその回虫のパラシスタンスなのだ、と主張した。


    「そんなこと……」


    　信じない、とは言えなかった。あの廊下で見せた回転する左手や、人間とは思えない動きの数々を見てしまったことが、何よりの証左だった。そもそも、パラシスタンスという言葉が口から出てきた時点で、全く無関係のはずはないのだ。


    「あ、そっか。お前の一人称さ。『せっちゅう』っての。漢字で書くと『拙せつ虫ちゆう』。寄生虫が、自分をへりくだって言うと、そうなるんだな」


    「……うん」


    「いろいろ、訊きいていいか」


    「うん」


    「お前は、どうやってパラシスタンスとして生まれて、今ここにいるんだ？」


    「拙虫が意識を持ち始めたのは、今から二年ほど前……気が付くと、研究員の話し声の中にいた……拙虫は、その研究所の中で生まれ、育ち、色々なことを教わった……」


    　研究所。それはおそらく、親父おやじたちの所属しているパラシスタンス研究所のことなのだろう。


    「……私は……毎日毎日、実験されていた……つらかったけど、優しくしてくれる人もいたから……それが救いだった……でも、ある日──檻おりの中で眠ってると、ガタガタと周りが動くような感覚があって……目が覚めたら、この部屋に居た。拙虫は……すぐに気付いた……捨てられたのだと」


    　檻、実験、か。結構きつい単語だ。


    「それで、一人で生活してるのか。収入はどうしてるんだ？」


    「収入？」


    　櫂実は首を傾かしげる。


    「よく解わからないけど……生活に必要なものは……全部インターネットで届く……魔法の数字番号を教えてもらっているから……それを打ち込めば買える。最近は野菜も買えるので便利」


    「研究員のクレジットカード番号かなんかか……てか全部インターネットで買ってるのか」


    「……いま見せる」


    「え？」


    　櫂実は、押し入れをガッ、と一気に開いた。


    「わあ！」


    　矢印模様の描かれた段ボール箱が山のようにそこには積み重ねられていた。


    「……このざま」


    「巨大通販サイトだな……で、こっちに置いてある大量の未開封の段ボール箱はなんだ？」


    「これは……同じサイトでなぜか一瞬だけコーラが一円で売っていたので買い占めた……」


    「それたぶん通販サイト側の誤入力だろ！　買うなよ可哀かわい想そうな」


    「そうだったの……また罪が……増えた……」


    　櫂かい実じつはまた頭を抱かかえた。


    



    「さて。櫂実がどうやって生活してるかは解わかった。……じゃあさ。本題に入るよ。あの時、どうして俺おれたちを攻撃してきたんだ？」


    「……正確には……あのパラシスタンスを攻撃した……拙せつ虫ちゆうは……増ます川かわ君をむしろ守ろうとした……」


    　そう言えば、確かにサナを攻撃する時に、恥知らずとかそんなことを言っていた記憶がある。


    「でも、お前はサナとはパラシスタンス同士で、同じ仲間なんだろ？　なんで……」


    「それは……そもそも……拙虫の捨てられた理由も関係しているのだけど……拙虫が増川君にあの時言ったこと、覚えてる？」


    「もしかして、パラシスタンスが宿しゆく主しゆの精神を乗っ取るってことか」


    「そう。それが、拙虫たちの原罪」


    　確かに、あのときはそのせいで俺の闘争本能が暴走して、櫂実を殺しかけ、丈じよう児じを怪け我がさせたんだ。


    「おそらく……拙虫は実験から何らかの理由で用済みになった……でも、パラシスタンスを宿した宿主はしばしばパラシスタンスのせいで精神の均衡を崩すから……拙虫は、嫌われたんだと思う……それで、見捨てられた……」


    　櫂実は哀かなしそうに目を伏せて言った。


    「拙虫は……実験体でも良かった。たった一人……優しくしてくれた人がいたから……。今では顔も忘れてしまったけれど、本当はずっとその人のそばにいたかった……でも、許されなかった……パラシスタンスが呪のろわれた存在だから……。だから……拙虫は、必ず、この世からパラシスタンスを消滅させるために戦う。それだけを決意し……待っていた」


    　それで、櫂実は俺の精神を守ろうと、サナを攻撃したのか。ただ、それを聞いて、解げせないことがあった。


    「なあ櫂実、一個おかしくないか？」


    「何？」


    「パラシスタンスを宿してるせいで宿主の精神がヤバくなるって言ったよな。それは本当らしいんだけど……でも、そうだったら、もし本当にお前が実験から用済みになったんならとっとと虫下しを飲んでるはずじゃないのか？　わざわざこんなアパートに捨てにこなくても」


    　今の俺が、そうしようとしているように。


    「それはね、理由があるの……」


    「理由？」


    「パラシスタンスには定着、という概念がある……」


    　その言葉を聞いたのは二回目だった。綺き羅ら先生も、俺おれはまだ『定着前』の状態であると、そう言っていたのを聞いたのだ。


    「宿しゆく主しゆの中に寄生したパラシスタンスは、一週間程度の時間をかけて宿主の精神と結合する。これを『定着』と呼ぶの……。定着後のパラシスタンスは、宿主の意識に深く根づいてしまうから……無理な方法で駆虫すると宿主の精神を結局破壊してしまうことになる。増ます川かわ君は状況から判断してまだ定着前だと思ったから……そうなる前にあのパラシスタンスを倒そうと思った」


    「そっか……ま、もうそんな手段も使わなくて良くなるかもしれないんだけどな……」


    　俺は、少しだけ罪の意識に苛さいなまれながら、鞄かばんに入れてある綺羅先生から貰もらった茶色いビンのことを思い出した。


    「……どういう意味？」


    「あいつは、俺の身体からだから出て行くことにさっき同意した。定着前に」


    「え……？」


    　櫂かい実じつは、目をぱちくりする。


    「驚いた」


    「そんなに意外だったか？」


    「パラシスタンスが自死を選ぶ……選ぶことができたなんて、信じられない」


    「え？」


    　おかしい。話が、食い違っている。


    「自死？　何言ってるんだ、俺はただサナに出て行ってもらうだけで……その後普通に卵に戻ってもらうつもりだぞ」


    　櫂実は、俺が何を言ってるのか理解し難がたい、というような表情を一瞬見せた後、冷静に断言した。


    「増川君、それは、そのパラシスタンスの噓うそ」


    「なっ!?」


    「定着前に駆虫することができれば、宿主は確かに寄生されずに済む……。ただ、パラシスタンスは基本的には寄生虫だから……幼虫の時に中間宿主を経由し、終宿主の中で成虫になるというプロセスは不可逆……。一度成虫になってしまったら、ライフサイクルの終わりまでは、元に戻ることができない。つまり……増川君が今すぐ虫下しを飲んだとしたら、増川君は助かるけど、あのパラシスタンスはどこかで成虫のまま宿主から栄養を摂取することもできず、死に行くだけ」


    「っ──」


    　それは。さっきと話が違う。先ほどの別れの、意味が、違ってしまうじゃないか。


    　目の前が殴なぐられたように暗くなった。


    「だいいち、駆虫薬で本体が排出されたとして、今動いてる分体はどうなると思っていたの……？　宿しゆく主しゆから栄養が取れなくなれば、分体は死んで……結局双方共倒れ……」


    　ああ。それがさっき感じていた違和感か。


    　俺おれは、虫下しを飲んで、俺の身体からだからいなくなっても、サナがどこかで生きていてくれるという言葉に、安心していた。というよりも、そうやって信じ込んで、責任から逃げたがっていたのだ。


    「…………本来ならパラシスタンスの本能は自死を許さないはず……だから……あのパラシスタンスは……増ます川かわ君のために決意して……本能を乗り越えたことになる……ちょっと信じられない……」


    　あの馬ば鹿か野郎。


    　サナの顔が浮かんだ。


    　胸が激しく締め付けられた。今どき、自己犠牲なんて流は行やらないんだよ。だが、それを望んだのも俺で──とそんな風に考えていると、櫂かい実じつはなおも続けた。


    「でも、サナダムシのパラシスタンスは死んで、あなたは日常に戻る。妥当な結末だと思う……。精神が破壊される危険性を抱えてまで、拙せつ虫ちゆうたちの種族を寄生させる理由はない……」


    　そして櫂実は、自分の生まれてきた罪を嚙かみしめるように唇くちびるを嚙んだ。


    「俺は……なんだろうな」


    　自分の存在こそが罪のようにすら思えてくる。


    　平穏なんて言葉にアホみたいに縋すがって。誤魔化して、逃げて、責任を放ほうり投げて。


    　挙げ句の果てに、丈じよう児じを傷付けて、櫂実を傷付けて、そしてサナを……取り返しの付かないところまで追い詰めて。


    「俺が──俺がしっかりさえしてればよかったのに」


    「それは違う……拙虫たちの血が呪のろわれているから……。その罪は、消えない……だから、本当はさっき、楽になれるかと期待していた……」


    「楽に……？」


    「ねえ、増川君……。拙虫の方が話したいことがあるって言ったでしょ……。実は、お願いがあるの」


    「……なんだよ」


    「──増川君。お願い……。拙虫を──殺して」


    　古家を、ざざ、とさざ波のような風が通り抜けた。


    「──え？」


    「定着前なら虫下しでもいい……。でも、定着してしまったり、何か特殊な事態が発生してしまったパラシスタンスを駆虫するには、特別な手段が必要になる……宿主を生かしたまま、パラシスタンスだけを殺す方法があるの……それが……」


    　そして、櫂かい実じつは部屋の隅にあった布包みを近くに寄せると、その包みをゆっくりと開いていく。


    「これは──」


    　そこにあったのは、学校の廊下で戦った時に櫂実が太ももに括くくり付けていた一丁の拳けん銃じゆうだった。それは回転式弾倉の付いた、西部劇なんかででも使われてそうな、えらく古めかしい銃。


    「……コルト・シングル・アクション・アーミー。……通称『ピースメーカー』……」


    「それ……本物か？」


    「のモデルガン……これも……通販で買った……でも、威力は本物」


    　そして、櫂実はカチャリ、と拳銃を持ち上げた。


    「パラシスタンスの遺伝子を特殊に配合した弾丸を作った……。人体にはもともと、細胞を自殺させる機能が含まれている……それが、細胞自滅アポトーシス……。この弾丸にはそのアポトーシスを操るパラシスタンスの遺伝子が含まれていて……この拳銃で撃つと、パラシスタンスだけを消滅させることができるの……」


    　そして櫂実は、親指でガチッ、と撃鉄を起こす。


    「ずっと、一匹でもパラシスタンスを倒したら、刺し違えるつもりでいた……でも……増ます川かわ君が、さっきの決断をしたというのなら……もう思い残すことはない……だから……ついでにお願いしたい……」


    「おい、櫂実、何を──」


    　冷や汗が出る。そして、緊張を携えたままのその銃は、くるり、とこちらに向けて百八十度廻まわり──


    「……原罪が消えないなら、生きていてはいけないの……」


    　櫂実は、銃口を自分に向けたまま、俺おれにその銃じゆう把はを握らせた。


    「……」


    「目を、閉じてるから」


    　櫂実は、俺に向かって手を広げる。


    「……拙せつ虫ちゆうの、命を奪って」


    「櫂実──」


    　初めて、気が付いた。


    　櫂実は、一人で完結できる存在だから、ずっと一人で生きていたんじゃない。


    　ただ、原罪に囚とらわれて誰だれにも救いを求められなかっただけだったんだ。


    　戦いの中で刺し違えて死ぬこと。それだけを願って、櫂実はパラシスタンスを駆逐しようとしていたのかもしれない。ならば、それを叶かなえてやることがこいつの本望だとして。


    「……」


    「……」


    　時間が止まったような沈黙が、続く。


    　櫂かい実じつはなおも目を閉じて、こちらに無防備な胸部を曝さらけ出している。


    　俺おれは、その姿に重ね合わせて、同じように自己犠牲を望んだ一人のパラシスタンスの姿を思い出して──


    「ふう」


    　溜ため息を吐ついた。


    　ここが、鍔つば際ぎわなのだろう。


    　平凡な日常に戻るか、それとも──


    　俺は覚悟を決めて、その答えを呟つぶやいた。


    



    「……できない」


    



    　そして、モデルガンを櫂実の手元にそっと返してやる。


    　櫂実は、素早く開眼すると、


    「なんで……」


    　泣きそうな顔で、問い掛けてきた。


    　まるで、洞どう窟くつに何日も閉じこめられて、最後に残しておいた食料が鼠ねずみに食べ尽くされていた時のような絶望の表情で。あるいは、自分が愛していたおもちゃ箱の中身を親に全すべてゴミとして捨てられた子供のような顔で。


    「うちにあるコーラもセロリも全部あげるから……」


    「どっちもいらない。てかたぶんそれ食い合わせ最悪」


    「……そうなの？　拙せつ虫ちゆうは、味しないから」


    「だろうな。パラシスタンスだもんな。てか、野菜とか買う必要あんのかよ」


    「あれは……嚙かんでると落ち着くから……」


    　そんな風にやり取りするさまが可お笑かしくて、ほんの少し、決断が間違ってなかったことに安あん堵どする。


    「櫂実、あのな。俺、さんざん迷って、悩んで、思ったんだけどさ」


    「……うん」


    　櫂実の肩を摑つかんで、正面から見据えて、言った。


    「もしお前が生きてるだけで誰だれかを傷付けるかもしれなくて。そこに罪があるとしてもさ。『生きてちゃいけない』理由は、どこにあるんだ？　罪と罰は違う。罰を決めるのは、お前じゃないんだ。だから胸を張って、生きることを貫けよ。断罪なら、いつでも、誰かに下されるのを待ってりゃいいさ」


    　自分で言いながら、その言葉は、今ここにいない、もう一人のパラシスタンスにも向けていることが解わかった。


    「だってお前、本当は生きたいんだろ？　本能は、そう言ってるんだろ」


    「……うん」


    「想像してみろよ。もっと普通に、生きることに遠慮したり気兼ねすることなく、友達と一緒に毎日楽しく笑って過ごせる世界を。それは、楽しそうじゃないか？」


    「……拙せつ虫ちゆう、そんな世界に……本当に、そんな世界に生きててもいいの？」


    　喉のどを詰まらせながら喋しやべる櫂かい実じつの目から、涙が零こぼれる。


    　人によっては、どうして涙を零しているのか解わからないというのかもしれない。でも、俺おれたちはそんな簡単そうに思えることにさえ、難儀してしまっていたんだ。


    　俺はそっと、櫂実の目元の涙を、親指で拭ぬぐった。


    「櫂実。きっと、俺たちはあんまり生きるのが上じよう手ずじゃないんだ」


    　他人との距離の取り方が解らなくて、相手を傷付けるのが怖くて、自重して、誰だれかに踏み込もうとしなかった。


    　そういう意味では、お互いに同じだ。


    　てんで、初心者だと言えた。何も倒してないレベル１なんだから。


    「なんつうかさ、俺もまだまだ生きるの下へ手たなんだけど。自分が全部悪いと思ったり、何をやっても上う手まくいかなかったり、タイミングが悪かったり、それでも、必死に生きてるわな」


    「うん……」


    「それでも、ちょっとずつでも、上手になっていけばいいんだよ。俺も上手いことやり方探してくから……だから、櫂実も一緒に生きるの上手になろう、な」


    　櫂実は、しばらく黙った後、喉のどを震ふるわせながら答えた。


    「……ただ生きるために生きる。そういう実存主義みたいな考え方……嫌いじゃないけど……拙虫にはきついな……支えにする担保がないから……」


    「だったら、俺を信じればいいさ」


    「……え？」


    「俺が最後まであがいてやる。サナのことも含めて、何もかも悲劇で終わらせない。それを見届けるつもりで信じててくれよ」


    「……うん……」


    　櫂実は涙を拳こぶしで拭ふきながら、微かすかに笑った。


    「……増川君が、頑張るなら、頑張れる気がする」


    「……そか」


    　そして、俺にはまだ言葉を伝えなければならないやつがもう一人、いや、もう一虫いた。あの、恋に恋する間抜けなサナダムシに同じように伝えたい言葉があった。


    「じゃあ、ちょっといいかな、櫂実。もう行かなきゃいけないから」


    「え……どこ、行くの？」


    「忘れ物、してきてるんだ。だから俺は──そいつを迎えに行かなきゃ」


    　櫂かい実じつは、さっきまでと違う、吹っ切れた表情で、笑った。


    「うん。助けてくれてありがとう、増ます川かわ君」


    「俺おれの方こそ、ありがとうな」


    「え？」


    「決意するきっかけ、くれて」


    「……うん」


    　櫂実は俺に温かい視線をくれる。


    「今の増川君ならなんでもできると思う……。もうすっかり、ヒーローみたいだもの」


    「おう、サンキュ！」


    　と、部屋を出かけて。ふと足が止まる。やばい。カッコつけて出ようとしたものの、どこに行くか全然定まってなかった。なのでちょっと振り返って、櫂実に尋たずねる。


    「……なあ、櫂実。あのさ。なんか心当たりねえか？　落ち込んだパラシスタンスが行きそうなところとか」


    「落ち込んだ時……解わからないけど……死を決意したんだったら……たぶんパラシスタンスにとって一番相応のところに行くんじゃないかな……」


    「相応のところ……あ」


    　理解した。心当たりが一件だけ該当した。


    「聞いてよかったわ。んじゃ、行ってくるわ」


    「うん……いってらっしゃい……増川君」


    　なんだか満足して、俺は振り返り──魂が呼ばれるままに足を押し出した。


    　その部屋を出るときに、櫂実の小さなこんな声が聞こえた気がした。


    「信仰は……呪のろいに似ているんだね。でも……きっとこれは素敵な呪いだ」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「ちきしょう……」


    　走りながら、別れ際のサナの目を思い出していた。


    　この時代に生み落とされて、すがる場所なんて他ほかになくて。


    　藁わらにもすがる思いで、俺のことを最後に期待してくれたというのに。


    　応こたえられなかった。


    　あいつの何気ない表情が脳裏から離れない。なんでも知ってるみたいに大人ぶって見せて、美う味まいものを食べてる時は子供みたいに純粋で。妙に艶なまめかしい姿を見せるかと思えば、寝顔は汚れを知らないみたいに無防備で。


    「おおおおおおお──────────っ!!」


    　咆ほう吼こうしながらアスファルトを蹴けり付け、ガードレールを飛び越し、汗を散らしながら走る。


    　心臓が弾みすぎて、血が噴ふき出してしまうんじゃないかと思う。肉体に溜たまっていく乳酸。息は荒くなりながら、それでも、肉体から湧わき出る力は一向に尽きる気配もない。


    　これが、パラシスタンスの力。


    　きっと、この力は人を傷付けるための力じゃない。


    　大切なものを守るための力なんだ。


    　あいつはたぶんまだ、自分の存在を恨みながら膝ひざを抱かかえているのだろう。


    　サナの、しょぼくれた顔が浮かぶ。間に合わなくなる前に、そんなあいつに、どうしても伝えたい言葉があった。


    「着いたっ!!」


    　夜の学校に辿たどり着いた。


    「正門は、当然閉まってる、か……」


    　そのぐらいは想定済みだ。なので、少し離れたところの塀の前に立つ。一流ゴールキーパーなみの威圧感を持って聳そびえ立つその塀は──


    「うりゃっ！」


    　二メートル以上あったが、容易に跳躍して飛び越える。


    「パラシスタンスの能力さまさまってところだな」


    　そのまま疾駆して、校舎の縁へりまで到達する。


    「あのちょっと高いところの窓なら開いてっかな……よっ」


    　足場をかためてパイプをよじ登っていき、二階の窓に手をかける。どっから見ても変質者丸出しだがこの際気にしない。


    　はたして窓は、ガラガラといとも簡単に開いた。だが、その瞬間。


    「ジリリリリリリリリリリリ！」


    　警報ベルの音が響き渡る。


    「……うわっ……やべっ……！」


    　夜の学校はくるおしいほどにセキュリティされていた。


    「くそっ」


    　とりあえず、その窓から身体からだを校舎内に滑り込ませる。


    　こうなってしまっては警備員が来るまでそんなに時間がないだろう。せめて五分以内にミッションを終えなければなるまい。


    　最短で向かうのは、最初サナが入ることを拒否したあのトイレだ。


    「サナ──────────────────ッ!!」


    　ベルが鳴ってしまった以上仕方がない。名前を呼びながらトイレの近くに来ると、腰元から懐中電灯を取り出して、点灯する。


    　暗いなか、真っ先に照らされたのは便所の前にある用具入れだった。


    「……一応持っていくか」


    　俺は用具入れを開けると、目当ての棒を取り出す。通称・便所スッポンと呼ばれるゴムでできたプランジャー掃除器具だ。


    「……絵にならねえなこれ……」


    　左手に懐中電灯を構えたまま、右手にスッポンを持って手前の個室に飛び込んだ。


    「サナっ……！」


    　そして、思った通り、求める姿がそこにあった。


    　懐中電灯で照らすと、洋式便座の上に体育座りをしてしょげているその絹のような肌が白く照らされた。


    「うにゃっ、まぶしいっ……！」


    「……なんだよ、うにゃって。猫か。サナダムシのくせに」


    「……サナダムシじゃ……ない……と思う……」


    　その返事を聞くだけで、いつもより元気がないのがはっきりと解わかった。


    「おい。ヒーローがお姫様を迎えに来たんだ、ちっとは喜べ」


    「え？」


    　サナの目が大きく開かれるが、すぐに口を歪ゆがめる。


    「……でもそのスッポンかっこわるい……」


    　ですよねー。


    「ま、格好なんてこの際いいんだよ！　さ、サナ、帰……」


    　プランジャーを投げ捨てて、右手でサナの手を握る。


    　その瞬間、違和感に気が付いた。


    「え？」


    　握った手がほつれかかって、きしめんのような平たい紐ひもが手の先に摘つままれる感触があった。


    「わわっ……バカっ！　見るなっ！」


    「わ、悪ぃ……！」


    　とりあえず、懐中電灯のスイッチだけでも消した。


    「お前、そんなんなりかけてんのか……」


    「う……うぅ……」


    　羞しゆう恥ち心を見せるサナの様子を初めて見た。便所に来ると、恐怖心で身体からだが紐に戻るとかサナは言っていた。おおかた、充分にほぐれた後で、自分から流れ去りでもする予定だったんだろう。これがサナの真実の姿なのだと、改めて認識する。そしてその紐状になった手を離さず握ったまま、俺おれは言う。


    「……これと同じもんが、俺の腹の中にいるんだな」


    「うん……」


    　俺は自問する。


    　──いいのか？


    　とっくに、結論は出てるさ。


    「じゃ帰るぞ、サナ」


    「え？」


    　その反応に、サナは酷ひどく驚いたようだった。


    「だめだよ……だって、私がいたら、唐から人とに迷惑かけちゃうもん……」


    　ああ。そうか。


    　今までの俺と一緒だな。


    　誰だれかの迷惑になるかもって勝手に自重して。遮断して。隔絶して。孤立して。


    　その思考の果てに何が待っているかって、さっきの拳けん銃じゆうを胸に押し当てる櫂かい実じつみたいなことになるんだろう。


    「じゃあまず、噓うそ吐つきを糾きゆう弾だんするか」


    「え？」


    「さっき言ったよな。虫下しを飲んでもまた卵に戻れるって。大噓だよな、アレ」


    「う……」


    　サナの声から、ばれた、というような気まずさを読み取る。その頃ころには、俺も少しずつ暗くら闇やみに目が慣れ、懐中電灯なしでもサナの表情を幾いく許ばくかは読み取れるようになってきていた。


    「だって……ああでも言わないと唐から人と、虫下し飲まないだろうと思ったから……虫下しは？」


    「飲まない、ことにした」


    　サナの目が驚きに大きく見開かれる。


    「でも……唐人の生活は、このままだと変わっちゃって──」


    「ふう」


    　俺は、一息吐つく。


    「じゃあ、俺を守ってくれるって言ってたのは？　あれも噓か？」


    「そ……それは……」


    「もうどうでもいいのか？」


    「そ……そうだよ！　どうでもいいんだ！　ふん！」


    「……強情なのは、変わらないんだな。じゃあ」


    　俺は、便所の水洗レバーに手をかける。


    「このまま流れていっても問題ないんだな？」


    「あ……」


    　サナが、息を吞のむ音が聞こえてきた。


    「いいのか？　もう、水が流れちゃうぞ？」


    「う……うう……」


    　その時。


    「こ、こわいよぅ……」


    「え？」


    　サナの身体からだが、かくん、と下がる。


    　見ると、便座に体育座りしていたサナの下半身がするすると紐ひも状になって、バランスを保てなくなった身体が傾き、便器の中に落ちかけていた。


    「わっ！」


    　それを慌てて掬すくおうとしたはずみで、俺おれは思わずレバーを下げてしまった。


    「！　や、やべっ！」


    　ゴオオオオオ……と、便器内に水が流入し始める音がする。


    「わ、わわわわわ、唐から人とっ！」


    　バランスを崩したままのサナが、蒼そう白はくになってこちらを見つめてくる。


    「か、唐人っ！」


    「くっ！」


    　手を差し伸べて、俺は叫ぶ。


    「サナァァ！　俺の手に摑つかまれぇぇっ！」


    　その言葉をきっかけに、サナの感情が閾いき値ちを超えたようだった。


    「かっ……唐人お────────────────────っ!!」


    「うわっ！」


    　泣きながらサナが、全身で飛び込んで、抱きついてきた。とす、と全身の体重を掛けられて、俺は後ろに押し倒される。


    「ぐはあ！」


    　背中を思い切り強打して痛い。摑まれとは言ったが……飛び込んでくるなよ。そして、そのままするするとサナの身体は再び人型に戻っていく。


    「うぅ……唐人のばかぁ！　ばかばかぁ！　いやだよぉ！　流れちゃったらどうするの！　守れなくなっちゃうよ……嫌だよ……唐人のいない……ところなんて……」


    「……ほら、どうでもよくないんじゃん、やっぱ」


    「う……うう……」


    　サナが、耐えきれなくなったかのように感情を爆発させる。


    「うわあ───────────────んっ!!　だって、だってぇ……っ!!　ひとりぼっちは怖いよ……くらいよ……さむいよっ……!!　あったかいところがいいよう……!!　……ひとりでなんて……生きていけないよぉっ……!!」


    　滂ぼう沱だと[image: ]あふれる涙を隠しもせずに、魂を震ふるわせてサナが叫んだ。


    「だったらさ」


    　俺おれは、そんなサナの小さな身体からだを強く腕の中に抱き留めながら囁ささやく。


    「とりあえず俺の腹ん中にいろ。な？」


    　照れ隠ししながら、なんでもないことかのように言った。


    　本当は、心臓バクバクしてたけど。


    「でも、私……トラブルメーカーで……常識知らずで……それから…………寄生虫だぞ？」


    　サナはまた、一番忌き避ひしていた言葉を口にする。だから、俺は答える。


    「知ってる」


    「私がいるせいで、唐から人とにいっぱい迷惑がかかるぞ？　唐人が唐人じゃなくなっちゃうかもしれないぞ？」


    「構やしないさ。だから──誰かと関かかわるってのは、たぶんそういうことなんだろうさ」


    　たぶん俺たちがこの世界で生きていく限り、他者から影響を受けることは避けられなくて。


    　時には、不器用に傷付け合ってしまうこともあるんだろう。


    　傷付くことを厭いとうのならばそれはきっと容易たやすい。殻からに閉じこもってしまえばいいんだ。
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    　──でも。


    「サナ」


    「……ん？」


    「独りぼっちで生きてくのは、つらいよな」


    「……うん」


    　サナが、嚙かみしめるように頷うなずく。


    「俺おれたちが、もっと完かん璧ぺきな生き物なら良かったんだけどさ。そう作られてないってことは、たぶん誰だれかに頼ったり、寄生してもいいんだろうさ」


    　強ければ一人でもいい。


    　でも、そんな人間なんてそうそういないから、俺たちは何かに寄り添う。


    　それは、きっと罪ではないんだ。


    　それが罪だとしたら、ただ生きることさえ息苦しくなってしまうだろうから。


    



    　誰もが寄生虫だ。それでいい。


    　打算的でも利己的でも、自分が生きるために、他者を求める。


    　きっと、全すべてはそこからでいいんだ。


    



    「ま、たぶん強くなろうとする努力は必要なんだろうけど……生き物として」


    「うう……唐から人とぉ！」


    　サナが俺の胸板に顔を埋うずめながら、泣きじゃくる。


    「うわぁぁぁぁぁぁん！　唐人ぉ！　いる！　もっといる！　私、もっと唐人のお腹なかの中にいる！　唐人の中あったかいよおおお！」


    「はは……なんか気持ち悪いぞ、最後のセリフ……」


    　てか、俺たち便所に倒れ込んで何やってんだろうな。


    　──まあ、いいか、泥臭くても。今さら綺き麗れいにやろうなんて、俺たちらしくもない。


    「……えへ……でも……頭の中、唐人でいっぱいになっちゃってるから……」


    　小さな顔がむくりと持ち上がり、こちらをじっと見つめてきた。くるりとした青色の瞳ひとみが、腕の中こちらをまっすぐに見つめていて、一瞬ドキッとする。


    「うっ……」


    「ん？　どうした？」


    「いや……別に……今、サナがちょっとだけ可愛かわいく見えたから」


    「へ……」


    　サナの顔に喜色が満ちて──


    「ほほほほほんとか唐人っ！　じゃ、じゃあ、もしかして唐人のカノジョになれるのかっ!?」


    　その瞬間。


    「あ、いて！　いててっ！」


    　腹部に差し込みが走る。


    「すまん……今のは嬉うれしくて飛び跳ねた……」


    「い……いて……ちょっ……調子に乗るな───っ！　は、腹の中にいていいとは言ったけど、カノジョにするとは言ってねええええ！」


    「なっ!?」


    　サナは軽くショックを受けたが、すぐに笑って、


    「ふふふ。でもまあ、仕方ないな！　そんなに言うんだったら、そっちがカノジョにしたくなるぐらい、もっと唐から人とと、唐人の大事なものを私が守ってやるんだからな！」


    　サナは満足げに笑う。


    　俺おれはそれを見て、諦あきらめたように微笑ほほえんだ。


    



    　まあ、こんな風に始める日常も──


    「ん？」


    「どうした、唐人？」


    　その時、俺はポケットの中で震ふるえている何かの存在に気が付いた。……携帯だ。慌てて取り出したが、タイミングが悪かったのか、その着信バイブは取り出した瞬間に切れてしまった。


    「桜さくらから着信が……すげえ数来てる」


    「なんと」


    　その不在着信履歴は、せいぜい一時間かそこらの間だろうに、三十はくだらない数があった。


    「あれ、電話繫つながんない……何かあったのかな。とにかく、早くうちに帰ろう」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　巡回してきた警備員に見つからないよう、トイレの窓から学校を抜け出した。


    「ふう、なんとか抜け出せたな」


    「まあ、警備員や警官が来ても私が倒してたけどな！」


    　サナはそんな風に物騒なことを言う。


    「やめとけ。国家権力はたぶんサナの百倍ぐらい強いぞ」


    「そ、そうか……もっと腕を磨かなくちゃだな……」


    　なんて、馬ば鹿かな会話をしながら家の中に入ると。


    「あ、桜、ただいま」


    「お兄ちゃああああああん！」


    　桜さくらが、玄関先まで、ボロ泣きしながら走ってきた。


    「ど、どうした桜！　何があった！」


    　何やら、様子がおかしい。


    「わたしっ！　わたし、綺き羅ら先生にあの後、電話で聞いてっ！　パラシスタンスのこと！　パラシスタンス……そうだ、サナちゃん！　サナちゃんはっ！」


    「ここにいるぞ？　どうした、桜」


    　サナが答えた瞬間、桜が激げき昂こうした。


    「噓うそつきっ！」


    　え──桜、一体どうしたんだ。サナに、こんなにあからさまに敵意を見せる桜を初めて見た。


    「わたし、聞いたんだ！　パラシスタンスに寄生された人間は、精神が壊れちゃうってこと！　パラシスタンスの力は、人間なんかくらべものにならないって。それで丈じよう児じくんも……」


    「ああ──そういうこともあるらしいな。だけど、俺おれがしっかりしてれば大丈夫らし──」


    「わたし、サナちゃんが、お兄ちゃんを幸せにしてくれるからって！　ずっと、思ってた！　でも！　それが噓だったならっ！」


    　そう怒号を放つ桜は、ひどく狼ろう狽ばいしているように見え、俺の話などもう耳に入っていないようだった。


    「お、おい！　桜、俺の話を聞け──！　別に、俺がちゃんとしてれば壊れな──」


    「だから！　サナちゃんにはごめんなさいだけど……わたしがパラシスタンスの力を手に入れて！　お兄ちゃんを守るから！」


    　そして桜は、後ろからシャーレに入った、魚の塊かたまりのようなものを取り出した。


    「なっ──」


    「ごめん……ごめんね！　サナちゃん……！」


    　あれは、おそらく一昨日おとといからテーブルの上にあった研究サンプルのうちの一つ。桜が、さっきテーブルの上を片付ける時に自分のものにしておいたのだろう。


    「やめろ、桜っ！」


    　制止する間もなく。桜はその研究サンプルを口に含むと、嚙かまずに嚥えん下げした──すると。


    「う……」


    　おもむろに桜が、腹をおさえて苦しみだす。


    「桜！　馬ば鹿か！　やっぱそれ、そんな簡単に実用化できるもんじゃねえんだよ！　吐き出せ！」


    「お……お腹なか……痛いよ……お兄ちゃ……」


    　そして、桜はしばらく目に涙を浮かべながら俺の方を見ていたのだが──


    「いやあああああああああ！」


    　突然、桜の腹部が膨ふくれ上がり──無数の触手が服を突き破って伸びてきた。


    「なっ!?」


    「唐から人とっ！　離れろ───っ！　そのパラシスタンス、適合に失敗して暴走してるっ！」


    　サナが、俺おれの身体からだを後ろに引っ張り、間一髪のところでその触手をかわさせる。


    「桜さくら───────っ！」


    　俺は遠ざかる桜に向かって絶叫する。が。


    「たっ、たすけ、お兄ちゃっ……」


    「いまっ……」


    　発言は、中途で断絶させられる。


    　桜の腹部から伸びていた無数の触手が、花弁のように開き、内側からくるむように桜の身体を一息に飲み込んでしまったのだ。


    「──え？　……あ…………？」


    　眼前の光景が信じられない。その触手の塊かたまりは、今まで桜がいた場所に一回りも大きく鎮座し、食物を咀そ嚼しやくする巨大な磯いそ巾ぎん着ちやくのようにもぞもぞと蠕ぜん動どうしていた。


    「やあ──っ！」


    　その時、サナが跳躍しながら飛び込んでいって、その塊にクチクラブレードを振り下ろした。


    「ウォォヴォアアアアアアア！」


    　その塊が、獣じみた咆ほう吼こうを上げる。


    「ひ、ひいっ！」


    　俺は思わず後ずさってしまった。


    「唐人、逃げろ！　桜は──飲み込まれてしまった！」


    「サナ！　どういうことだよ！　あれはパラシスタンスじゃないのか！　なんなんだよ！」


    「あれは……人間を宿しゆく主しゆとするパラシスタンスじゃない！　たぶん……【アニサキス】のパラシスタンスだ！」


    「アニサキス……!?」


    　その名前は聞いたことがあった。日本で一番多い病気を起こす寄生虫で、イカやサバの中にいることがある寄生虫……とかのはずだ。


    「アニサキスは本当は、クジラやイルカを終しゆう宿しゆく主しゆとする寄生虫なんだ。だから、人間に寄生すると適合できず、激しい腹痛と嘔おう吐とを引き起こす。それがパラシスタンスになると……宿主に適合できなかったパラシスタンスは……暴走してこんな風に膨ふくれ上がって……宿主の精神を破壊し尽くしてもろともに息絶えるんだ！」


    「なっ!?」


    「だから、私が戦う！　唐人は、その間にせめて遠くまで逃げろ……！」


    「な……なに言ってんだよサナ！　これ、桜なんだろ!?　攻撃とかすんなよ！　あ、サナ！　虫下しの薬なら持ってる！　あれを飲ませちゃだめなのか!?」


    「たぶん……虫下しも間に合わない……あの触手群の最深部に桜がいる……あいつを駆虫できるとしたら……たぶん……パラシスタンスだけを排除する特殊な技術だけだ……」


    　サナは、口く惜やしそうにそう言う。


    「そんな……そんな特殊な技術なんて……」


    　ん？


    　パラシスタンスだけを──排除する技術？


    「櫂かい実じつの持ってる──銃だ」


    「な、なんだ？」


    「そうだ！　櫂実だよ！　あいつ、パラシスタンスだけを殺す銃を作ったって言ってた！　てか実際に見た！」


    　引き金を引く寸前まで行ったのだ。まだ、すぐにでも使える状態に違いない。


    「……！　本当か!?　だったら、可能性はあ……きゃっ！」


    「サナっ！」


    　アニサキスが暴れて、サナのいた場所に向かって、触手をぶち当てる。すんでのところでサナはかわすが、玄関の下駄箱が凄絶に破壊される。


    「くそっ！　サナ！　俺は……櫂実を呼んでくる！　だから……」


    　戦っててくれないか、とは言いたくなかった。まがりなりにも……あいつは俺おれの大事な従妹いとこなんだ。


    「桜さくらの……桜の面倒を見ててくれないか？」


    　そのニュアンスを、サナも読み取ってくれたのだろうか。


    「うん！　宿しゆく主しゆ様を守るのが私の仕事だからな！」


    　こちらに向かって振り向くと、


    「唐人の大事なもの、守るぞ、私が」


    　サナはそうやって、気丈に笑った。


    「すぐ戻る！　待ってろ！」


    　後ろ髪を引かれる思いで、駆け出す。


    　目的地は、櫂実の自宅。


    　今日何度目の全力疾走だろうか。


    　サナ、無事でいてくれ。桜、保もっていてくれ。


    　それだけを願う。


    　そして──もどかしいほどの距離の疾駆を経て、櫂実のアパートに飛び込んだ。


    「櫂実！」


    　階段を駆け上り、櫂実の部屋に飛び込む。


    「増ます川かわ……君……？」


    　櫂実は、通販サイトの段ボール箱を潰つぶして整理していた。


    「あの銃を、俺おれに貸してくれ！」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　同行を希望した櫂かい実じつも連れて、再び町内を駆けに駆けた。


    　そして──俺の家が視界に入ってくる。そのまま距離を一気に詰め──


    「サナ───────っ！　無事か──────っ！」


    　生存を確認するため全力で呼びかける。だが、返事はない。


    「……くそっ！」


    　ほんの少しだけ絶望が差し込もうとしたその時──家の奥の方から、ガラスか何かの破砕音が聞こえてきた。


    「……奥かっ！」


    　玄関先から、少し家の中の方に移動したようだった。まあ、家の外に出るよりも、中にいてくれた方がよっぽどいい。玄関にはあちこちにひび割れが走っている。俺と櫂実は迷わず家の中に飛び込んだ。


    「サナっ……！」


    　声から判断して居間に飛び込むと、サナがアニサキスの触手に、首を絞められながら持ち上げられているところだった。その衣服は既にあちこちが破れ、見るも痛々しい様子だった。


    「あ……か……唐から人と……」


    「サナ……！」


    　その時。俺を遮さえぎるようにすっと櫂実が前に出た。


    「……スピニング」


    　呟つぶやくと、左手がドリルのように高速回転を始める。


    「……ピアッシング！」


    　そして足を踏み出すと、サナの首を絞めている触手の真ん中を貫いた。


    「きゃあ！」


    　その触手が、櫂実の貫いた場所からぶちりと千ち切ぎれると、捉とらえられていたサナがどさりと床に落ちた。


    「ウヴォヴォヴォヴォヴォオオオオオオオ──────！」


    　アニサキスがもがきながら、苦しむ。


    「え、ええと……か、櫂実……？　あ、ありがとう……」


    「気にしないで……拙せつ虫ちゆうは……拙虫の信仰のためにやっているだけだから……」


    「おい、気をつけろ！　こいつまだ動いてるぞ！」


    　俺は、まだ蠢うごめいているこの触手の塊かたまりに向けて注意を促す。


    「櫂かい実じつ──この銃はどうやって使うんだ？　どこに撃てばいい？」


    「……確実に撃ち込むには、チャンスは一度……それも……無数のアニサキスたちの根元になっている部分に撃ち込まないといけない。あの触手群を振り払ったところにたぶん、核がある……ただ……」


    　櫂実が、サナに向けて声を放つ。


    「……気が付いた？」


    「うん！　あいつに触ると身体からだ……じゅわじゅわ溶ける！」


    「……そう……おそらく、胃液を利用した酸でコーティングされている……」


    「酸……？」


    「つまり……誰だれかが犠牲になる危険を冒して触手を振り払い……そこにもう一人がこの銃を正確に撃ち込む必要がある……」


    「って言ったって、誰がそんな危険を……」


    　その時、サナが一歩、二歩と歩き出す。


    「サナ……？」


    「唐人。唐人の動体視力ならきっとあいつの核に銃を撃てるぞ。信じてるからな。自分に負けずにやり遂げてくれることを」


    　小さな身体でクチクラブレードを引きずって、サナが、アニサキスに向かって歩いていく。


    「櫂実はあいつが遠隔攻撃してきたら、私の代わりに唐人を守ってくれ！」


    「サナ、お前──」


    　違和感に気が付く。いつも、真っ先に俺おれを守ることだけを考えてきたサナが、その役目を櫂実に譲った。そしてサナは、最後にほんの少しだけ首を曲げると、こちらに向けて──微笑ほほえんだ。


    「約束したからな。唐人と──唐人の大切なものを守るって。それが──私の、存在意義だからな」


    「……っ」


    　そしてサナは──クチクラブレードを構えると、アニサキスに向けて単身飛び込んでいった。


    「やあああああああああああああああああっ！」


    　その殺気を感じたアニサキスが、全すべての触手を四方から総動員させてサナに襲いかかる。


    　触手がサナの身体に襲いかかる度たび、ジュウ、と皮ひ膚ふの溶ける臭いがする。だが、サナは怯ひるまずに進んでいく。


    「くそっ！」


    　サナ、死ぬんじゃねえぞ！


    　そのサナの行為を無駄にしないためにも、俺は意識の「掛け替え」をする。


    



    　パズルでも組み立てるように、意識を一段階高次に移す。その瞬間。


    　──粗野な暴力衝動が、一気に心に広がった。


    　全能感を経て、破壊と殺さつ戮りくを求める心に全すべて飲み込まれそうになる感覚。


    　思えばそれは、誰だれの心にもある、俺おれの内にもある弱さの裏返しだったのだろう。


    　だが、俺は必死で、守るべきもの、守りたいもののことを考える。


    　──サナ。桜さくら。櫂かい実じつ。丈じよう児じ。みんな。


    　俺は俺のままで、守りたい日常があった。


    　それを思うと──意識は急速に冷静さを取り戻す。


    　……よし。もう大丈夫だ。


    



    　そして──目を開いた時、俺は俺を保ったまま、動体視力は強化されていた。


    「サナ──！」


    　その時。


    　アニサキスがマシンガンのように液体を飛ばしてきたのを視界の隅で知覚する。あれにもおそらく強酸が含まれているのだろう。


    「ちっ！」


    　既に銃を構えるために両手を使ってしまっている。だが──
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    「……スピニング」


    　櫂かい実じつが左手を高速回転させ、


    「……プレイト」


    　円盤状になった左手がその半径を一瞬大きく広げた。


    　アニサキスの放ってきた強酸は全て櫂実の左手に吸い込まれる。


    「櫂実っ！」


    「……大丈夫、それより」


    　櫂実の指差した先で。


    「やああああああああああああああっ！」


    　サナが、クチクラブレードを下段から、一気に払い上げる。


    　その瞬間、アニサキスの全ての触手が上方に薙なぎ払われ──全ての触手の根元に、ひときわ膨ふくらんだ塊かたまりがあった。


    「……今のうちに、撃って……！」


    



    「お……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    



    　俺おれは無意識のうちに咆ほう吼こうしていた。


    　この一発で、事件を終わらせるんだ。


    　俺は、アニサキスの核に向けて、櫂実のモデルガンの照準を合わせる。


    　櫂実が言っていたこの銃の名前を思い出しながら。


    　コルト・シングル・アクション・アーミー。


    　通称──『ピースメーカー』だったか。


    



    　ああ。お誂あつらえ向きの名前じゃないか。


    　平和を作る銃。だから、また来てほしい日常を取り戻すために──


    　俺は、弾丸を放った──！


    



    　スローモーションの世界の中、その弾丸がアニサキス触手群の根元にある膨ふくらんだ部分に着弾し、ゆっくりと吸い込まれていくのを確認した。


    「当たっ……た？」


    　そして──


    「ブギャギャギャギャギャヴァヴァヴァァ──────！」


    「うっ！」


    　アニサキスの身体からだが一ひと際きわ激しく暴れ出し──


    　その中心から、加速度的に細胞が黒く変色し、消滅するように朽ちていく。


    　櫂かい実じつが、ぼそりと呟つぶやく。


    「これが……パラシスタンスを消し去るためのシステム──乱舞する細胞自滅ダンス・オブ・アポトーシス」


    　そして、気がつくと黒い消し炭のようなカスと共に、その場には──桜さくらの身体からだだけが残されていた。


    「さっ、桜！」


    　弾はじかれたように駆けだし、倒れている桜を抱き起こす。


    「……ん……お兄ちゃん……」


    「桜！　桜！　無事だったか！」


    「うん……中から見てたもん……わたしは無事……でも……」


    「……サナは？」


    　そして。


    　少し離れた場所に倒れているサナを発見した。


    「サナ────っ！」


    　桜と二人で慌てて駆け寄りサナを抱き起こす。衣服が、あちこち破れている。


    　まだ、息はあるようだったが、苦しそうに息が途切れる。


    「あ、はは……結構ジュウジュウいったぞ……」


    「おい、サナ！　大丈夫か!?」


    「……唐から人と……私……今度こそ、唐人の大事なもの、守れたか……？　ただ栄養を貰もらうだけの寄生虫みたいな生き物じゃなくて……役に立てたか？」


    「ああ！　っていうか、馬ば鹿か野郎！　もう、お前も大事なものに入ってるんだよ！」


    「そうなのか……嬉うれしいぞ……桜も……もう許してくれるかな……？」


    　桜も嗚お咽えつしながら、サナに取り縋すがる。


    「当たり前だよ！　サナちゃん……ごめんね……わたし……ぜんぶ許すから……しな……死なないでよぉ……」


    　その言葉を確認すると、サナは満足したように微ほほ笑えみ──ゆっくりと目を閉じた。


    　サナの身体を抱き締めながら、俺も叫んだ。


    「おいぃ、サナ！　これからも守ってくれるって言ったじゃねえか！　それにお前、まだなってないもんがあるだろ！　俺のカノジョになりたいんだろ！　いいか！　生き延びたらカノジョにしてやってもいい！　だから、死ぬな！　サナ───ッ！」


    　今にも消えようとする意識を繫つなぎ止めるように強く呼びかける。だが──


    「えへ……ほんとに唐人のカノジョになれるのかな……それは……たの……しみだ……」


    　それだけ言い終えると、サナの首は、がくん、と大きく傾かしいだ。


    「サナ──────────────────────────────ッ！」
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     エピローグ


    



    　──夏が近い。


    　早いもので、あれから二週間の時が経過しようとしていた。


    



    　遠い意識の向こうから、目覚まし時計の音が聞こえる。


    　また、僕の血液の隅々に朝が運ばれていって──


    「お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん！」


    「んー……」


    「お兄ちゃんおきろギャ────ス！」


    「あっつううううううううっ！」


    　火薬の匂においと、焼けるような灼しやく熱ねつの何かを顔に浴びて、急激に覚かく醒せいする。


    「きょ……今日はなんだ、桜ああああああああっ！」


    「へび花火・オン・ザ・フェイスだよ！」


    　起き上がって見ると、枕まくらの横でへび花火が赤い炎を燻くすぶらせながらのたくっていた。


    「火傷やけどするだろうが！　普通に起こせええええっ！」


    「まあ気にしない気にしない。ところでどうですか。今日一日の元気と活力のために朝から従妹いとこちゅっちゅ一本いっときますか」


    　桜さくらが唇くちびるを突き出してくる。……ので、その顔を手で押し返した。


    「いかないっての。なにその栄養ドリンク的なキャッチコピー」


    「あー……うー……いけず……」


    　そういえば、結局あの日の夜が明けて気分が落ち着くと、僕の一人称は、また『僕』に戻っていた。ま、闘争心によって一人称が変わるなんて世間でもよくあることだし、そのへんは上う手まく自分を制御していけば大した問題ではないだろう。


    



    「いただきます」


    「いただきます」


    　桜と二人で朝食に手を付ける。今日のメニューは出だ汁し巻き玉子。


    　朝食のテーブルは、親父おやじが出張から帰ってきてからまたみるみるうちに少しずつ汚くなっていった。


    　っていうか、未いまだにアニサキスが暴れた時に壊れたりしたものがそこらに手つかずのまま散乱してるんだけど、あのクソ親父はそんなこと意にも介していないようだった。そんでまたすぐ出張に出かけるっていうし。どういう神経してるんだか。


    　ま、いいさ。後片付けはおいおいやっていこう。とりあえず、今はこの日常が戻ってきたことに最大限の感謝を。


    



    「おはよう、丈じよう児じ」


    「丈児くん、おはようー！」


    「おっす！　今日も元気だな！　インモータル兄きよう妹だい！」


    　待ち合わせ場所に行くと、丈児がギプスを填はめていない方の手を元気に振ってきた。


    「インモータル兄妹って……不死身の兄妹って意味だぞそれじゃ……」


    「あ、そうなのか？　はははは」


    　丈児の見舞いには、事件の次の日に行った。


    　──正直言うと、バスケ部のホープにあんな怪け我がをさせて、恨まれたり嫌いや味みの一つでも言われることを覚悟していた。そんな僕を迎えたのは、「おお、唐から人と、よく来てくれたな！　で、ラーメンいつ食いに行く？」という吞のん気きなセリフだったのだから、拍子抜けにも程があるというものだ。結局、僕の気が済まないので、ラーメン一杯を無理矢理おごらせてもらって済ませたのだが。ま、でもこいつがこんな性格で、友人でいてくれるということは──たぶん僕にとって、幸せなことなのだろう。


    「そうだよ！　わたしたちは、インサート兄妹！　しっかり覚えてね！」


    「おおい！　インサートしてないよ！　進みすぎだよ！　……あれ……ところであいつは？」


    「ええと……さっきからあそこにいるんだけど……」


    「……」


    　少し離れたところで、櫂かい実じつが電信柱の陰からじっとこちらを眺めていた。


    「ったく、藁わら人にん形ぎよう屋でも開く気かっつーの……」


    　つかつかと櫂実のもとに歩み寄って、首根っこを摑つかみ上げる。


    「……わ」


    「おい櫂実。みんなと友達になりたいならなんで挨あい拶さつしないんだよ」


    「……信仰が足らない……」


    「わけのわからんカルトっぽいこと言うな。ほれ」


    　そのまま櫂実を桜と丈児の間に放ほうり投げる。


    「あ……」


    　そして、


    「おはようございます、櫂実先輩！」


    「うっす、おはよう櫂実さん！」


    　そんな二人の挨あい拶さつを受けて。


    「……お……お……おはよう……」


    　櫂かい実じつは最近少しずつ上う手まくなってきた、ぎこちない笑顔で返した。


    



    　その後、僕たちが馬ば鹿か話をしながら学校に向かって歩いていると、ちりんちりん、と後ろから自転車のベルが鳴った。


    「あ、綺き羅ら先生」


    「よー、みんなー、おはよー」


    　綺羅先生がチャリで出勤してきていた。白衣にチャリで登校とは、またエキセントリックな。大きく開いた胸元が付近の男子生徒に振り返られまくっている。


    「今日も遅刻しそうになってチャリ通勤ですか……」


    「いずれチャリセンと呼ばれてドラマ化でもされることを目指すわ」


    「……印税いっぱい入るといいですね」


    　その時、傍かたわらでぼんやり立っている櫂実の姿を見て、僕はふと思い出した。


    「……綺羅先生」


    「んー？」


    　綺羅先生にだけ聞こえる程度の小声で、顔を近づけ尋たずねる。


    　この間の騒動で知ったこと。櫂実の過去や、その部屋の状況や、綺羅先生が研究所を辞めた理由。それらが有機的に結合され、今では僕の中に一つの確信があった。


    「……櫂実に本当のことを言ってあげる気はないんですか。たぶんあいつはあなたの──」


    　綺羅先生は、少しだけ哀かなしそうな目をして、僕の口にそっと指を当てた。


    「ストップ。今はまだ……ね。無理なんだ」


    「……そうなんですか。あいつ、きっと喜ぶと思うんですけどね」


    「こら」


    　小突かれる。


    「唐から人となんかよりよっぽどあたしのがあの子の幸せは色々考えてるわ」


    「──すいません」


    　まあ、そうまで言われるなら人の事情にまでは踏み込むまい。


    「でも、気遣ってくれてありがとね、唐人。これからもあの子をよろしくね」


    　そして綺羅先生ははにかんだ。


    　ま、いずれにせよ──いつか櫂実たちは自分たちの意思で幸せを求め、向き合えるようになるのだろう。そんな日が、早く来るといいと思った。


    



    　それからまた、僕たちは少し歩きながら。


    「それにしても、なんだか寂しいね……」


    　ぽつり、と桜さくらが呟つぶやく。


    「そうだな……サナちゃんがいないだけで、こんなに何かもの足りない気がするなんてな……」


    　丈じよう児じが、空を眺める。


    「……」


    　それは、僕にとってもまったく同じことだった。日常にジグソーパズルのピースが欠けてしまったような寂しさと共に、僕はただ何も言わず、遠くの方を見つめて……。


    「え？」


    「あれ？　お兄ちゃん、あそこにいるの……」


    



    　そこで──見つめていると向こうから、あいつがやってきて──


    　みるみる間に近づき──


    



    「唐から人と───っ！」


    　サナが満面の笑えみで飛びついてきた。


    「うおっ！」


    　いくら小さな身体からだとはいえ、加速度を付けた全体重を思い切りかけられて、蹌よろ踉めきかける。


    「唐人────っ！　編入手続き終わったよ───っ！」


    「あーはいはい！　良かったな！　ってかお前、一回登校したのにわざわざ戻ってこなくてもいいだろが！」


    「やっぱ唐人は私がそばで守ってやらないと駄目だからな！」


    　そんなわけで。


    　今日は、サナは編入学手続きのために、一人だけ早めに学校に行っていたのだった。


    「てか、よく編入試験受かったな……」


    「綺き羅ら先生の推薦があったから、たぶんそれでだな！　試験問題は全然解けなかったぞ！」


    「……なんか適当だよな、うちの高校」


    「楽しみだなー！　勉強！　学食！　部活！」


    　ま、楽しそうだからいいか……。


    　そこに、突然、僕の名前を呼ぶ大きな声が聞こえてきた。


    「増ます川かわ唐人っ、何をしておる！　早く来んか！　我われの元へ！」


    「……へ？」


    　見ると、そこには、いつもの巫み女こ装しよう束ぞくを纏まとった生徒会長が、手ぐすね引いて待ち構えていた。周囲には、とうぜん親衛隊連中がたくさん。


    「よくきたな増川！　我の計らいで停学を免まぬかれたのだ。さあ、我が親衛隊に入るがよい！」


    「いや、あの、それはご勘弁を……頼んでないですし……」


    　と、たじろいでいたところに──


    「……増ます川かわ君をいじめるのやめて……」


    「……櫂かい実じつ……？」


    　それを遮さえぎるかのように僕と会長の前に櫂実が立ちはだかっていた。


    「な、なんだ貴君は！」


    　すると、櫂実はこちらを振り向いてニコリと微笑ほほえんだ。


    「拙せつ虫ちゆうが……増川君を、守るから……それが信仰……」


    「ぬ、ぬあーっ！　こら───っ！」


    　それを見たサナが、焦って僕の腕をギュウ、と捻ひねる。


    「あ、いて、いてててーっ！　サナ、腕捻るな、コラ───っ！」


    「だ、だ、だってっ！　唐から人とを守る権利は、私のものだぞーっ！」


    　その光景を見て、桜も連鎖するように噴火し、僕の反対側の腕を捻り上げる。


    「だ、だ、だ、だめ──っ！　みんな、そんなにお兄ちゃんを守りたかったら、わたしより先に四十八手を暗唱していきなさい──っ！」


    「い、いや！　明らかに皆さんの参戦で僕を守るどころか新たな火種が！」


    



    　僕はどうしてよいか解わからず、軽い溜ため息を吐つきながら、改めて自分の周りを見回してみる。


    



    　そこには、桜さくらが、丈じよう児じが、櫂実が、綺き羅ら先生が、ついでに会長がいた。


    　ついでに隣を見ると、僕の腹に住む小さな生き物が僕の顔を見上げていた。


    



    　──ははは。


    　随分、賑にぎやかになったもんだな。


    



    「ねえ……お兄ちゃん」


    　桜が、釘くぎを差すように細い目で睨にらんできた。


    「一夫多妻制は日本では認められてないからね。誰だれに守られるか、ちゃんと決めてね」


    「は、ははは……」


    　冷や汗をかく。そんなこと急に言われても、困る。


    「まぁ、こんな時は、三十六計にしかずということで──」


    　僕は腕を振りほどき、会長の横をすり抜けると、校門に向かって駆け出した。


    「逃げる！」


    「あ、こ、こら、待て、増川────っ！」


    　会長はじめ、みんなが追いかけてくるのが解わかった。


    



    　──ということで、これが僕の新しい日常だ。


    　前よりも少し騒がしくて、だけどみんなと過ごす楽しい日々。


    　何が一番大切なものかは、おいおい考えていこう。


    　だからそれまでは、目の前のものを守り続けていくんだ。


    



    　と、その時。


    「唐から人と───っ！」


    「ぬおっ！」


    　サナが、背中に飛びついてきた。


    「ば、ばか、降りろっ！　重いんだよ！」


    　走りながら、サナを振り落とそうとする。


    「だって、少しでも近くで唐人を守りた──はっ！」


    　その時突然、サナが思い出したかのように叫んだ。


    「ところで、唐人！　あの、アニサキスと戦ったとき、何か約束があったような！　その……カノジョにしてもらうとか、いうような！」


    「え」


    　まさか。こいつ……このタイミングで行使……するのか？


    「んー、でも、まあいいか！　一から勝負しないとみんなに不公平だもんな！」


    「ほっ」


    　少しだけ、安心する。なんか最近は優柔不断なのは僕の方だったりして……。


    「私、これからも唐人の方からカノジョにしてー、って言ってくるまで、ずっと唐人を守り続けるんだ！　なんてったって、今日から同じ学校に通う同級生になるんだからな！」


    　僕の腹の中に住むそいつは、そんなふうに笑って言う。


    「はは……」


    



    　それは、ちょっとだけ夢物語じみてるけど。


    



    　それでも正直。


    　自分の寄生虫が彼女になるなんて。


    　僕はそんなハチャメチャな未来を少しだけ──想像してしまったのだった。


    



    
      了

    


    


  



  
     あとがき


    



    　みなさまはじめまして。砂すな義ぎ出い雲ずもと申します。


    　新人です。デビュー作です。鮮度いいです。生食でも安心です。


    　賞を受賞し、出版が決まって以来、各方面からこんな声をたくさん頂きました。


    　──あとがき、超楽しみにしています！


    　そこはかとなく、本編よりあとがきの方が期待されている気さえしてきます。


    　しかし、いたって平凡な日常を送る僕に面白いあとがきが書けるとは到底思えません。


    　なので、いっそ豪勢に、あとがきを講談調にして琵び琶わ法ほう師しの語りでも付録に付けようかと思ったのですが、検討したところ、各冊ごとに琵琶法師を付けると本の価格が天文学的に跳ね上がってしまうそうです。ご期待に添えず申し訳ありませんでした。


    



    　まず、謝辞です。すこやかな笑顔とミュージックを脳内再生しながらお読みください。


    　イラストの瑠る奈な璃り亜あ様。この度は本当に素晴らしいイラストをありがとうございました。僕始め、萌もえ死にしそうな方全ての心の声を代弁して転がらせていただくと、『イベリコ超特急ブヒぃぃ！』となります。最上級に萌えた、という意味です。ご笑納下さい。


    　担当の星野様。よりにもよってこんな厄介な新人に色々とご指導ありがとうございました。この本が商業ラインに乗っているのは間違いなく星野様の絶妙な手た綱づな捌さばきの結果です。次巻も戦いましょう、倫理と。（「そんなものと戦いたくない！」との悲鳴が聞こえた気がする）


    　また、在していたインターネット界隈などを通じてもたくさんの方に応援いただきました。改めてお礼を述べさせていただきます。みなさまのお陰で今の僕があります。もしお気に召していただけたら、これきりでなく末永く応援していただけたらと思います。その他、この本が出版されるまでに関わってくださった全ての方と、なにより、お手にとってくださった読者のみなさまに惜しみない感謝を。ありがとうございました。


    



    　次回作については、決まっていません。いや、いい意味で。この物語の続きを書きたいという気持ちも勿もち論ろんありますし、それでなくても僕には書きたい話がまだたくさんあるからです。どちらにせよ、出させていただける限り、守りに入ることなく頑張っていきたいと思っていますので、よろしければ引き続き応援のほどよろしくお願いいたします。この本に対するご意見・ご感想などもそぼ濡ぬれた子犬のような目で舌を出してお待ちしております。


    



    　さて。せっかくのデビュー作なので、最後に少し真ま面じ目めなことでも書こうと思います。


    　自分が、誰に向けて本を書いているかってことをたまに考えるんですね。


    　それはもちろん、楽しみに読んでくださる全ての方のためなんですが、それでも強いて言うなら──生きるのが下手くそな人に読んで楽しんで貰えたら、嬉しいと思うんです。


    　なんつうか、生きるのって大変じゃないですか。そんで、理不尽なことばっかです。


    　時には、周りのもの全部が敵に見えるなんてこともあるかもしれません。


    　かくいう自分もいまだに生きるのが下手だったりして、よく絶望とかしてるんですが──そんな時にいつも自分を救ってくれたのは、物語でした。


    　だから、今僕はこうして誰かのために物語を書いています。


    　もし生きるために必要な希望を、少しでも未来に受け渡すことができれば、創作者としてこれ以上の喜びはありません。


    　不安には、笑い飛ばすためのくだらなさを。


    　悲しみには、洗い流すための涙を。


    　そしてなにより、あなたの心に触れるような物語を書き続けられたらと願っています。


    　あなたがしんどかったりする時に、お側に居られるような作家になれたら幸いです。


    　ということで、あんまり湿っぽくなるのもアレなのでこのへんで。元来照れ隠しな性格だということをご承知ください。では、よろしければ次作でまた。


    



    
      二〇一一年　六月　砂義出雲

    

  



  
    砂義出雲


    Izumo Sunagi


    



    １９８４年生まれ。神奈川県のやや最果てに在住。学生の頃から自主映画を撮ったり、バンドをやったり、ネット活動に勤しんだりしていたが、気がついたらラノベ作家になっていた。どこにいてもアウェー感と戦っている。
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